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されてし〉る。→一:.のよう

とくにキャッサ Iゞ ，カンショなどは
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ジアにおける地

ら r地下作物の有効利用」に関するプ

とくにキャソサバの栽培様式と品種特性について調査する

め， l胄和56年 1月11日から 1月31日())21日間，タイに出張を命ぜられ，タイ農業局の協力のもと

f
‘
}
 

i
"
 

兄）

✓)いて

あったため，

ってタイにおける地下作物， とくに，キャッサ；

を取りまとめた。

ることができなかった

と，それに る諸問題に

2. 調査実施の概要

は農業局畑作物部地下作物科における聞き取り調査とこれまでの研究結果())収集， Huai

Pong畑作物試験場と KhonKaen畑作物試験場における試験研究の実施状況の調査と 15付凪農家

における栽培情況調査，普及組織での普及技術の間き取り調査，チップ工場，でん粉工場での見

と間き取り調査を行った。表 1に調査日程，表 2に訪問機関と訪問者一覧を示した。

表 1 調 査 日 程
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行 動 内 容

1 月 11 日 1 日「出発（東京—-Bangkok)
熱愕農業研究センター 橘高，植松，井上技官の出迎えを受ける。

12□ 1月 I橘高，植松技官の案内で日本大使館表敬訪問，五十嵐農務官と調

査内容の打合せ，農業局畑作物部を訪問い部長 Dr.Arwooth Na 
Lampang氏に調査に対ずる協力依頼を行う。

地下作物科において Mr.SzrapongCharoenrath氏からからタイ

｛こおけるキャッサバ栽培の概況を聞く。

13日 火 化学部て）j: I二技官0)紹介て Dr.Sornbhat Suwanwaong氏よりタ

! Iイの1汀襄につし lて聞き取り，地下作物科長 Mr.Sophon Sinthup-
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上

，サバ栽培こ育種試験J）実施情況を調査，

氏からキャソサベに対する

チップ工場

イロとベルトコン

地下作物科 Mr.Chote Sithibusaya氏より肥料の連年施用試験の

結果をもらい， 1つの表にまとめて分析する。

上野技官に送ってもらい，井上技官の案内で Bangkok空港より

Khon Kaenに出発。 KhonKaen空港で KhonKaen畑作物試験

場 Mr.Panya Ekmahachai氏と東京農大学井上庄司氏の出迎を

受ける c 同農試において上記二氏と Mr.Chairat Wong八rivatchi
氏からキャッサバの育種と栽培試験の実施情況を調査。

同上農試において試験圃場の育種・栽培試験を見学。

Khon Kaen周辺のキャラバン栽培事情を見学。

Mr. Niyom Chantanakom氏

周辺農家 5軒のキャッサバ畑の生育調査，掘取調査を行う。

ペレット，チップ，でん粉工場を各一つずつ見学。タイ東北地方

農業普及局の Mr.Thunya Teerasart氏を訪問，東北地方におけ

るキャッサバ栽培についての意見を聞く。

井上氏の見送りを受けて KhonKaen空港出発， Bangkok
上野技官の出迎えを受ける。

農業局にて報告書の原稿作成。

タイプの依頼。

タイプ原紙(7)校正，印刷，製本。

畑作物部長，

局関係者に対して報告書を手渡し，
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1次 長 iDr. Riksh 

;; ',(日作~音II ＇部長! Dr. Arwooth Na 
リ 」杓戸信炉砂↓ i和I長 iMr. Sophon 

I Mr. 
1 ;; i Mr. Chote 

11 i Dr. Sombhat 
屑昆音心 . 11 i Dr. Sanchai 
国芸部 , 11 ! Mr. Chirisk 

i 1Vf r. Manoch 
場長 IMr. Cham 

f Mr. Anuchu 
o ¥ Mr. Uthai 

県普及事務所 i団 長!Mr. Surapong 
Khon Kaen畑作物試験場！場長 IMr. Niyom Chantanakom 

I研究員 Mr. Panya Ekmahachai 
I 
I Mr. Chairat 

東北農協普及周 次長 IMr. Thunya Teerasart 
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 ら大きく 4つの気象区に分げることが且j来る。L らなる南

'2. チャオピ 中央地方， 3

(1) 南部地万

6度から12度までの半島で，西はビルマ国境の山脈とマ／ダマ

てし＼る。そのため両側からモンスーン

の南西モンスーン け，

ける。

となる東海岸

を1世岸より大苔く受ける。そ豆）ため降水量

の多雨量地帯である。また，両側が悔であるた

として山岳地帯の北部地方と、 4.

5月から10月までインド

はタイ湾に接し

）
 

-↓ 
―ヽ

ンスーン

,600mmから4も 000mmに達し，タイで

1~2゚Cと小さし＼。

(2) 中央地方

タイ湾に面しているのを除いて，

4月｛こ43℃

'VJ '、 --7'

‘’ 

し， 1月1こ5,5℃

-:,; ¥、-' ，さ

1いにとりか=-まれているチャオピヤ河流域の平原

と同じように， I / 
v ¥, 

る。 1月へ 2月の気温の日

しくないc

)。 Nakornsawanでは。

は20℃ に

西側に Tanaosri山脈があるが，アンダマン海，インド洋ま

- 3 --

り遠くないので，南西モンス



ン を受け，雨はしばしば夕方から夜に降る。しかし,TakこKanchanaburi県では

少なし％

が降り，

まだ， この地方

い地域が洪水の被害

らインドシナを通ってくる

ける。雨は10月に多く， 月3
 

令‘
し＼
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1, 200~ 1, 400mm る。

(3) 北部地方

, 600mの山岳地帯で南西モンスーンと南支那海から

1, 000~ 1, 400mm程度の降雨がある。最も北部の山岳地帯では2,000mm

で，夏と冬の温度が大きく変動する。

の を

。
ろず パの

(4) 東北地方

海抜300~400mの高原で，土壌が保水力のとぼしい砂土で，数日の

週間の日照りで早魃となる 3 周囲が全て山脈で囲まれているので，

い。南西モンスーンによって，この地方に雨をもたらすが多量ではない。

は1,000~ 1, 400mm程度である。この地方の降水量は東支那海から

となり， 2~3

には達しな

)-
今-)

される。ラオスとの国境地帯には年間1,400~2, 000mmの降雨量がある。この地方の南部0)タイ

湾に面している地方には年間1,600~4, 000mmの降水量がある。

2. タイの降水量

タイの気象はインド洋からの南西モンスーン，支那大陸からの北東モンスーン，熱帯北太平洋

気団からの南風と，異なる 3つの空気の流れによって支配されている。タイにおける降雨はイン

ド洋からの南西モンスーンが 5月中旬に到着する頃に始まる。最初の雨はモンスーン

がタイ国南部に達した時に始まり，北部に向って動いていき， 7月中旬から 8月の終りに中国の

南部に達する。その後再び雨が来るまでの間に少なくとも 2~3週間の乾燥期がある。

モンスーンの気圧の谷は 8月から10月の初めにこの国にもどってくる。 9月には強い雨が降り，

だんだんと少なくなる。東北地方では雨は10月初めに終り，その後雨は中央地方を通って南にも

どる。南西モンスーンが去ると寒さと乾燥をもたらす大陸からの北東モンスーンがくる。この期

間は10月から始まり 2月の初めまで続く。 2月初めから 3月中旬は熱帯北大平洋気団から吹く南

風の季節になる。タイの気象に影響を与えるサイクローンとサイクローン性の雨は主に南支那海

に生れ，モンスーンの気圧の谷にそって東に動く， 7月にはサイクローンの通り道は令タイ国の

北部か，中国の南部である。 9月と 10月にはだんだん北部地方，東北地方，中央地方と，サイク

ローンの通り道は下がり，これによる雨がこれらの地方に降る。さらに， 10月末から11月の末に

はタイ南部にサイクローンによる雨が降る。このサイクローンによる雨はタイの農業に大きな利

益をもたらすが，この雨がないと早魃となり，多いと洪水となる。

図 1は1931年から1961年までの平均年間降雨量を示す。南西モンスーンによる雨を多く受ける
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図 1 タイにおける平均年間降雨量 (1931年~1961年）
（文献19より引用）
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な
+',, 
'c1''ゞ

ている。

り紅ノ/霰＼

図 2 タイにおける

（文献19より引用）
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やや少だし 怜あるし,;ま，やや瓜しふ

の降雨は bi-modalバターン

八る o uni•nwd, ぅlパターン

リ

゜
笑
j

n 

summer type 

ノ＼ 
~
 

‘~‘ .

)

 
:
t
/
 

ヶ
"
i
]
 

-、 uni-modal:: bi-medal , , ターン

‘;`ン‘

、島

C）
 

i
t
 

ーこ
;
＼
 

な

uni-modai 1、ヽタヽ-ン

Rs 

Iツ,_ 

i

む
由＿＇

マて "uni-modalノ：ターンの記ilと§ 少なくとも：3'7月続く

はっ芦り

るc 

乾期がある 0 主

type 幻rr 

日臼、‘~

I町ゾ）

なくとも 6

の不

なくとも 3ヶ月続くり酋く表れる

そこでは 2ヶ月以

れる G ま応，

る。

2) 土壌型

FAO-UNESCO式で

表記し；iゞ~:Soil units 

Sよ Flvnisols, 

ペヽ2 Xerosりrs,Yermosols 

S:i 
Lithosols. 
Cambisols, Andosols, 

s4 Vertisols 

Ss Luvisols, Nitosols, 

Ss Acrisols, Ferra.lso]s 

s7 日istosols

Entisols 

Aridisols 

Entisols, 

Vertisols 

Alfisols 

Ultisols. Oxisols 

Histosols 

3) タイにおける

R1S1 . タイ南部の

{
)
 

?
 "'
 

ーメ

の区分

は2,203.4mmを

'• ¥-/, 一

し':..(J) 

ナヅ，：~了ービーである。

R1S6 9
,
i
 

/々/

2.119.4mmを

タイ

よ',
 

キ
4
'
,
'
 

',~ 
モンスーンによ

モンスーン c7)

はゴム，

存―
ク
r

、 t・
 ~~‘; 

ドE J 降

ココ

斗
士

ノ・＇
夕
/

}

t

 J
 

9

,

＇’ 

］、てし;るo

コj,令キャッサ！ゞ，こ］コナツ，果樹か

されてい
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; ぐ f;)内こ ’ヽ冬 中位い峰亨い方 i ソ

マンクピ~ーン令サ t、ウキビ，主ャッザ，）

ィー・勺

4
j
 

I
f
 

勺 f、ゞ:J' 卜占手［｝こJ /々 ぅ 、中ングビー

タイス令二！ゞ?か`［

艮で主る

降雨は

こC)区はタイ

マング~ ビーン， トウモロコシ，クワ ある"
\~9: 

t
:
9
.
 

,＇
S
 

ぇ'T. ナフタ
9 令，

ノぐコ， クッ， ヒマ

ダメ'
/ 

＇十
しコ

シ秀ダ｛ズ，マング｝｀‘—‘／令

おおう y~f'• 
}、.. ,_、

森' ... 
o; ,,;。

なく C ワタ，夕）ゞコ§ トウモロコ

之
な,0 

凡S1 o/ (.', 

--v.,> 、-あり， Petchabun

るモンスーンが妨げャニ:dt、 んごなし＼。水稲念夕 J コヽ， ワタ，ケナフ，ク「］， ヒ

←ぞ

しいZ
心 o

し

9
,
l
ノ勺／、

キ
ふ

>＇

t
 

るく〉こ J)区は中 にもあり匁主；：、

よっ ノ
＼

A
[
-

てし17
 

はタイ の ;.. o/~ 字..,. 
に.., .. 豆） i 叫 V)IWJ 呵而い~ し，

四モンスーンが

ピマ，キャゾサバ， トウモロコシ

タハコ，ワタ，ヶ十フ，クフ，

C
-る

る

め

あ

ンスー、／が［且

トウモロコシ＊、コマ，ダイズ，マンクビー,.'

R:,S1 Co/ ,, __ 

＇ 
,1‘ は中位て，

はやせてい
c
 

るなt

t

 

\~9,} 

4 タイ農業の概要

19Ti年におげるタイり）乾人LJ4, ,000人中，

r
 

ス3

,921万:"l,

世惜数782万5,000戸農家世帯400万9,000戸で51.2%を占めている。タイ

了66.ii%を占

のうち，

産物の割合は約80%で，

る

は錫を除い きいも 0)がなし：＇。表 3にタイ国におけ

_,_二ご'_,_
乞ノj、3。

タイ中央地方 に降った雨が，

i .-
し_,'- となって Clる。こ(})

：こ氾濫

らlし

るo lゞンコック

も多く，

あり，東南部のカンボジ7国境に近い山地地域では

となっている。
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」［部地方｛よ

われてし iる。

東北地方は

タマネギ，ニンニク

。
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4＼、

/ 
', 

‘’ 

にや

ペ-- ? 、''Q0 

れている。-

して t)ろ。

は南西モンスしーン，

-7',, / •• ぃ， ゴムなど

表4に，タイ::::」:;(tる

モンズーンで只こ

うた ヽ
）
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表 4 タイに る

次

農庁物 ％ ％ ％ 

米・米製晶 914 4 26.9 17,51 18.79 

食糧作物 1:;,434 I 52 86 528 3 48.44 

トウモロコ 6,078.2 16, 705.5 16"73 5,676.8 12 21 

マジグ 266.z n"·~'n 乙 う'"')"'7..『) 〇.70 521.3 1 12 

187 .4 0.50 227.5 0.07 424.6 0.9] 

143.6 0.39 120 4 。35 81.1 0.17 

粉 777,9 2 .ll 445.8 L31 778 0 I. 

ペレット 2,911 7.90 4,207.3 ↑ J_ウc, 6.666 9 

キャッサ｝ゞ計 3,836べ2 10.41 4,775.8 14,00 7 , 0 f' 

18 13 7 :f,3, 0 15.81 

り34 ；ぅ98 1.29 

ヒ マ 215.4 0 58 103.1 0.30 250.8 0 54 

ラッカ 、1 41.8 0.11 48.0 0.14 64,9 0 14 

95 0.2丘 60.8 o. 18 88 l 19 

繊維作物製品 1,253.1 3,40 979.7 2,87 I,025.4 2, ど〇

ケ フ 8,11 1 2ら28 640.6 1.88 576,5 1. 2,1 

ュート繊維 108 0 〇.29 53ら () 16 、21

果物・その他 451 4 1.22 492.7 i、44 823、8 l 77 

/くイナップル 28'.¥ 4 '¥1, ウI7ミ :16:J 5 1 ()7 62:l 9 1 34 

:),551.3 15.07 4,117.8 12 !J7 6,083.9 Ll.08 

家畜と Ul、8 (i,38 135 4 0 40 172.3 (!,37 

飼料 229.3 0.62 232.9 0.68 366.:i 0,79 

畜産製品 302.l 0、82 230.0 0.67 459,4 0.99 

水産物 1,243.1 3、;37 1,733、1 5 08 2,419.1 5 20 

繊維材料 648.6 1.?fi 675、2 L98 1,657.3 Li6 

林産物 l,223. 3.02 980,2 2.87 1.573,fi 3、38

全輸出額

ム， トウモロコシ， どである。とくにキャッサl

近 5 米とほ l, t、

ている主な ， トウモロコ/令 ケナフ，

はヤングビーン， Black beans, ラッカセイ勺

物，水産物などである。こ4いう 夕1における

てよい。

---10 --

'斤,, 
,ノ,, 

FJ、.,,,,, ％ 1978 ％ 

684 1 加 02

,456 4 40 21 

,281、3 8.0 

528.5 651.8 l 2 

530.2 L04 509,0 0.9丘

117 4 0 :23 108.5 。.77 

653.l 1.29 8 1.26 

13.68 9,206 3 17 2り

,720.2 15.20 290 9 19,29 

8 20:1.6 16.15 4,491 3 8.42 

942 8 1.86 855.8 1.60 

516,4 1 02 28Ll 0.53 

147 .1 0 29 192.4 ¥l.:36 

116.6 0, 23 204 ,J 0,38 

85] 1.68 

407.9 0.80 

146.1 0.29 

667. 3 I I 1 :n I ! s92. 4 ! u1  
739 1 1. 46 1 . 034. 6 I 1. 94 

2,527 6 

905. 4 I 1. 78 I l. 722. 9 1 3. 23 

に占める位置が，最

し

している農林水産

果物，ゴム，

ものと考え
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タイにおける キ ッサバがピであって， カン
，、,,,

吟
ノ 、しノ

れて＼、'る- ぎなし 'c

｀
 

1i 
カンショ

カンシ,'!は降雨の多い南部地方に12,OOOha. タイに6,

35, OOOha 

月で 9月~10月に

されている 5)。ha当たり lOt

圃期 は 4°~5 ヶ月である。

．
．
 ー

卜ご

J
r
/
 

Si-Saket 

Horticultural Experiment Stationにおいて
＇ 

る＂ 
ずてー、すべ

表 5

直

南

タイにおけるカンショの栽培

（タイ農業局園芸部資．い)
I i . I 

i栽培面積被害面積！収穫面積］生産鼠I . I . ← -----~-ゴ―--···一・-一・-・, I , 
収耐

., 
ra1, ra1 1 

I I '  
ra1: ha I t: 贔ha

•••一 I I 

タイ全国 I221,880 I 4,517 [ 217,:363['.H,778 323,546 i 9,306 
」し部 42,968 [ 1,864 ! -10, 206 I 6,433 I 56. 906 I 8. け44

」［東部 40.861 1 410 I 40.4り1I 6,」72I s』.WJ I好0も｝
I I I 

中央部 I 11,463 I 65 I 11,398 [ l, 824 ! 17,693 i 970 

東部 1 30.3331 5 1 30.328 r 4.8521 57.062: lL 76:3 

部 I 24,082 I 1, 738 t 22,344 I 3,575 i 36, 2『う!lい，144
I I I 

部[ 73,073 : 437 [ 72. 636 i 11,621 ! 103,442'. 8, 900 

1 raiは0.16ha(6.25で罰る）ぐ

Bangkok-Noi 

れ， 10品種が高収品種とし

の塊根収量で，

を と次の通りである。

1972年に

,, 
し—

malaが11.9t/ha 

None-Nakは茎と葉の収量は18.6t/ha

None-Nakは11.9じhaで，

も多収であった。

Guate-

良か？た。

を供試し，塊根と された。その結果両形質に ら Taiwan 

が最も塊根が多収で，次いで15.St/ha, 0-kud 13. 2t/ha, Guatemala 13. Ot/haであっだ。

はHan-・to-Khaow 88. 2t/ha ，次いで Guatemala85. 

10品種を供試して挿苗時期を異にして，毎月掘取りを

根収量に有意な差が認められ， Guatemala

品種の収集と増殖が行われ，蛋白質，糖，ビタミ

1979年には， 28品種の物理特性，化学組成，

っナ?，ヽ 0

プ

｝
ヽであっだ、、 1973--;;

と堀取 1)時期によっ

も多収であっだ。まだ， これとは別に

れだ。

大ぎさ，皮

肉質が調査された。肉色は白から ま

質含量がo.9~3.19%, 油含量が0.06--0.47%,

部の品種を除いて食用に耐えると られた。

.98~-22.04% 

=ーオしら (J_)グ｝札刊直力）ら， とし、一

る0 蛋［：そ］

と,
1
 

!
l
 
ヽ
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められたものは， P.M. 04-1, Rose Centenial・-6, P.M. 
,,、

t.uatemala " , 

抽出 ると

Hauyseethon, 04 

ふ
ノゞ l

あった。カンショフレークサ

としては

;,.- ! デ ・1+
-v 、い~,

2, Rose Centenlai・---2 

21Rose Centenial--5と36て

Rose C entenial. 

ると判断され tヽ0

2。 バレイショ

Jゞレイショは，タイ北部 ChiengRai , l ,OOOha されてし,'る 6)。

イにおけるバレイショ栽培の歴史は古い。 1955年にオラン

たが，病虫害に激しく侵されるようになり，現在では多収，

標準栽培品種となっている。植付は11月~12月．収穫は 3月~4月

-戸
ヽ

ヽ

し

は4~5ヶ月であ

る。平均収量は ha 当り 8~~lOt は低し凸

表6 タイにおけるパレイショの栽培 (FA0 

収穫面積(l.OOOha) i 生産量(1,OOOt) ! 収菫(kg/haJ

1961-65 1974 1975 1976 1961-65 1974 1975 197611961-65 1974 1975 1976 

-- 1 F 2 F 2 FI 3 10 F 10 F 10 FI 6,069 7, 143 6. 667 6,250 

バレインョの生産を制限する主要病虫害は，疫病と青枯病であり，他にウイルス，アフラムシ，

ネコブセンチュウ，ネキリムシなどが， ベレイショの生産と健全な種いも生産の制限要因となっ

ている。このため，農業局園芸部では北部タイにおけるケシの代替作物としての食用及び種子ハ

レイショの栽培技術改善に関する研究を DoiAngkhang Highland Station ,OOOm以上），

Fang Horticultural Experiment Station (標高550ml,Doi Moosur Horticultural Experiment 

Station (標高950m),Doi paluang Sub-Station (標高750m) との協力により進めている。その

概要を記すると次の通りである。

1976年から1978年迄に，オランダより 26品種，アメリカより 6品種，スコットランドより 6

種，オーストラリアより 5品種を導入し，北部タイの高地に適応する品種選抜試験を行った。 Doi

Angkhangの高地では，低標高地の冬作用種いもを供給することを目標に，雨季栽培 (4月~8

月）により，品種比較試験を行った。 1977年の結果では， Patronesが24.7t/haの最高

を示し，次いで Compagnon23. St/ha, Estima 23. 7t/ha, Cardinal 23. 4t/haな 標準品種

Spunta 11. St/haより多収を示した。 1978年の結果では， Nicola 17 .Ot/ha, Desiree 16. 9t/ha 

Draga 6. St/ha, Siro 16. 7t/haなどが多収を示した。 Spuntaの輸入第叶世代の種いもから，そ

れを栄養繁殖で世代を繰返した。第三世代までの種いもと用いて生産力を検定した結果応世代

間に僅かの差異しか認められず，地方においても健全株の塊茎を注意深く選択することにより，

健全な種いもを充分に生産し得ることが明らかとなった。

Fang, Doi Moosur及び DoiPaluangの各試験場で，導人品種の適応性を検定した結果，

1977~1978年の平均塊茎収量は， Cadinal35. 4t/ha, Siro 31. 6t/haで，標準品種 Spunta27. 7t/ 

- 12 --



ha J:: り を示し， こ認、図）ら 1しだ。 は Cardinal 35. 

Baraka 32、 Pentland Dell 29令 6、9t/ha;: り を示し，

iしだ。

｛ことっては， し.,ことが 1つ0)

ーし
ふ
r
吋

i

i

 

～

ヽ ）
 

豆‘"

~z、してし‘ふるが？ こ

となって(¥るか，

)もカオランダより

られて r,.,る。

タイ：こおける Iゞ レ(ショ v)

'), Kennebecを使し

にホテトチ 1つあ

して＼＼る，'

3. キャ ッ サ バ

1) タイにおけるキャッサノ

キャソサ Jゞ

ニオック，

-,.,、.,-／ン］， 日ヽ・・・・・ ロッパではタピオカと

ユカまたはマンジョカ，

フランス

びアフリカではキャッサベと の

にL
,, 大，スブ

的である。

原産地は熱帯アメリカて人古より食用

物のだめ，世界各地に移植竺

されていたが，熱帯圏ではげ常に生育しやすし

ンドうシア，ザイーピ，タイ，ナイジェリ

アの順に生産され， ぱ 1億24万t以上である 0

出し，

る

易量の80%以卜ご̀ ，

などに消費さ

り，その殆んど

を占めてし、lる（表no
タイにキャッサバが渡来したのは，

示どなかー）

出たとき， ＂アミ、 ） 

c.. rv 
l
/
j
 

ノ：＇タ，

は関しを

てキャッサバ栽培禁止

し，植付が普及しはじめ

表 7 世界におけるキャッサパ主要生産国の生産量と純輸出量 (FAO : 1980) 

塊根生産菫 (100万トン）

且］ 夕・,1 1969--71 1978 1979 1980 
平均

世界総訃 96 認3 118 122 

ブラジル 30 25 25 25 

夕 メI 
Jヽ~) 18 11 14 

インドネシア ll 13 14 ]3 

ザ イ ー ル 10 12 12 13 

ナイシ'，、r1)ア ， 11 11 11 

( ン ド 5 6 6 7 

2 3 3 3 

1,000トン）

1978 1979 
（予測） （概算）

8,580 11,264 16,892 13,773 

131 109 130 210 

7,522 10.fi41 16,007 12,080 
r/Jr;r J 476 450 850 

0

0
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，,、仁よ,, i 
) 

, ・/ ;. ..ャ. 
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し ある c
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る

¥ ¥ 
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ヽ
~

りキャッ寸,,、

山心地でjらった

斗

{

’~~t 
、9ノ
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>
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9 、デ‘、cc 、

-） 

,,,, キ
v_, 旦今，

こ

9
J
 

-9<-

、9
}
ノ
・

一
~. 

） て

の最も多し：原は Nakhon Ratchaslma ヽ9‘ 

ChonBuri 7.0 

Prachin Buri 

4.0カha

Khon Kaen 5.1万

，ピ
j

>\1aha S2.rakham 4.87 >j ha, 

9J万

u万 ha.

じdonThani 4.4万 Cha-

る。

表 8 タイにおける最近 5ヶ キャッサパの栽培面積，生産量，収量

l OOOha 

l、OOOt 6.240 (), 100 10,138 12,372 15,048 

1:3. 000 13,62:i 14.4ぷ8 12,888 14.900 

1, OOOha ↑ 1:クJ 21 17 30 20 

1, OOOt 221 330 272 446 ",J'Jv1J C-

応， 75 15,994 ,213 14,994 lG,556 

l, OOOha 190 254 339 貰（） 674 

1, OOOt 2, 3;35 3,479 4,8公2 6.738 9,572 

12,91:1 13,719 14. 238 11 , 631 14,206 

l,OOOha 260 :302 344 347 315 

l, OOOt 3,522 4,1.:33 5,044 5.075 5、128

13,531 13,675 14,650 14,631 16. 275 

1,000ha 15 18 ct " 

1, OOOt 159 158 113 ! 12 

1ha 1 (、1.375 8,769 
―---------し--·-—_____________ j__ -----」--―---

し~← 県は図 4にふ： ， ') ..,,_ , ,ヽ,). Maha Sarakham 18,7 

Khai 15.2 
＇ 

7.0 Roi Et 6。2 , Khon Kaen Kalasin ts , <,_ -

万における られ 。ha書だ i} を五てずと［又i5, ， りである。
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0 16,000ha 
魯 1,600ha 

図3 キャッサバの栽培面積（タイ国農業統計1978/79より作図）

. --15 -



0 ¥ 
Mae-hong-son 

，・・・・.. 
: .. ・、S、

： 
f hiengmaf_. ヽー・
. .-・ 〇
: Lamphun 

THAIL'¥ND 

1 Bangkok 

2 Pathum Tham 

3 Nonthaburi 

ij Nakhon Phatom 

5 Nonthaburi 

6 Samut-prakan 

7 Samut-sakhon 

8 Samut-songkhram 

9 Angthong 

10 Singbouri 

11 Chainat 

図4 タイのキャッサバ生産県における最近 5ヶ年間の栽培面積の変化

(1973/74/1978/79タイ国農業統計より計算）
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図5 キャッサバの ha当たり収量 (1978/79)(タイ国農業統計より作図）
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表3 最近 5ヶ年の大栽培県におけるキャッサバの rai当たり収量

（タイ国農業統計1978'79)

名 1974/75[ 19?5./76 ] 1976/77 i 19言 178i 1978/79 l l 

平均
'-

i kg / rai'kg/ha .. ・ヽ-・・・-----------.. --・・・・ 一......—·r--へ'、.....--~ ← ...... - '.......  i -...... ・—•一

Khai (I.992: 1.825 i 2,726 / 2,261 i 2,595 i 2.~80 i 14.249 

いlon'『hani i 2. 109 i 2. 766 I心，23'.:l I 2,602 1 2,'.148 I 2,612 ¥ 16,325 

応 lasin ¥ 2.42'.:i I 2,443 i 2,37>! 1, 984 I 2, 480 : 2, 341 i 1-1 . 634 

Kimm Kaen I 1.416 I 1,815 I 1,670 j 1.305 i 2.136 I 1.668 i 10,428 
Maha Sarakham f 1,929 I 1. 549 I 1,935 i I. 383 I 2,056 I 1,770 i 11,065 
Eoi Et ! 1, 734'2,276 I 1, 797 I 1,878 ! 2, 199 ! I. 977 (12,355 

Buri Ram i 1,939 2,42せ I2. 261 I 2. 651 l 2. 253• 2. zos i 13,799 

l, 721 2. 072 [ 2, 359 I 1, 900 i 2, 073 2. 025 I 12, 656 
'¥J .'I  
ょ akomRatchasima ! 1,984 2,083 i 2, 259 i I, 890 1 2,244 2. 092 i 13, 075 

1. 791 1. 923 I 2. 129 : 1. sgs I 2. 884 2. 124 I 13. 27s 
Prachin Buri I 2,088 2,185 i 1,944 I 1,215'2.049 1.896'11,851 

Chon Buri 1 1,954 1,780 I 2,022 j 2,169 i 2,310 2,047 112,794 

2,445 2,558 I 3,286 [ 2,488 I 2,902 ! 2, 786 1 17,099 

Chanthaoari i l.149. 1,202 r 2,128 I'.L418 I 3,090 i 2,197 I 13,734 

5 

Kalasin 

ると， Rayong17.lOt/ha 

Chantha Buri 13. 

も高く, Udon Thani 16.33t/haでこれに次ぎ，

県は KhonKaen 10A3t/ha, Maha 

Sarakham ll.07t/ha, Prachin Buri 11.85/ha, Roi Et 12.36t/haと続く， ChanthaBuri 

2ヶ

chasimaは13.

ぎ

ある。 え｝ Nakhon Rat-

られる。そ

る。 ha当たり収鼠の統計値は，後述する著者等の掘取調

ある。

IV キャッサバの研究組織

うち，カンショ，ノ:レイショは

し， l. キ戸ッサノ

4. キャッ

している，キャッサJゞは畑作

2囀キャッサバの栽培， 3ーキャッサバの間作

れてしヽ る。

1. 研究担当者

Mr、SophonSinthuprama 

育種 Mr. Cham Tiraporn (Huai Pong) 

Mr. Rangist Bundhukul 

Mr. Somsak Tongsri (Huai Pong) 

:Vlr. U-Thai Cenpakdee (Huai Pong) 

―-18 --



;¥,lr. 1Vattana Wattammon 

Mrベ

Mr. 

Ekmahachai 

Charnenrath 

:¥IL Anuchu 

Mr 

Mrs, 

Kaen) 

写真 1 Bangken農業局の畑作部

2 畑作試験場

キャッ圧ノゞ区） は Bangkhen の畑作物部の地下作物科の指導の下し~l?J)

いている叫 Bangkhenには圃場がなく圃場試験は行われていなし i。

1) Huai Perng 育種， 間作，

t) Khon Kaen 収穫後処理

3) Banmai 

4) ll ,.1, ong I ,, 

;r } ¥ I Pattaluni! ］｝ 

6) Mahasalakham i/ 

-/ ¥ J Roi Et 

呂'1 Kalasin ” 
9) Sakhon N akhon 

1()) Ubon Ratchathani !/ 

11) Loei !I 

12) Chiang Rai II ' 

--19~ 



3. 試験研究

Huai Pong 

。
る

~
ふ、ー 目0)l)ストを

Khon Kaen 

と そ
c
 

るぁで
ぃ
し
／

おいてキャッサバ(})

おいて

。
る、:bi 

て,'’A 
ア^村）

 
¥”4 

写真 2 Huai Pong畑作物試験場

写真 3 Huai Pong畑作物試験場のキャッサバ生育

表10 タイの農業省作物部地下作物科において行われている試験項目一覧表

1. Varietal Improvement ; 

1.1 Yield Improvement; 

1.1.1 Cassava Collection and E¥・aluation 

1.1. 2 First Cycle Selection from Opon Pollinated Clones 

l. l. 3 First Cycle Selection fron Hybrids. 

l. 1. 4 Second Cycle Selection from Open Pollinated Clones. 

1. 1. 5 Second Cycle Selection from Thai's Hybrids. 

--20 -



2. 

1.6 Second Selection from CIATs 

l. 1. 7 Preliminary Yield Trial of Open Pollinated Clone,;. 

1.1. 8 Preliminary Yield Trial for Early Harvesting CJ ones 

l. 1. 9 Preliminary Yield Trial of Early Harvesting Varieties 

L 1.10 Advanced Yield Trial of Hybrids andりpenPollinated Clones 

¥ First year) 

J .1. 11 Preliminary Yield Trial of Thai's _ 

l. l . .12 Advanced Yield丁rialof Local and Open Pollinated Clones. 

(Second year) 

l. L 13 Advanced Yield Trial of Edible Cassava Varieties (Second year)々

l. J .14 Regional Yield Trials. 

l. 1.15 Farmers'Field Yield Trial. 

l. 2 Quality Improvement; (For higt starch content. protein content and low HCN l. 

1.2. l First 

l. 3 Disease Resistance ; 

1. 3. 1 Resistance to Cassava Bacterial Blight (First 

1. 4 Salinity Soil Tolerance ; 

Selection l 

2.1 

2.2 

2 3 

2 .4 

2.5 

2.6 

9-, ウI 

2.8 

l. 4. 1 Second Selection. 

Agronomic Characteristic Study of the Rayong 1 Cassava. 

Methods of Cassava Planting. 

Studies on Yield of Grafted Cassava (M. esculenta + H. glaziovii). 
Cassava Rapid Propagation. 

Studies on Harvesting Times of Cassava Grown on Fertile Soil. 

Effects of Top Cutting on Cassava Yields. 

Effects of Delayed Harvesting after Stem Removal on Yield and Quality of Cassave. 

Effects of Spacingヽ andAges of Cassava Plant on Leaf and Root Yields. 

2. 9 Effects of Time of Stem Cutting and Root Harvesting on Seed Pieces Yield of Cassava 

3. Multiple Cropping ; 

3 .1 Methods of Intercropping (a) Peanut、

3. 2 Methods of Intercropping (b) Mungbean. 

3. 3 l¥Iethods of Intercropping (c) Soybean. 

3. 4 Methods and Times of Intercropping (a) Peanut. 

3. 5 Methods and Times of Intercropping (b) Mungbean. 

:3.6 Methoas and Times of Intercropping(c) 

3. 7 Long-Term Intercropping. 

3. 8 Spacing of Cassava Intercropping with Mungbean. 

3. 9 Spacing of Cassava Intercropping with Peanut. 

3 .10 Farmers'Field Trials on Intercropping of Cassava. 

3 .11 Regional Trials on Intercropping of Cassava. 

3 .12 Agronomic Trial on Intercropping Cassava with Legumes. 

4. Post Harvest ; 

4. l Strorage of Cassava Stalks. 

4. 2 Studies on Post Harvest of Cassava Roots. 

5. Other Root Crops; 

~21~ ― 



studies of Othel 
Tへゞヘ

ふ alし9

!l 
ヽ

)） Yambean 

Chestnut 

lべoot

さ Huai

1) 位置

ヤゾサ，｝、口0 いえti文戸しており，

i t 

(12 .8ha) 

•r ~/ 

f
 

2) 

＼］」って＼＼な＼ふ

は643rai(102. り

9
s
しぐさ

1月しこ25C

今 300mm

）
 

J~/ 

~
 

は4月に29℃ となる 0

ーこ
}

｝

 jヽ
汀
＞こ入

3ぁi〕

ぁる゜

しこ_;1『し¥の

き

に80rai

じ）ピークかあり, 5月に266mm, は241mm

/〉降雨かまる。

3) 

でぁる゜
Oj 

ふヽ、しぎ）

ヘ デ ｝
・''-' 'テ

‘’ 
ゞ、クラーにエろ れて i,Clるか， 左）

Podzolic Soilて, Huai Pong 

のように固く，

~，。場内に

る

あり，

,--亨こ
~.,_,、

1
J
 

ヽ
ー
~

ぎ＼
 

プ)，
 ス

ない。

4) 

U)). ち令 (10.6ha), 
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5) 

5. Khon Kaen 

l) 位

ッサ／

あって， Khon Kaen 

Khai 

）` 

？↑
3
 

＼
 

J
`
 てし

C)市の

，ゆるやか

ら3km位の所に Nong

のある丘の上にある。

.68haて＼ C、
る

写真4 Khon Kaen畑作物試験場

写真 5 Khon Kaen畑作物試験場のキャッサバの生育

2) 気象条件

月 平す：） 4月に最も高く， 37.9'Cに達

--23 ---



。3月36 月35.1

と1 jj 11 :1 り゜c~rn·i三

でざ I 
「句＼ は3りへ33℃ で尤る()

｝］は2:3℃~25'C であ~ そ＂

は 6月こ f〉,●］に大ぎ心：；］か:,b ,; , lli」名 12三L l月:J±:<降水王が記録さ ＼＼ご［し',,

1,466mmビHuai

‘、
ー
し矢｝

4

}

＇ 
.‘
 ,

R
 

•9 、
↓
[
）

表12

l , 2 i 3 i 1 
----i~--t 一一上----

31.5!32.3136.9!37_9 
: 1 

最低気晶し：]16.012:3 
花欠、 ' ' 呼，；J〈正mm

i
s
 

)
●
 

)

・

・

＇ 
9
,

＼
 

合 計

1,466.0 

3) 

は4.5-5.6で Red-Yellowlふ tosolに置し,, Yasothon こナ’せ で，

3 mを

してし)ると，,¥われる。

く見られた。

·~ おけるキャッサ、｝ は良く，

4) 土地利用

キャ、ッサバの試騒研究が中心であるが，繊維作物のケナ 7, ワタ各ジュート， ダイ

，ラッウセイ，マングビーン，ヒマ，

ている c

トウモ巳」シ， ソルガムな

5) 研究人員

9名研究補助者11名

2名圃場作業員40名

V キャッサバの品種

l. 主要栽培品種

タイ；こおける ＼ので， 分化はな I,)。

ると，

されている。チッ

にするものがある タイの研

は

マレイシア

るからこ＼品種は全く国］こものだとのことである。この品種は苦味種で，

して入□たものとされている。この他に， Hanatee(5分間という意味） 0)甘味種

--24 -← 



さ訊·~-し＼る は少なし)土う な）。

種改

、タイ、：こ~ ぉ：｝るギャソザノゞ以） は Huai i:: Khon Kaen ,~ ょ,,
1、-、"''

,, 

,}ふ

●
、
~

¥
l
 

iF}~ 

，こ

る

Huai 

じ-thai

下作物科の指導のもとこいわれてい "cJ., 

る。しかし， Huai

キャッサ Mr. Cham Tiraporn, Mr々Somsak

｝、ふ~ ヽh i -c-
id・、iヽ V 、し}

Mr. 

によって行われてし＼る。

おいてキャッサバ育種に 1 さわってぎてpる。

写真 6 タイのキャッサバ品種（在来種）

写真 7 タイのキャッサバ改良品種 (CM305-13)
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1) 目標

(1) 多収性

この

(2) 高品質

りの

(3) 良い草型

し，塊根数の多¥i 

(4) 早期肥大性

性の良し)もの し

れてし;るRayonglとし＼ (18. 7;:it/ha)である

を日標にしている。

.5%でん扮歩留り 19.1%であるので，これよりさらに

しんものが求めら九ている。

められている。また，塊根が水平

まれてし＼る。

されている。さらに肥大

められてい

る。、9:(})ような

なり，他の作物と

ノヽ レ｝

ふゲ｝

(5) 耐病虫害抵抗性 タイ国におげる

terial blightとCercosporaleaf spot 

しかし，積極的な育種は行っていないようである。

である。

2) 遺伝子源の導入

現在品種保存栽培で維持されている品種，系統は Virgin

シアから導入された 5

る。

3) 育種の実際

最初にタイ

コロンビアの CIATから

と評価と

る

i t 」、 •r
'.J、な）。

ないとし)われてし Iるが， Cassavabac-

、
I
)

オ矢
l

，!ヽヘ ,, 
u'ピ）

れた，そのI十いら蝕も

えられてし jる。

する夕,-- る

2-jした21品種，インドネ

どであ

ヱ— i ---rd-l 
ヽしヽ！ム＼ され

~- 26 -



ているものが

l 

CIATにおい

レJ11 
けられ秀

,~,. 
ぃ一今•')

--; 茫

ヽ

ある。 Mr.Cham 

っだ翌'¥

さ［しマ、し 戸—l, .. , 
,., 

った。また CIATの Dr.Kawano 

Col. M Ven M Ven CM523--7を

をもたらした。また，

によって作られている。

Sinthupramaによって1975の 2月800棗加の CIAT

タイの

のとおり

り

だ

て）

に示した育種試験をへて，多く

る。 CM407-7

されている。それミり〗 9

i

 

しヽ

ー
，
 

），ヽ高レ｝ りf

}

 

4,’ レ，｝り
ハ ー 象

＾

~/\ 
si汐

｝

｝

 

9

し

表13 地下作物科におけるキャッサバ育種規模

i)調酋：｝
~ ~ ~ 

試験 項目

導入

交配 i
［交雑種子数

＼ 

（ 

1年目選抜！
＼交雑授粉

s 古け｛平坪列恐
i 

2年目選抜＼I 

l 

生産力検定予備試験

生産力検定試験！
r l年目

し2年目

地域適応性検定試験

農家圃場現地試験

I個体又は
1 系統数

' 197 

5,746 粒

6,565 /1 

4,825 個体，

3,909 JI 

150 

287 

36 

89 

24 

12 系統

111系統，
I 

31系統
！ 

備 芸マ

: 1 mXO.Sm 

ヽ、.'
八lm

（以下同じ）

l区40個体， 2反復， 3場所-

1区40個体， 4反復， 2場所

JI JJ 3場所

1区40個体， 4反復， 12地域

13地域

表14 タイにおけるキャッサパ主要栽培品種と育成系統の特性

(Huai Pong畑作物試験場にわける間取り調査）

(1) 

品 種名 来 歴

1. Rayong I 

2. HP I 

3. HANATEE 

4. CM407--7 

5. CM305-13 

6. CM305--21 

Selected Cloane from Local Lines 

Selected Clone from Local Lines 

Local Variety (Sweet type) 

M. Mex. 55 X M. Ven. 307 

M. Col. 113 X M. Col. 22 f Cil¥.T 
M. Col 13:3 X M. Col. 22 
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(2) 形 質

紐名 ! or ！, 丈L f. ー凸 ！， 落__; 戸叉 ュ士之， ,・,↓ぐ、9 分枝性 +芦▲、 荘こヤi!竺 幼葉色 葉 桐 色
fノl 

数

m 

l Raymg I Bitter i Green 3.00 2. り・・・・・30no E1でct Redish 召—~g
Green 

'.'.HP I Bitter Green V '<・'!') -~ 2.5-<l.O no Erect do 5-9 

3 HANATEE Sweet Brown 3 2.0--2 8 no -ヒ-rect 3 -~7 
! CM407-7 Bitter Yellow l. 77 2.5-3 0 yes Branch Green Green 3・・・・・・7 

5 CI¥1305~-13 Bitter Green l 80 2.0--2 5 yes Branch Green Green 3 ダI町

6 CI¥1305 21 Sweet Green 1 85 2.5--2 8 yes Branch Green Green 3 2 

期＼＼ 
ょ

嘉
成

＇ 

{l 
ia ーrl 

~,t i‘ l.l 
{l.P -e 

}c 

一ー1ー；9~色x‘,e 
Jt r もio~ふ―cし1「JI,1i.；

―色

皮「9.

皮
ミ骨社j‘?'

ゴi~ ～） ！〉出↑[） 
もj

＼ 

ーJ

， 

r/,’ 

斤
の

'～1 

＂ミ
ダぷ

姑
~:‘‘ 

乞

種

r,n L9.~ 

1 Raymg l Smooth white 12l¥1onths 

2 HP I do white 121¥lonths 

Rough Brown l2Months 

LClV!407--7 Smooth 12Months 

国 ］ 種 名 掘取け
1 k~- n ノ

数

l Rayong I Medium 6、4

2 HP I do do 6 4 

3 HANATEE do do 13.0 

4 C¥1407,-7 difficult long 13.2 

丘CM305-13 Medmm Medium 8 0 

6, C'.\!305~~21 do do 11.6 

品種名

l. Rayaig I 

2. HP I 32 19~·38 0,51 31.6 19.8 3.12 

3.HANATEE 25 10-~30 0.57 41.2 23 G 2.83 good 

4 CM407・-7 40 25~45 0.58 36.5 26.。
5. CH305--13 57 30,~60 0.68 31.5 15.75 

6 19 2 

にMr.Cham Tirapornによって， 1977年 5月， CIATから約4,000の種子が持ち帰られた。

single row-trialによって600個体が選抜され，さらに勺

現在生産力が検討中である。

によって17系統が選抜さ

さらに， Mr.Somasak Tongsiによって， され

- 28 -
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，
 

に

"i
ァ
｝

キ
ーj

ら
- 中から選抜された系統が43, ）

 

A
~レ
l

され

けられている。 Mr.Chorn Tirapornによって CIAT

から名<0) されたが，これとタイの在来種との間の交配が多く いる。

表15 Khon Kaen畑作物試験場におけるキャッサバの生産力検定試験供試系統名とその来歴

（聞取り調査）

早期肥大性系統

統 名 来 歴

CIAT 

II 

Rayong 
Jj 

CIAT 

Rayong 1 Rayong 

CM305-13 CIAT 

CM407-30 JI 

CR14X46 Rayong 

CRI7-82 ｝！ 

CM378-1 CIAT 

CM375-19 JI 

CM305-21 Ii 

CR17-59 Rayong 

SR18-1207 JI 

｝｝ SR1207 II 

I I i Rayong 
Huai Pong 1 ｝｝ 

CIAT CR14-30 JI 

Rayong CR18-127 II 

CIAT CM367-29 CIAT 

CIAT CM376-37 JI 

22 (TEWEIXRayong)-21 Rayong 

写真 9 Cassave Bacterial Blight 
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写真10 キャッサバの葉に対するダニの被害

入— il

さiしてし＼る。

Khon Kaen 

写真11 Cercospora leaf spot 

知高いで

主とし"、:Huai 

30 

された

ることが期待

られ



られている。また，タイの在来種間の交配組合せからの系統の選抜が開始され

ている。表15は生産力検定試験供試系統名とその来歴とを示す。約半分の系統が Huai

物試験場で作られ，残りが CIATからの種子からの系統で，ー系統は KhanKaenで交配された

らの系統である。

KhanKaenでは昨年の選抜試験の植付時期 (6月ー 7月）に降雨が少なかったため，多く

統が萌芽せず，枯死株率が100%に近い系統が多く認めら

321-170 X MMexl 7)が完全に近い萌芽を示していた。

VI キャッサバの栽培

し作 季

しかしその中で29-77-5 

キャッサバの植付けは雨季になる 4月， 5月， 6月 も良いと農業省によって推奨されてい

る，試験例を表16に示す。現実にどのように植付けられているかの資料はないが，地下作物科の

資料には 5月18%, 4月15%, 6月14.6%, となっている。しかしチップ工場，でん粉工場での

聞き取り，栽培農家での栽培の現状の観察からすると，東南部地方では，雨季の終り 10月末から

11月の植付けが最も多く， 60~70%の植付けがこの時期ではないかと推定できる。残りは雨季の

初期， 3月~4月の植付けと考えられる。東北地方においては，雨季の終りは，稲刈り作業と重

なるため， 3月ー 4月の植付けの比率が高い。

キャッサバ栽培で最も労力を必要とする作業は除草作業で， 4月ー 6月の雨季の植付けは雑草

との競合となり，非常に多くの除草労力を必要とするので，多収になったとしても，農家からは

嫌われているものと思う。栽培期間はほぼ一ヶ年であり．良質のチップは乾季に生産されること

を考えても，雨季の初期に植付け，雨季の間に収穫する推奨技術には無理があるのではないかと

考えられる。

表16 キャッサバの植付時期と収量との関係

植付
塊根 でん粉 Iチップ・

時期
収量

t/ha 

5月 8.00 14.00 

6月 8.13 14.56 

7月 7.44 12.94 

8月 6.00 10.69 

9月 5.31 9.63 

10月 4.81 8.13 

（注） Huai Pong Field Crop Experi-
ment station 3ヶ年平均
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写真13 キャッサバの挿穂を取るために残されたキャッサ

バの茎

2. 挿穂の準備

前作のキャッサバ しだ畑の中や周囲には後作J)挿穂用 られ られたり，横

にして積み重ねられている。 おし,;たり，

月~12ヶ月

ど

い充実したものが良いとされている。

うこともある。挿穂に用いる茎は， 10ヶ

は大型のナイフで木の台の上で切断され

る。木化の進んでいる基部と末熟な上部を除いて 5~6 節で長さ 10~2ocm 位に切断される。 1 本

ら6~10本の挿穂が採られる。挿穂のための茎は 1ヶ月''-'2ヶ月間貯蔵されることもある

が，貯蔵日数が多いと萌芽が悪くなる。切断は植付ける日に行われ，切断された挿穂は直ちに植

付けられる。

3. 圃場の準備

農家 1戸当たりのキャッサバ栽培の規模を示すと表17の如くで， 0.96ha~3. 35haを栽培してい

る農家の比率は約50%で，

が18.33%あり，

力と人力を中心

から挿穂が植付けられる。

ては少ないと思う。

タイにおいては，キャッサバは平畦で栽培されている。一般に，土壌条件，雨量＂雑草，習慣

などの条件によって，平畦にするか，畦立栽培にするかが決る。し雨量の多い年や，雑草の多い所弓

雨水が停滞する所などでは畦立栽培が行われる。畦立栽培にすると収穫作業が容易である。畦立

に高い。しかし， 5.7ha以上栽培している農家

る3 小規模の農家では

って 1度または 2度耕起され，続いて砕土されて

トラクターによる賃耕がかなり普及してきているが，面積とし

は畜力によって行われる。
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表17 タイの農家 1戸当たりキャッ廿ハ栽培の規模（文献18より引

L-..,...-・ 
閏名. I 以下o96 ! o.96・3 35 I 

・一``―e辛゚ b)I農家数 1上し辛%')-こ........、. i 

CK i : 11:i i 19 .05 

RY. i 
i'T 

l¥M. i 
PB '  

ChT 

RB. 

PhB 

PJ. 
介；r

農 家 ,<、
Vノ t 見 模 (hai 

r

0

6

3

1

4

3

 

!
i
 

7 .14 

27.27 

20.69 

10.34 

6.52 

10 .00 

17.39 
！ 

13 .s3 I 
！ 

4

9

6

0

4

9

9

6

9

6

 

4

1

1

2

2

5

 

ー

52.39 

36.00 

42.88 

45.45 

48.28 

50.00 

63.05 

60.00 

39.14 

50.16 

33637ー

34 i 10.93 I 311 i 100 

3

4

4

4

3

9

1

1

6

 

l

l

 

15.47 

16.00 

28、56

18.18 

10.35 

15.51 

23.91 

10 00 

26 09 

7.68 

4
4
8
ー

1
3
3
5

]

3

 

ぅ｝ J
 

i
、

i
 3

i
r
 

“
.
 

A咋

[
i

40 (Sources : Division of Agricultural Economic_) 
* CB : Chonburi.RY : Rayong, PB : Prachinburi. ChT : Chantaburi. RB : Ratchaburi, PhB : Phet-

chburi, f也は不明

4. 植付け方法

1) 方

タイ

直植え，

れる。

まf こ

広
心ヽ 0

えが水平植え

えや斜植え

¥ lとされて¥;1る。

キ＇： 

る

え

な/
¥
 

な いわれている。挿穂の仕方

るという，9

えで 3·~·5 cm, 

し

え

f

}

 

‘
~
~
 きとる'ヽIv 

f

,

｝

 

9

9

9

 

である。

さ5, 10, Eicm植付(t いとのことであ

ーロ
写真14 キャッサバの茎を挿穂に切断する
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2) 栽植密度

奨励技術は100X 

れ/

写真15 切断されたキャッサパの挿穂を植付ける

煩斜畑ややせている

バた。畦巾が70~100cm,

80X 100cmである。観察した所もほぼこ

X100cm る。

験の結果で60X60cm(4. 2800/ha) と120x 120cm (l.111/rai 7000/ha) との間

に と栽植密度との 関係 この試験でみると，

にかかわら

無施肥のときは100X50cmが最も

，施肥したときは100x 75cm, 100 x 50cmが多収で，

る。

V ha 

:::I / --

：： r~ ロ
I 

1 L_____________ _~-'---
800 I. GOO 
500 l, 000 

(lX2rn) (lXJm 

栽

~. ]33 
I, 333 

(] X 0.7c,m) 

密度

3,200本，・rar
2, 000本/lOa
(1X0.50m) 

図6 施肥量と栽植密度との関係（聞取り調査，試験年次不祥）
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2) 
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ぐ
や
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し\,'る~ し)c " 

これら

えられる。

号‘、ふ＂

な
~
f
、
\
、

写真16 椰子の木の間のキャッサパ栽培

写裏17 Huai Kon地区のキャッサパ栽培地
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3) 摘

、『：こは 2ヶ月に

，
 

9ゞ
fふ“

プ。
之
~
ど

ょるあ

とするのだろりが，イントネシアでは野菜とし

ことが主る

'+-'・Iゞi、, 4し，ょ，

6. 収

キャッサ，J

とこる1
L
 

A444 

ど、ご

る

る。間ぎ取りの

し，ゆでて

かった

す

オ）なし よし 4とし?ー）ここであ

しiので， ,9¥ 

亘叩
1
,
r
 

）ヽ
~
~
ヽト

{

ら12ヶ月

1-
い―

穫

ヶ月から 14ヶ月と してしヽ なし は12ヶ月

し¥iえ となるが ，次期の作付けの関係か

り t,) 0 

表18 キャッサバの生育月数と収量との関係

生育 i，I 塊根 澱粉 チ、ップ

月数 牧量
ha 

8 44 

10 31 

14 .06 

16 .00 

18 .44 

（注） 品種： Rayong I 
（出典： Field Crop Division) 

くて掘取りが困難であるといわれているか，訪問期間にも掘取直後のキャッサ

ノ‘ぐ したトラックを多く いるので，かなりの掘取りが行われていると推定できる。チッ

プ工場主とでん粉工場主 トラックを していて，自分の工場が操業するの し¥よ

うに，農家に掘取りを行わせているようであった。

でん粉工場は雨季には操業しないとのことであるし，チップ工場は生産を半減するとのことで

あるので，乾季が掘取りの最盛期であることは確かである。掘取りは工場が青田買いをして，エ

場の必要な時に掘取らせたり，農家が現金収入のほしい時に掘取って買ったりする。さら

価格によって掘取りが左右される。訪問時はペレット価格が低迷していた時であったので，ペレッ

ト工場の買付が少なく，掘取りがあまり見られなかった。しかし，見学したペレット

では，価格の低迷期に多鼠のチップを買入れて貯蔵するための巨大な倉庫を建築中であった。
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ャッサバに対する施肥

タイにおけるキャッサ▽ 栽ゞ培0)最大j)間題言令屑せだ五少壌］こてい連fんし:.tる也力0)

る施肥の間題である。こり〉間題については，タイ

こ
。

る
‘~i 

i
 て は Mcchote とMr.Kunchit Kurmarohite Iこょ三）

Fertility and Fertilization" という

肥の問題を取りまとめる 3

1. キャッサバ栽培地の土壌

タイのキャッサバは，

はけの良し

を ， そ めることし'.) を

Podzolic soil J:: Red-Yellow Podvilic soil : こ／直する水

れた。また，キャッサバはぎ Red Brown 

し

Red Yell ow Latasol, Non Calcic Brown Soilでも

りである。

1970年以前には，キャッサバは Chonburi県こ， Rayong県 (HuaiPong試検場がこここある）

の Podzolicsoilで栽培されてし＼た。この土壌はテラス様じ）古し i海成沖積しである。これは砕げ易

い砂壌土で根の伸長に好まし＼＼。こ u）地方には， Pattaya,Sattahip, H uai 

統が認められる。 Pattaya統は，しまりのない砂十ニニ微砂と粕土が混じ）ていて，極端に水ぱけ

が良く，植物に必要な栄養分が極く少ししか残ってし心ない。 Sattahip統は， t' 

あるいは埴壌土で，乾季に

の統より水分保持力が良く，

Sattahip統に比較して， この統の表層には吟

しきってしまう c Huai 

かなり

な植物の栄養分が含まれている。

は'~~-つ

1970年から，キャッ 急速にタイ東北部に移ったC キャッサJ

地方の土壌は，淡水性の古い沖積性推積物から成り， Chi河と Munm

されてc; るこの

さ

写真18 キャッサバ畑の雨による侵蝕
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キ より引用）
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ヰ
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Regosols 
·• 
伯｝

Dominant 
Clay 

Minerals 

古沖積

Gray Podzdic 
Red Yellow 
Podzolic 

低又は中位

0)テラス
占沖積
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l{aolinitic 
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高位テラス

丘陵又は

，高地

~、--- • i -
Non-Calcic , 

｝ 

Brown 
I沖

占沖積

very sandy 

•''l 
::,011 

Reactien ー
2
L
1
 

と

機 質

や 酸 性
極低位

I % 

Kaolinitic 

sandy 
~sandy 

loam ， 
—~— -t---· 

sandy 
loam 

酸

Red Brown 
Earths 

ColluYium 

酸

性
低位

(l~2 %) 

』

7

"
叶

irも

低位

(1 ~2 %) 

ll!ite 8 
Hailoysite 

day loam 
silty clay 

ゃ

中
翠3ふ、, ¥ 

や 性
性
性、9

ノ

ー

ヵ¥＇ゾ、I

酸
中位

(2 ,, 4 %) 

積 新沖積
?vlixed 
1'1 

clay loam 
やや酸性

iややアルカリ性
l 

中位

(2-~4 %) 

表20 タイの土壌群の主な物理性と化学性（平均値）

（小）Ii和夫：タイ国畑上壌の生産力より引用）

大i滉襄群
A: 表層

B: 下層
PH 

(H心）

オン置換

Regosols 

Noncalcic 
Brown Soils 

Red Brown 
Earths 

Gray Podzolic 
Soils 

Red Yellow 
Podzolic Soils 

Red Yellow 
Latosols 

A
B
A
B
A
B
A
B
A
B
A
B
 

5555g40
団

2
1
4
2
3
8
5
7
3
4
4
7
3
2
4
1

•••••••• 

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 

17.6 
18.9 

15.0 
8.2 

12.9 
11. 0 

17.8 
11.1 

15.8 
10. 5 

15.6 
12.8 

35. 1 
33.0 

40.0 
34.9 

51.3 
39.9 

39.5 
33.8 

40.2 
38.3 

43.6 
40.4 

2

1

4

 

C

-
4
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2
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47.7 

0

2

4

 

．

．
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5

9

9

 

5

3

6

 

2

1

4

3

3

2

3

2

4

3

7

5

 

Y
 

.

.

 

，
 

•••••• 

,． 

6
6
6
6
6
6
5
5
5
5
5
3
5
 

0.359 
0.265 

o. 971 
0. 772 

1.30 
0.98 

0. 74 
〇.46

1.60 
0.86 

0.80 
0.44 

0.020 
0.014 

0.065 
0.044 

0.105 
0.088 

0.048 
0.029 

0.099 
0.059 

0.065 
0.038 

1.05 
0.72 

8.79 
9.49 

16 89 
17.34 

2.35 
3.14 

6.75 
6.18 

2.80 
1. 77 

* pFL5相当

＊＊表層を含む深さ 50cm当たり mm (pF3.0-l.5) 

原のテラスの上にある。最も重要な統は Korat統と Warin統で，この地方の西部に分布し， Gray

PodzolicとRedYellow Podzolic Soilからなっている。 この二つの土壌は， キャッサバ栽培に適

し

し

である。この土壌の性質は Sattahip統と全く同じであるが，作物に対する生産力は少

い0 Red Yellow LatasolのYasothon統はキャッサバの生産に適している。 しかし， Korat

統と Warin統よりは面積が少ない。 Red-BrownEarth, Regosol, Non-Calcic Brown Soilは，

タイの他の地方より多くこの地方で見い出されるが， キャッサ とっては重要でない。
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2. 初期の施肥試験（

キャッサJ

しかし，

ov 

キ
5

ごキー

~.| 

r
し

、4
4

そこで

を上げるために，施肥J)効果をためす

｝

｝

 r
 

なし八こ(!)

かった,NPK

タイ

の施肥 ) -r し、，

＜
 ゜

?

｝

 

ふ

fe
e
9

し
ふ£ヤ

Chon Buri県や

lょ 10~-20%

まった。 1960年に， N,P20s, 

が作られた。収量の増加が示されたこと

をha当たりをそれぞれ50,50, 25kg施肥する展示圃

ったが，施肥をした農家

収量の増加はしばしば有意でなく，多くの地区の結果は全く失望させら

けなかった。

窒素と燐酸はある

し、オふノ しかし，一般 は効果がなかった。 haあたり 30tの収量に達し

ている農家は，明瞭な施肥の効果を見ることができなかった。

3 第 2期の施肥試験 (1967-1972)

この期間，施肥の研究の大部分は，タイ政府と UNDPの協力による FAOとの共同で行われた。

る施肥技術を確立する平均的反応を得る為に， NPKの種々の組合せで， 11,12, 15plotの

デザイン タイ東南地方の121地区が施肥試験の湯所として選ばれた。三つの重要な

壌統， Sattahip,Huai Pong, Pattaya統がカバーさ 大部分の地区で，キャッサバは窒素

に対して反応し
，
 

}

｝

 ＇ 
ノ
＼ーこ .5kg/ha して反応が大きかった。燐酸と加里に対する反

応は小さく， Sattahip統で反応があった。三つの土壌統での最もしばしば起つた窒素の反応は研

究の初期の結果を確かなものにした。すなわち，窒素はキャッサバ生産に対して，殆んどの上壌

で第一の限定要因である。このことは，作物の生産に対する窒素の重要な役割をはっきり示した。

表21に反応の頻度を取りまとめて示した。研究の結果から，奨励技術としての施肥量の範囲が提

案された。

N 40-96kg/ha 

P 20s 13-SOkg/ha 

K20 21-46kg/ha 

実際の量は上壌の肥沃度と収量と肥料代の比率とを して決定すべきである。

表21 1968年~1970年の間 3つの土壌統で NPKを施肥した
ときの収量の反応（文献16より引用）

I I 
施肥による反応の確率＊

上壌統 試験地数
p z

 
p
 

k
 

Huai Pong統 14 + 

口 - 39 --

+i 



4. 第 3期の施肥試験 (1972~現在）

タイ東北地方の三つの土壌統で多くの施肥試験が行わ Korat統と Yasothon統での施肥

る収量反応は27~28%とほぼ同し った。それに対し Warin統での施肥 る収量

はずっと

施肥に対する

ししか起こらなかった。

の

キャッサバ生産に対する

きさは土壌の肥沃度を

る土壌統の肥沃度を

める として うことができる。

高いことが明らかで， Pattaya統が最も低い生産力

。Warin統は本来の肥沃度が相対的に最も

Korat統と Yasothonと思われてき

統は過去20-30年間適切な施肥なし

のあることが証明された。

表22

晶りキャッサバと栽培した Sattahip統より

施肥に対する塊根収量の反応の大きさで示された重要

な土壌統の肥沃度の水準（文献16より引用）

土壌統 反復数 期 間
反

応％
順位

Warin統

Huai Pong 

統

Karat統

Yasothon統

Sattahip統

Pattaya統

5. 

6

4

4

4

2

5

 

1

8

2

 

1976-77 

1968-70 

1976--77 

1976-77 

1968-70 

1968--70 

12 

16 

27 

28 

41 

52 

l

2

 

3

4

5

6

 

肥沃度と収量の減少

1955年から1971年の異なる地方の異なる土壌での施肥の試験の結果を取りまとめると，標準区

の収量がだんだんと減少したことが明らかになった。

い生産力

その原因はキャッサバの連作によって，土

壌中の栄養分の一定の移動によって，栄養分の貯蔵が消耗したためである。 1955年に30t/haで

あった平均収量が， 1971年には， 17t/haに減少した。肥沃度と収量の減少は，

Korat統でも同様の現象が見られた。図 7にその様子を示す。

Huai Pong統と

,•ha 

／ロ・ミg >< K,,a, 

~-----二：二□＼
＼・

'""・ 
n

3

l

f

 

2

l

 

塊

根

収

量

こーs
 

『ヽ
3

li 
。

上。
ー

l浜

次

1955年から1971年の間の土壌の肥沃度の減少を示す。

圃場実験の無施肥区におけるキャッサバの収量（文献16より引用）

lり67 '"' 

図 7
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6. 窒素と燐酸の比率

における施肥の試験で， は窒素施肥

の出る機会は， に対して出るよりも必らず多かっ

る反応が出た。窒素に対する反応

施肥試験の大部分で，加里は収量増加

の大きさが有意になることは稀れであった。このことは興味がある。例外は Sattahip統での限ら

れた場合だけだった。その時は20"-30%の増加だった。これによって，キャッサバ生産に対する

加里の役割を強調することは，現時点ではできない。

窒素と燐酸の収量に対する についての実験は1977年に 4つの土壌で再び行われた。その結

果は，標準を越えたパーセントで示されたが，キャッサバは燐酸より窒素によって，大きく反応

した。窒素と燐酸の両方の効果は Sattahip,Huai Pong, Yasothon統で有意であったが， Korat

統ては窒素の効果だけが有意であった。 Korat統では窒素を150kg/ha施すと43t/haの塊根を生

することができた。これに対して，窒素を施用しないときは29t/haであった。一般に，窒素

100~150kg/ha, 燐酸50-100kg/haは殆んどの土壌で作物の要求を満足させるようである。

1 枯渇土壌での多施肥の実験

キャッサバは，タイの東南地方の Sattahipsoilで最初に栽培された。これら土壌のあるものは

施肥なしで25年間以上連続してキャッサバを栽培した。最初のうちは35t/ha以上の収量が記録さ

れだが，現在，収量は16-17t/haに落ち，これら枯渇上壌に育ったキャッサバは栽培者に十分な
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図8 枯渇土壌 Sattahip統土壌に N.P.K.を多施して 3年間連続キャッサバを栽培した時の

塊根収量及び栄養生長量（茎の収量で示す）の反応（文献16より引用）
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収入を得させることが くなった。 ないよう いレベルの施肥

える研究が始めら N, P20s, K心を15: 15 : した肥料を最高5t/ha施

る試験であった。結果は予想外に有望なものだった。 N, P20s, 氏0をそれぞれ37.5kg/ha 

施用した区 (2ふt/ha施用区）は無施用の 2倍の収鼠があり， 4lt/haを記録した。塊根の反応曲

線は二次曲線て，地上部の反応曲線は指数曲線であった（図 8)。第 1作の施肥の残効は第 2,

3作でも認められたが，効果は小さかった。第 1作の分の窒素の多量施用は，土壌に大きな残留

分を残こし，これは続く第 2作と第 3作で収量と生育の有意な反応を作り出した（表23)。窒素の

多くは葉に吸収され，落葉によって再利用される。落葉は土壌の窒素の貯蔵を維持するのを助け

た。これは次の作期の生育と に役立った。落葉による栄養分の再利用は加里に対しては同じ

大きさ

らである。

るが，燐酸に対しては少ない。何故なら，燐酸は葉に しか吸収されないか

枯渇土壌に多量の施肥をしたときのキャッサバ生育・収量

ヘ長期間の影響（文献16より引用）

処理 I 塊根収量 (t/ha) 茎葉収量 (t/ha)'三3319.735b .2..8.19. .76 3bb ' I l 1977 I 1975 ;.3d b ,p I I 111 519 97. 6 1977 -N I I I 20.9b I ! 11.2 、a 9、5ab
-P 19. 4 b 17. 8 . 6a 8. 6b 

-K 35.7ab 27.8b 22.0ab 22. .4a 10.0ab 

Complete 40. 6 a 37. 5 a 25. 6 a 26. 9 8 b 13. 9 a 

（注）N, p立， K,Oは375kg/ha,1975年にのみ施肥

8. 第 2次要素と微量要素の影響

1976年 Sattahip統土壌で，適量の Ca, Mg, S, FeとMn,Zn, Cu, B, MoをNPKの通常

の量に追加して使った実験で，第 2次要素はキャッサバの収穫時に秤った茎重と塊根乾物中ので

ん粉含量を増加させたが，塊根の収量の増加は有意でなかった（表24)。

表24 キャッサバの塊根収量とでん粉含量に及ぽす第 2次要素の

影響 (1976年Sattahip統土壌で）（文献16より引用）

処 理
収量(t/ha)

塊根 1 茎葉

％ 塊根中の＊

でん粉含量

NPK 1 29.9 I 18.6a 

NPK+Ca+Mg+S I 30.6 I 22.Sb I~~::: 
＊乾物中の％

PeとMn,ZnとCn,BとMoなどの異なった組合せの微量妥素の施肥は，でん粉含量を増加

させたが，地上部生育と塊根収量は増加させなかった。また,BとMoは塊根の収量をおさえた。
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表25 キャッサバの塊根収量と

響 より引用）

几）hメ 理

NPK 

NPK+Feぶfn

NPK T Zn+Cu 

NPK十凡Mo

！ 収菫〈いha)

：塊根： 茎葉
: i 

！ 28.3a 
I 

: I 
I 28.7a I 

! 2s.1a I 

I 22.7b I 
＇ 

30疇7

30.'.'l 

28.9 

28. 

70Ab 

75.la 

75.4a 

74ら2a

＊乾物中％

9. 施肥位置

る異なっ

植付後60日株元から20cm

（表26)。

,~ ）
し

はどこでも良く，

について研究する

植付後60日に50cm離し

良し 良いだろ°!。

表26 キャッサバに対する施肥位置と塊根牧量との関係(t/ha)

（文献16より引用）

施 田
]

n
l
j
 

法

全面撤布

植溝20cm横施肥

植溝50cm横施肥

22.6 

24.8 

24。4

25争゚

09•96 
3
1
3
2
訊

29

一

o
o
m
0
8
1
1
 

ー

1

1

1

%
-

此率

％ 

100 

106 

94 

9(j 

L.S.D .. 05 

C.V. (%) 

N.S. 

9.0 

N.S. 

15.3 

NPK: 50-50-50kg/haと100--100ー lOOkglha施肥処理ヽ）平均 (1975)

10. キャッサバによる養分の収奪

キャッサバは土地の肥沃さ

実験のあるものは， これに対して，強い反対

る怪物作物であるとし

した。 1975年から 1977年の

された。しかし，

，
 

土
よ＇， 

無施肥で 3年連続作付けされたキャッサバによって持出された P, K 

6. 9, 89kg/haであるの

60, 250kg/haであった

I -r 
V'-• に施肥したとき， ち出された はN,

それぞれ103,

kそれぞれ235,

（表27)。

1作期間にキャッサバが施肥されたとぎ される はトウモロコシのそれと同じ~ であ

る。施肥されない場合は，持出される は少くなる。 このことを ノ，＼ るために，

10-12ヶ月のキャッサバを 6つの土壌の異ったところで，
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表27

ァ
‘
¥

了ぃ'{

，
 

｝
 

第

103 

6.9 

39 

123 

29 

172 

け N,P凸，［い）をそれぞれ37:1鱈/haずつ施肥

表28 キャッサパの 1作で持出される養分

量 (kg/ha) (1975-76) * (文献16より

引用）

妾 塊 根

＞ハ

p

k

31 

19 

47 
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i : ~--
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f 」2 I 73 
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i 13 ! 32 
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図9 キャッサハ， トゥモロコシ，サトウキビの養分吸収量（キャッサバのデータは1977年に18

農家から， トゥモロコシことサトウキビのデータは1971年の試験から）（文献16より引用）
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ば/ される

こ
キ
ー

と

キャッサバとトウモロコシさサ~ ト→ キビのそれ、

し｝ことが明らかになる（図 9)。

，だことが分かる。それ

ヅ）原国であるい

における大きな

11. 施肥技術

2期，第 3期の実験から，

キ
~
5

＇ であることを示

1ごおける

は少なかっ

Sheet 

っキっ
l~o 

shift 

、ヽ～P
 

それを示

した。肥沃度によって 2段階に分けてし/バ

表29 代表的土壌におけるキャッサバに対する最適施肥量 より引用）

大上壌群 壌統

Regosol 

Gray Podzolic 

Gray Podzolic 

Gray Podzolie 

Red立 !low
Podzolic 

Eed-Yellow 
Latasol 

Pattaya 

Sattahip 

Huai Pong 

Korat 

Warin 

Yesothon 

I 
I肥沃度

f Low 
! Low 

Modarate 

Moderete 

Moderata 

Moderate 

地

Chonhuri 

Chonburi 

I¥'ortb East 

North East 

North East 

z 。r t h E a st 

最適腿肥嵐り範囲
N---P20, ―-K心(kg1ha)

100-100-100 to 200--200-200 

lOり-100--10(、Ite 200-200-200 

50-50--50 to HJO -100--HJO 

f,O 50 -50 to ]()()-100--100 

50 -f,()-50 to 100-JOO 100 

50--50 --50 to 100-100---100 

12. 現在進行中の施肥試験

Huai Pong, Korat, Khon Kaenを中心に

表30は， HuaiPong, Pattaya, Chonburi, Korat 

れてし¥る。

植付は 1ヶ月後に追肥した区が最も

あまり変わらないようである。

かったが，一般

る。

時期によって収菫は

表30 窒素の追肥時期試験(t/rai)(聞取り調査，試験年次不詳）

施肥鼠 試 験 地

NP立 K,O Pattaya chonburi Korat 平 ~以,j9 

゜゚゜
0/o ' 

3.569 
％ 

2.862 
o/o -

4.433 
％ ％ 

100 100 100 100 3,937 24.61 100 

゜
p K 108 3,655 102 3,398 119 4,417 100 4,182 26.14 106 

;¥ p K 113 5,483 153 3,777 132 5,775 130 5,133 32 08 130 

'.¥Ill* p 128 5,427 152 4,141 145 5,598 126 5.335 33 34 136 

N(2)P K 143 5,939 3,887 136 5,590 5,122 32.01 130 

:¥'(3lP K 6,187 127 4,441 124 4 .121 144 5,917 133 5,167 32.29 131 

Nl4)P K 6,492 133 4,379 123 3,949 138 5,675 128 5,119 :n.99 130 

N(5)P K 5,113 l05 5,186 145 3,744 1:31 5,475 124 4,839 30.24 123 

N, P20" K20, 100 : 100 : 50kg/ha 
* :: 追肥時期111(2X3X4il51:よ植付役 1ヶ月， 2ヶ月， 3ヶ月， 4 . ヶ月， 5ら月後，

珪肥と追肥の割合， 511: 50kg/ha, 

- 45~· ― 



は Huai Khonkaen てし lる NPKと レJ

と4

N---P-K 

Koratでは 5

ものである。 Huai
，
 

l
J
 

z
 

P-K+ 

、ノ，＇，さ

-.f¥ 
¥} 

しなか "しかし, 0 --0 

ベ‘'-

ご）かなし'こと

Koratでは，

，、ラ
ゞ ,r)

" 0 

ある，2、 N-P-K+ N--P-K+ 

ス～

Khon Kaenでは， N-P--K 

,_れ ＜
 

の

によって

した区で

きし'o

レJ
，
 

ノ
＼

表31 Huai Khon Kaen畑作物試験場における ~.P.K と堆肥と茎施肥の効果（聞取り

Huai Pong畑作物試験場
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* ( ) i付はll O 0区v)塊根重に対する各区り塊相重J)比率

* *11--0--0(ベグ全体噌に対する各［又J_l□本屯の比字
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切I i93f 127 

Korat畑作物試験場

三三8944129-41 

*' I内はo--o~o区C)塊根項に対すろ各↓メの塊根祖の比率

* HJ--0---0区の全体菫に対する各区の全体屯の比率

Khon Kaen畑作物試験場表31(続き）

:、 P,Oど K,O ign I根全体i191s I根i全体I1979 I根/全体l1980 
t/rai 

0-II -0 54 4 

100 

r..; ()--() 51 3 

~--P -0 

:-: ~O-・K I 

" l'K 

:-;,,P-K 

＋堆肥

c;•- p -)く

＋茎

1)-[I -1) 

＋茎

＊ ）内ぶ）→)--0区の塊根岨に対する各I?グ）塊根患J)J:i痒

* *0-0-0区の全体堕に対する各区九仝体重の比率
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図10 Huai Pong, Korat, Khon Kaen畑作試験場における N.P.K,と堆肥と

茎施肥の効果（聞取り調査， 4~5年間の平均値から作図）

非常に能率の良いキャッサバ栽培をしている。

この施肥試験は現在進行中のものである。 HuaiPongと， Khon Kaen畑作試験場で，実施情

況を見学することが出来た。試験区の規模，反復など十分である。 3試験場の土壌の反応の違い

が明らかである。 キャッサバ栽培の歴史の浅いほど，施肥に対して良く反応している。 3試験地

に，堆肥施肥，茎鋤込による有機質の増加が，施肥の効果を大きくしている。今後のタイの

キャッサバ る施肥方法の改善方向を ものと思う。
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VIII ャッサバと他の との間作

、!(こわ pるキャッサバ栽培の最大の間題は，元来非常 た砂壌土が， したキャッサ

よって非常に肥沃度が低下し，前章の HuaiPongの試験のごとく，

ならは:~) J:. うな条件になってしまったことである。 Karat,Khon Kaenではそこま

しても
｝

）

 

.~., 

ドしてし iなし〉

これ

ノー勺

このまま続ければ HuaiPongと同じ状態になることは，明らかなことである。

として他の作物の間作によって，地力の低下は防げるのだ， という考え

えである。

Huai PongとKhonKaenの試験場においても， IV章の表10に示したよ号に，非常に莫大な間

られている。普及組織の責任者からも普及の中心技術である旨の説明があっ

だ。間作物としては，ダイズ，ラッカセイ，マングヒーンなどが使われ，落花主が最も

に，マングビーン，ダイズの順であるとのことである。畦巾10cm,株閤10cmのラッカセイを

100cm :< 100cmのキャッサJ

奨励技術である。

ついては，非常に多く 0)

し，キャッサ、I に，

ること については

タイにおし i

かった。農家での実例の見学を希望したが，それも介口」月已このつ

される他の作物との間作は，末成木のコムにキャッサバの間作である。ゴム

林か るまでの間，キャッサバが間作される。バナナ，ココ，ヤシの間作にキャッサバが栽

されてし＼るのを Rayong く見ることができた。

に，タイのキャッ丑バ栽培は連続単作が中心で，地力の消耗を少なくする輪作や，緑肥作

物豆）作付，キャッサバ茎の鋤込なども殆んど行われていないゞこれらの問題を含め間作の問題は

今後さら（こ検討されなけ らないだろう。

IX 掘取調査

地下作物は塊根を掘取って見ないと，塊根収菫を理解することができないので， HuaiPongと

Khon Kaen 畑作物試験場の近く 0)舟•般農家の圃場を 5 ヶ所選定して，地上部と地下部の生育調査

った。 Huai・Pongでは試験場の周囲 4-5kmの所であったが， KhonKaenでは試験場か

ら5~~  10kmの所であっだ（図11)。生育と収菫調査の結果は表32の如くであった。 HuaiPongの

は，草丈が195·~248cm で，節数が101~131て， 1 株当たり塊根数が6.3~8.4個で，塊根重

が11.5t~ 19. 7t/ha, l 悟l重は 180g~·235g で， Harvest Index(). 49~0. 58であった。品種は全部在

，第～サ也点を除いて， ha当たり， 156kg~312kgの施肥を行っている。しかし，施肥が増
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写真19 Huai Pong地区での掘取調査の個体毎の塊根

図11 RayongとKhonKaenにおける掘取調査実施場所の略図
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表32 調査団による R的 ongとKhonKaenの農家圃場しこおけるキャソサパの掘取 I)調査結果

農菜番号 1品種名 i
施肥是 1植付後草丈主 茎節 上株当 塊根収 茎葉収 l塊根

. Pl),, K,O¥ I月数 cm 数 り塊
早 i 早
旱 旱 電

粗数 しtons;ha)(tons ha: (g) 

, : 「i

在来種 II O !2 I 225 -'l'8 , ::i I 1 2 I 8 . l . 6'12 4 I O .'i8 7 !') l7 
",, , ' 15: 応']ゞ'' ''C、 i

(312 Shg占a) I 13 ! 201.5 I 131.6 ! 7. : 17. も i15、0i ¥J :>10 I 235 

,,::, -' 
: 218.75認/ha)'' '1[) I 195.6 i 101 8 I 6.4 i 11.5 I 11 8 i 0.494 I 180 

12 248 9 120.6 I I 6.3 
， 199.7 110.8 8.4 

11 260 

Khon 
ぅL, 1) ' n （） 11 256 

Kaen 3 2) /! 

゜
11 365.5 

(}981 4 3) )} 

゜
10 236.0 

1. 28) 5 4) !} 
15 : 15・15 

10 304 .o I 133 2 
(137. 5kg/ha) 

260 

0 569 235 

(U99 '3ifo 

49月

J,,c, 0 ウ

391 

Note 1) 輪作： Cassava-peanut-peanut-cassava 
2) 11 : Water melon-water mel叫 watermelon-water melon-cass,wa 
3) 11 : Kenaf-peanut-cassava-cassava 
4) 11 : 6 years kenaf-3 years cassava 
5) 収穫個体数： 10株

Khon Kaenの近くの農家では，草丈が236~365cmとHuaiPongより

も133~161とHuaiPongより 30~60%多く，塊根重は24ぷt-・-46.

雙

ノ
,
J
 

.9~9.4個，

個重が263g~,523g で， Huai Pong ると， 1.4/固［ ー 2
 

になっている。しかし， KhonKaenにおいても，第 3地点は 4

サJ り，第 5地点 の施肥を行こっている。両地点共に潟

っだ後のキャッ

3m以上に育ちさ

地上部重も44kg~52kgと地上部の生育が非常に良いが， iま24.5t/ha~27. Ot/haと -
'
}
 

低収である。 HarvestIndexも非常に小さくなる。このことは， KhonKaen 

を抑え念 くする施肥の方法を見つける必要があること してし¥る o

x加 工

1. キャッサバに対する

・キャ、ッサバは1850年代1こタイ南部で栽培が開始さ 当時は人間が食用として利用するため

弐） そ

れただけであったが，

は人間の食用

よっこでん粉や flour

六）

まり，
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写真20 キャッサバチップ

写真21 キャッサバペレット

写真22 キャッサバのでん粉かす
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flourは 力リ
~メ

したのは，

するようこなっ

ツ

されるだめ されるよ

ヤソサバのペレ~ ットを飼料として

からである c

。¥
J
 令＇

それ ってキャッサ J '7 
灯ー 9

になっだ。キャッサ｝

チッ

し しかし，

サ’、9 ナー、ジ`
d-'—-

されており，

2. キャッサバの流通市場

［ぎ]12はタイにおけるキャッサ，9

コストダ

されない限り増産の余地がなくなった。

ある。 キャッサ J は て。

地方でのキャッサバの流れは

トラ、ックを持ってし:ご，農家

から生いも買い集める。 ，代金を先渡しておく青田買い左していることもある。 キャッサ

バ加工業は飼料としてのペレットの
，
 

レJ 人間や工業用としての， とに分かれる

~
 
$:J '
 図12 タイにおけるキャッサバの流通経路（文献15より引用）
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表33 キャッ 工場）

ト
4

"
9
 

i
.
~
 '’

 は りカッターこベル~ ト—i ンベ fターが組にな

てし＼るだげじ〕も

［、ラッ

され ニIンクリート し`}
t
 

沢｝

マ〉、')る。
‘~['9‘ 

··• ベ,qr;.
lo cl, 4 、トッレ＼

 

9
y
 

、’
,
~
、

る 9

-

9
シ
＼

且

き

l
'↑
 

ご），し●9 ら

で

を分離いさら

な） " flourとsago

, sagsり加―[ "―― ',_9心,... 『＇" ,J ヽ ｝'、, 夕ヽ" りつぶしたものから

ったで八 ,¥1-- ］し， flourとsago され

：こ 巳‘ヽ） し ット られる。

クの群
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写真25 海岸のサイロから船までの 3km位のペルトコン

ペアー

“ ペレット

キャッサ

レット

ムはペレット

キャッサノ

Bangkokに持って¥)る。そし、，

vr~、
：』

豆J チッ

j

j

 

上

i

~, 

しこ

ペレソト ：こよっても

、ヤぶ，，,; J., .. ,. デ

ご§ し！ゞ." " v) 

9
)

、
〈

e
 

9

}

 

ふ
j
,

1t 

、
す
も

シ

れからの輸出

ら｛昔りた

コス；・.'

を

Bangkok, Banpin, 

にキャッサバ加工地帯のすぐ

＼は Bangkok

ろ
}

'

）

 

9

-

r
~
~
~
／
ヽ

せだでしかしゃ

てし iる3

し レット
I'だ,,,a・.,. 會

,~ にる、し)

る。キャッサ） ‘ゞ
}~ 

バラ積みは，輸出コストを下けだだけでなく も，トスコ

ト（））

髯

に
J

t.3 



i - ,_ 
ご）

ヴク
/-c,, 、，

ら9?6、-

9月から

させだ。まだ．

3月までに

ri 
をト

ースコ

.. , .,', .. 
し・」 ノ、 I・・ I、 声ク・,

に卒.;,.. ' ふ l ,. ,) ' し、~,, しん~, エネルキ

=iスト）， 刀)

よるこ］スト J)

を ぎなかっだ。

4. Bangkokの委託 middleman

これら J)Middlemanはジュートやケナフ Middlemanであっだこ｛虔ら をキャッサ

の取扱い ごせだのは，タイにおけるジュートとケナフの輸出が減少したためである 3

1%の手数料を取っている。彼ら

ぇ る。 Bangkokに

な機能は市場価格の通

している委託 Middle-

man ふ''
'3-' 

と
〗
）

これらの Middlemanによって全キャッサバ製品の25-30%が

取扱わiしだ，、うキャ` ッサ,;'加

゜
ッ
9i

>
 

4
A
 

f
)
 

',s 
っ：J.., 

がキャッ

Middlemanは レJ

ありぎかつ重要な

に な の

,~ ,-, 
を持ってしヽるからであ

3
 

ス3

5. Bangkokにおけるキャッサバ市場

タイのキャッサバ製品は，ペレットの形で， EECに飼料とし される；〗で，

レ~ ソト価格はロッテルダムでのタイペレットの CIF価格に非常に大き

毎日の Bangkokでのペレット価格は輸出業者の需要による

よって決まる。

Bangkokのキャッサバベレット市場は，貿易と先物貿易

場とは異なっている。貿易の大部分は，輸出業者，委託 Middleman,

これら直接取引は毎日の価格を強気なものにしている。

のぺ．

える。しかし，

と国内の供給条件に

どが，卜 '.7モロコシ

れる。

6. キャッサバ加工業の将来

タイのキャッサバ加工業は輸出指向型の工業で，出発したばかりである。-ーの

は，変化に対して迅速に適応することができた。倉庫業や，取扱い法の最近の改善は低い輸出コ

ストを作り出した。このことは，世界市場で競争するのにキャッサバ加工業者自身にとっても利

益であった。しかし，加工業者は末だに世界的エネルギー危機によるコスト上昇に直面している。

タイのキャッサバ加工業は EECでの輸入制限の強い可能性と，低いいも価格に原因する

キャッサバ生産量の減少と，政府によるキャッサバ栽培面積の制限に直面している。このような

情況下では，キャッサバ工場の拡張はスローダウンすることが望まれている。

現在，飼料生産としてのキャッサバの国内消費は末だ始まったばかりで，近い将来増加する傾

向はない。それは，タイの畜産業は未発達であり，この工業が，輸出指向型工業であるからであ
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。
兄
3 とし をさ ‘、’Lり、

P

ャ

9 よって活発に行われて.l, る ふヽ‘
,>  ,,, 

)Jな かってし〕な ¥'o

l. チップ工場見学記 (1) 

Khon Kaen 

100kg督り 78Bath

くのチッ

,J, l日40t乙〕

メ
D

、ふ
＞
 

~
 

ヽ
ヤ
人
「

，
 

a
)
 

et~ 

，
 

ノ
＼
．な

~
ヽア

J
、̀Aー＞

っ・c"' 
'-' 

')  

］人のオペレーターによっ

かフロントローダー］）＇―:, し)だトラクターに上

l'も110kgから52kgCl)チップが
;
 

e
ヽ

ッ
9 ー

｝

）

 

",~ 

ている。攪袢のだめの労力は 1日25Bath によっている。

トラクターのオヘレーターは月 1000-~1200Bath である。チップはペレット

がペレソト らトラソクによって買し;Iこくる。チッ 8月に操業

ある。生

し

は月500~600

に売られる

11月に閉じ

tこそして］~ 月に再開したが，チップ価格によっていつまで操業するかを決める。

写真26 キャッサバチップ製造機

2. チップ工場見学記 (2) 

Huai Pong試験場近くのチップ工場を見学した。工場は11月~4月まで 1日20t

している。 5月~10月は生産量を半減する。自分でトラックを持っていて，農家と約束してい

ご掘取ったいもを集めてくる。バレイシ~ ョのフイマン秤りでで を しで八粉％によっ

~· ― 
ヽ っている。買取り価格は

24 % 84Bath/100kg 

23% 82Bathi 11 

より少し安し
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ペ1d 
}
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9

人
し）て l' . ・.,,, 

わるだ；｝

f
¥
 。

）
 

で
3

J
 

白’[

集めたキャッサバをチップ製造機に投入する

写真28 チップの乾燥場
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写真29 1日数回チップは人力 c攪する

3. ペ ット

Khon Kaenで しだペレット あった ［ ‘ ¥‘、‘9 

産を中止してい しかし ツ チノ 、ノ,, 

され， であっだ。ペレソ！ ツ ットに ，アここ｝

だけで，機械設備は きなも（})でない。し 八がもの し〕゜

写真30 ペレット工場に集められたキャッサバチップ

次にペレット工場で聞いたチップとペレットの価格を示す。 KhonKaen地方のチッ てI
'、ヽ

は い）では

〉もから52kgのチップが出

1. 78Bath/kgである。チソ

78Bath ーダ， 、｝

'--\('/~0 ()>

グのペレット

lO~llt 

なく，

とのこと。チ，ノ

さらにペレットしり

のトラックで行われているし ま

―.. 59・ 

ふ
5

9
;
J
t
 

~' ↓
§
 

ぢし文， "'  0 

五， 6

り280Bathである C



kokにおけるベレットの売渡価格は tあたり， 2,100Bath~2. 500Bathである。

4. でん粉工場見学記

Huai Pong 0)近くのでん粉工場を見学した。全タイで40工場（統計では13:3)のうち

みが操業している。この 6年間に Rayong近郊に12工場が作られた。 1日のでん粉の製造鼠は60

tで，ほぼこの程度の規模の工場が多い。機械はタイ国産で，遠心分離法を採用している。熱研の

荒井技官（でん粉の専門家）の言によると，日本のものと比較しても性能の良い方の工場だとの

ことで，千葉県下の沈澱法のでん粉工場よりはるかに良くできている。 24時間連続操業で， 3km 

離れた所の水を使っていて、 80rai(12. Sha)の排水場を持っているので，排水の公害問題は起き

ていない。製品はドイツ，タイワン，日本に輸出している。タイでも

ダの酸酵材料となっている。生いもはでん粉含量買いをしている。

され，グルタミン酸ソー

らT場のトラック

接買付ける場合，農家が業者のトラソクに依頼する場合がある。でん粉のかすはペレット工場に

っている。買入れ価格を示すと次のとおりである。

24% 85Bath/100kg 

23 83 I/ 

22 81 // 

21 79 // 

20 76 !! 

19 73 !! 

写真31 でん粉工場に集められたキャッサバ塊根
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写真32 でん粉工場における購入キャッサバのでん粉含量

の測定

写真33 でん粉工場からのでん粉の出荷

XII タイ るキャッサバ栽培の問題点

期間

タイの地下作物に対する第］回の調査である

っただめ，.主 るキャッサバ

刷されている

日を入れて21日間という短

品種育成，

りを行った。印

に少なく，集めたも

の テ
，
一鈴

'ょ
9

,

 に要約しだ，-

Rayong と• Khon Kaenにおいて安それぞiし］

タイにおげるキャッサI するの）. ）だ芍以下， し')

った()これは

じ~ たタイにお
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：ナ 切-'
．．．、，ヽ・-;-
J →ヽ ヽ

l令

Khon Kaenの3 した， Huai Khan Kaen 

［こ BangkhenO) 

n , 9 ぎ

2 ＇ 

である 0)こ，

されている。主：

る。しかし，

はCIATで訓練を受けてきてお

りの11月植えと，雨季の初めの 3月植えが大部分

輪作，間作試験などが全て雨季中 5, 6, 7月植えで試験を

，
 

ノ
＼

している。

キ
ノ

I
I
 

あると思う。

萌芽不良による 内の生育の不揃いの他に， ぷ＾Id-

における停滞水が原因と

るよう

同上が急務である。

に関係するが，研究員が意欲的に独創的な研究が進められるよう ， 

研修によって研究員の資質を高め， もっと農家と密接した研究テ

ど る生育の不揃い

と圃場作業員 丈
こ

9
~り‘ょ

うになってほしい。

3 育種試験

は継続的に CIATから されているが，さらに， を促進する

自己

もある

育も不揃いで，正し＼

を

を舒っているとは言えない。

よるーしi
 

玄｝

ヽ^カ＇ し。
るあ

ある。

との関係

な耐病性の槌定を行っていない

が， どの必要性が生れるものと思弓。

育種法は，枚任受粉種子，

は十分とは言えないまでも，

度は前節に述べたように不良で， これを高めないと

つヽ れてお，），

と思う。

は不可能である。

4. 施肥試験

にわたって，莫大な試験例が報告されているが，試験の精度が， あったか

してみる必要がある。施肥の間題は，タイにおけるキャッサ／ゞ栽培の中で最も

あるので，均"な栽熔ができる条件を作った上で，施肥試験をする必要がある。

施肥の効果が地上部にのみ大きくでて，地下部に大きく出ていない試験が多い。生育を解析し
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ながら N:P:Kのバランスを考え，異なる比率の肥料の使用などを考える必要が克る。

じられているので，化成肥料中の配合肥料の成分などについても検討する

がある。有機質鋤込みをどうして増加するかの検討も必要てある c

とくに， Rayong

を多くしていないc このよ

て した

5. 間作試験

枯渇化した

をどうするか

を る方法として，マメ科作物など

おいてもかなりの力を入れて

ス3 L-る

ャッ

れてし〉る。しかし吟

さiしてし＼る。

でなt)。ラソカセイ，マングビーンなどが間作作物として良t)とされている力＼マメ

けによって，どれだけ窒素が増加したかも ス〇

目

などにつし＼ても

ロ写し

}、~:、つ

るようにもみえない。マメ科作物の間作によって現金収入の増加をはかり，,それによっ

て，化学肥料を購入し，地力の維持，増強を計ろうとするのだろうか。

何れにせよ，この奨励技術は農家において全く実施されていない。農家り〗キャッサ，I

とマメ科作物の播種期の違いに原因があると思うが，間作を推奨しているタイ

の点をどのように考えているのか把握できなかっ

6. 終 りに

タイのキャッサバは EECにおける飼料としてのキャッサバペレットの

急激な発展をと ぎたが， 輪出価格の低迷など，タイのキャッサI

ては，良い条件は殆んどなく，チップ工場，でん粉上場における生いも

る。新しい需要の開発も試みられているが，希望の持てるものはない。

このような状況の中で，タイのキャッサバ栽培を考えるとき，タイのキャッサ／

となって

にとっ

も低迷してい

は，チッ

プ加工，ペレット加工，内陸輸送，船積みと，非常に効率的な近代的生産， システムができ

つつあるように思われる。それに対して，原始的と思われるタイ農民によるキャッサ｝

る。無肥料栽培での連作，それに伴う生産力の低下，小規模栽培などが，タイキャッサ I

問題点であろう

るのだろうか。

キャッサバ製品の輸出額は，コメ，ゴムと共に農産物輸出額の約20%を占めるまでに成長して

きた。たしかに，キャッサバ栽培は東北タイの農民に現金収入の道を与え，生活の向上に貢献し

て来た。しかし，地力の枯渇化という，表面に出ない問題が，東北タイり）畑の中で進行している。

地力の枯渇化を防止し，生産力を維持，増強するには，合理的輪作体系

キャッサバの市況が低迷期に入っている時期に，どのよう ノ
＼

つく施肥技術の確立，その施肥を可能にする経済的基盤の確立が必要であることは論をまたない

が，どこから出発すべきかとなると問題が大きすぎる。熱帯農業研究センターが実柾中の
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」に因 9 るプロジェクト

：こ推進されることを強く期待したい。

これら
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氾且 Reportof the team to study culti.vatton methods 
and varietal characterist1.cs of root crops 

.in, 『hailandt,

、 198129th, January、

Members of the Team: 

Toshio SHIGA 

and 

Yukio IR I KURA 

Tropical Agricultural Research Center 

JAPAN 

*Submitted to the Department of Agriculture, the Ministry of Agriculture 
and Cooperatives, Thailand. 
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The Team切asdispatched by the Trop:!.cal Agricい］じuralResearch Center令

Japan to visit the Department of Agriculture., Thailand with the objective 

to study the present situation (豆 rootcrop ivation in Thailand, espe-

that of cassava. that purpose, the Team have coJlected informa-

tive materials on researchers, varieties, cultivation method, utilization 

and market:i.ng of root crops in Thailand. The studies, however, were limited 

to those of caらsava, Irish potato and sweet potato due to the short period of 

the study涵

The Team arrived :ln Bangkok on January LL, 1981, collected information 

from and exchanged views with the following organizations: 

(1) Field crop Division, Department of Agriculture 

,2) Horticulture Div:!.sion, Department of Agri.culture 

The Team also studied cultivation, breeding, utilization and 

extension of cassava in following field c.rop experiment stations and extension 

offices reconm1ended by the Field Crop Division 

(1) Huai Pong Field Crop Experiment Stat:l.on 

(2) Rayong Province Extension Office 

(3) Khon Kaen Field Crop Experiment Station 

(4) North・-East Agricultural Extension Office 

The Team also observed cultivation circumstances, processing 

and marketing of cassava in ten farmers and three chip, two pellet and three 

starch factories arranged by the Huai Pong and the Khon Kaen Field Crop Experi-

ment Stations玲

The Team members would like to express their heartfelt appreciation for 

the cooperation and assistance extended to them by the Department of Agri-

culture, 
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Central Agricultural Experiment S 

,Japan 

Yukio IRIKUR./,,_ Potato Breeding Center 

Hokkaido National Agricultural Experiment Station 

Japan 

2. Personnel who suppered this study: 

(1) Department of Agriculture,'『hailand

Field Crop Division, 

Mr. Sophon Sinthuprama 

Mr. Surapong Charoenrath 

Mr. Chote Sittibusaya 

Huai. Pong Fi.eld Crop Experiment Station 

Mr. Charn Tiraporn 

Mr嶋 UthaiCenpakdee 

Mr. Anuchit Tongglum 

Khon Kaen Field Crop Experiment Station 

Mr嘩 NiyonChantanakom 

Mr. Panya Ekmahachai 

Mr. Chairot Wongviatchai 

(2) Tropical Agriculture research Center, Japan 

Akio KITSUTAKA 

Kat:susuke ARAl 

Takahiro INOUE 

3. Itinerary 

January 11 (Sun.) Arrived in Bangkok 

12 (Mon.) Courtesy call (Embassy of Japan) 

Department of Agricnlture 
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4. Impression and op:ixd心nsonこL11t iva t ion and breeding of cassava in Thailand. 

The Team would like to note some impressions and opinions on cu1t1vati.on 

methods and vaてietalcharacteristics of cassava obtained during the visit 

to Thailand as fol lows: 

(1) From the technical point cぅfview on cassava cultivation in 

Thai.land, introduction and breedingのfImproved varieties, from which farmers 

could expect stable pてoductlon, ts most iinprバn:tant. All the essential activi-

ties of cassava breeding i.n Thai.land haVce been established in a quite compre-

hensive manner; breeding programs inぐ germじlasmmaintenance, hybridi-

zation, seedling selection, singlcc-row trials, ,:eplicated yeild trials, 

regional tria 1 s and mul t iplicat lon we11 organiz心 d. We are much impressed 

with the efforts for development of this breeding program. The first research 

activity of the root crop program was the coUe.ction and evaluation of local 
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cassava strains. The , Rayong I, was given to the best: strain which 

presently was the most widely planted type. Ray, ヽng I is a successful variety必

Hl、,wever, this vaごi.etywas selected obviously from narrow germplasm basis, 

hence itいad large scope for further improvement. Since a selection program 

based on large and wide germplasm has already been started, there will be 

high possibility of further yield increase. 

(2) One of the i.mportant objectives of cassava breeding is improve-

打:entof quality, especially starch content. At every chipping of starch 

factory we visited屯 theTeam learned that they purchase cassava roots at prices 

based on starch contents. They seem to like a selected line named'CM 407-7' 

parttcularly because this line has higher starch content ensuring higher starch 

yields than the check variety, Rayong I。

(3) It also seems that the importance of early bulk.ing cassava 

varieties is much increasing because such varieties will be easy to introduce 

into rotation systems with other crops such as mungbean. Such early bulking 

varieties are also beneficial to chipping or starch factories. 

(4) As pointed out by many scientists, diseases and pests of 

cassava might not be serious prob1ems in Thailand at present. However, 

Ke observed serious damages by cassava bacteria} blight in the experimental 

fields at the Khon Kaen Field Crop Experiment Stat ion. Cassava bacterial blight 

is known to cause more severe losses on cassava plants than those presently 

observed in Thailand. Countermeasures to control the disease should be pre-

pared for the future when cassava bacterial blight might become much rnore 

problematic than at present. Good germplasm of cassava lines resistant to 

diseases and pests should be preserved. 

(5) In order to perform such varietal improvements, it will be 

necessary to carry out physiological and ecological studies on this crop. 

(6) ln general, yield ability of root crops can not b e examined 

without harvesting. The Team carried out investigations on growth and yield 

of cassava at far.ner's fields at Rayong and Khon Kaen provinces by means of 
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鯰喜lingsurveyベ

Ass且own in Table i, samples ごbtainedat Rayong district w,2re always 

lower in yield than at Khon distrtctぎ eventn case はswere 

fet・ti1ized. also observed that top growth is orバ2of Important±:actors 

high yield i.n both fertile and ile. soilsが Onthe other hand唸 exces-

sive top growth accompan:i.ed wilh 了elatively lo, り rootyield was observed at 

cassava fields of the No, 3 farmer of Klwn Kaen Province, where cassava was 

planted after fouご years'successivecultivation of watermelon and fertilized 

with 62 S of compound fertil (13 : 13 : 21 percent of N: 

respectively), Therefore, a balance betぃeentop and root growth is the most 

important factor. 

〈7) 訊lecould observe excelle.r:t of cassava in the experi-

mental fields of the Huai Pong Fi.eld Crop Experiment Station, Khan Kaen Field 

Crop Experiment Station and in some farn氏,r'sfields. But in general, cassava 

did not always grow well in many fields of far汀ers, especially in those of 

Rayong Province, If cassava is continuouBly planted, 訳ithout fertilization, 

soils will not be able to support the present level. of yields any more some-

time in the future. Therefore, it will be necessary to draw much more atten-

tion to the maintenance of soil fertil1ty and soil conservation. Basic re-

search on sons and soil fertility in cassava zones would he necessary together 

with trials on crop rotation systems for improvement of soil fertility. 

However, studies on the methods for improv:i.ng soil productivity of cassava 

zones has already been established quite comprehensively by the Ministry of 

Agriculture;, which include long term fertilizer experiments, studies on cassava 

yields in different crop rotation systems and studies on cassava intercropping. 

We expect that findings of these studies will contribute to improving soil 

productivity of cassava cultivation in Thai.landを

We were very fortunate to have the opportunity to visit Thailand 

to study cultivation methods and varietal characteristics of cassava and 
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to meet many outstanding scientists there. We wish that comprehensive 

studies on cassava under a cooperative or joint research program between 

Thailand and Japan would be developed in the near future. 
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1. 目

るプロジェクト

ンター

，「インドネシア，タイ［こおじ｝る

2. 出張期間及び主要訪問機関

1) 

2) 主要訪問機関

イ）中央作物研究所

10日

さ

日7
'
 

タイ［ごついて

Central Research and Institute for Food 

ロ） 中央作物研究所 Lembang

ハ） 中央作物研究所Kuningan

二） 中央作物研究所 Sukamandi

ホ） Lampung Tegineneng 

ら
-

7
 

文？，ク，‘, 

された

あり，

る目

/Y 
i•、-

でに同じ日

のタ げ，タイ

った。

へ） P.T.Padangratu Agricultural Corporation 

ト） P. T .Mitsugoro第3農場及び第4農場

チ） タイ農業局

3. 調査日程の概要

3月10日

訪れ，

0'ーロ一日，大使銅を表敬訪問し， Bogorに直｛『した。 12[1, 中央作物研究所を

目的を説明し協力を要請，その後同研究所に駐在している JICAの農業研究協カチーム

協力要請 レj
ぷ
ノ 合わせ -->'• ら

j {~0 

3月12日午後より同16日まで，

に，周辺地区の調査'a:'i了つ

3月17日から同24日までは， Sumatera島Lampung州の調査を

Jawa地区の研究施設を訪間し， 研究内容を知ると

した こ0)間は P.T.

＊ちしき たかみち：九州農業試験場作物第2部作物第1研究室長
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及び P.T.PAGOの協力で，主｛こプランテーションでの

PAGO.:PADANGRA TU AGRICULTURAL 

しだ。 (PT

25日九 で中
6

□

[

 

区の

タイヘは

り，タイ

調査は， 3月18日

3名

） ， 

行っ+,+ゞ>+-;"''k/~¥1 ヽ~，

匁
一

1
/
．『

じ レ）

で行った。

チー

及び

に協力をおしまれなかった JICA

された P.T.PAGO,

させ調査地区の調査に虔，だり，

をはかっ っ｝f
 

3ヽ し ら“- を申しあげる。

ぃ卜／
 

ヽ
ィ
~ィ アの概況

1 位置及び地勢

この国は，北緯6度から南緯11度，東経95度から141度，おおよそ1888kmX 5110kmの

域に，大小1300以上の島（小さい島々を入れると約1万4千）からなりたつ多島国家である。主な

島ふ大スンダ列島に属する Sumatera,Kalimantan, J awa, Sulavwesi (セレベス），小スンダ

Bali, Lumbok, Sumbawa, Sumba, Flores, Timorの各島があり，その他マルク

アルー群島，などに属ずる島々がある。総面積は，約2027千 kn廿で日本の5倍強である。

スンダ列島は，インド洋がわに2000~3000m級の山系を持ち，この流れはさらに小スンダ列

っている。この山脈と海岸地帯に開ける平野との間に高原の山間盆地が

あり，産業上重要な位置を占めている。河いは平野の分布と一致しているが，沿岸部は広大な湿

地帯となり，土地利用上大ぎな制約となっている。

2. 気候

全地域が熱帯圏に るので，年間を通じて高温であり，その較差も小さい。風は弱く，いわ

ゆる台 はない。

は概括的にみて，赤道直下の函林型気侯帯とその南に広がる熱帯モンスーン地帯とに分け

ることができる。図1に国内数ヶ を示した を通じて25~28℃と常時

ることが読みとれよう。しかし前述のように高い山もあり，かなり高地まで耕地が開け

ているので，比較的に冷涼な気候を好む作物を栽培できる所もある。

図2に雨量の分布を不したが，雨林型の気候帯では，年間を通じ降雨がみられるのに対し，モ
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ンスーン ，乾季と雨季と にあらわれている。なお，熱帯地域の降水は，

の年間の変異が大きく，乾雨季の交替の早晩もあって，洪水や干ばつをおこすことがある。

は，乾季で60%台にさがることもあるが，殆んどの時期が80%前後で一般に多湿てある，3

i:: 
2 3 4 5 6 7 8 9 l O 11 12}] 

図 1 各地の月別平均気温の推移（理科年表1981年版による）
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図 2 各地の月別降水量の推移（理科年表1981年版による）

3. 人口その他

人口は1億4500万人以上て‘，中国，インド，ソビエト，アメリカ合衆国についで世界第5位の人

［］を有し，出生率も41.5%と高い水準にある（理科年表1981年版による）。人口密度は72人//km2

であるが，過密と過疎との差が大きく，人口の60%が国土面積の7%にしか満たないジャワ，ベリ

及びロンボク島に集中しており，この地域の人口密度は664人/km圧世界一である。これに対し，

スマトラ，カリマンタン島など他の島々は稀はくで，西イリアンなどは1.8人/km2と推定されて

し)る o

インドネシア人はモンゴロイド系のマレー人種に属するとされているが，ジャワ族，スンダ族，

マドウラ族などを筆頭に多くの種族からなりたっており、現在でもそれぞれの種族語が語られて

いる。従って，国語はインドネシア語であるが，これまで教育の普及が十分でなかったことも加

わって地方に行くと種朕語しか通じない場合もあるという。
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図3 農業開発庁の組織図

中央作物研究所

あり，

たように各地に

独立

年を経る

なお，

+{ 
I
V
 

にお 研究所の近く

中央研究所から約7km離れた Muaraにおかれてし〕る C このはか，図｛ご示し

もある。（図 4)

つ

F

}

 ー
ふ＇

も厚くなりつつある。表2に

また

不足になやんだよう

こ~ おりであっ

る

をぶした。
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表 1 インドネシアにおける食用作物の収穫面積，生産量

および単位面積当り収量 (1973~1978年）

名物芦

r
，
 ”
 

年 次

1973 1974 1977 1978 

(1) 
ヽ
~
．

?>~
~
~
~
 

¥
l
 

3~ 
/f̀
＼ 

‘
’
 

6
 

'~ 
(、7)

豆
旧ェ↑

r、
i
9
 

i1 
ー・

~'|1~ 

9
¥
 

上3
j
 

L
円，

＼

 

l、ウモロコジ

i 

ii可［
＇ 

キャッサ jゞ

ヨシ

司
7

ン

，I
;
＇i
|

し

カ

上

上

生

花

-ttI 

,
1
ー
、
、

I
l＼
ャ

各T
、,
i

●

1

 

i
ー'-

-
1
4
 

じ‘,[

「

．

戸ヽ
↑

1
,
 

1

、ヽ
tヽ+ 

＼
 

／
 

＼
 

~/ 

ma) 

(Ton) 

(100kg/Ha) 

8403604 8508598 

21481237 22464376 

25.56 26.40 

8495096 

22330650 

26.29 

8368759 8359568 

2:3300939 23347132 

27.84 27.93 

8929169 

25771570 

28.85 

CH a) I 7063582 7340234 733447 4 7229417 1202360 7698409 

(Ton)1 19807276 21052924 20849819 21851528 21808340 24172366 

(100瓢'/Ha)・I 28. 04 28. 68 28. 43 30. 72 30. 28 31. 40 

(Ha) 1340022 1168364 1160622 上139342 1157208 1230760 

(Ton) 1673961 1411452 1480831 1449411 1538792 1599204 

(lOOkg/Ha) 12.49 12.08 12.78 12.72 13.30 12.99 

(Ha) 3433167 2666868 2444866 2095054 2566509 3024611 

(Ton) 3689802 3010781 2902887 2572139 3142654 4029201 

(lOOkg/Ha) 10, 75 J L 28 lL 8'/ 12, 28 12, 24 13, 32 

(Ha) 

(Ton) 

(100此/Ha)

1428813 1509440 1410025 13Zi:3328 1363552 1382902 

11185592 13030674 12545544 12190728 12487664 12902011 

78 86 89 90 92 93 

(Ha) 378719 330250 310917'.301055 326239 300540 

(Ton) 2386764 2469208 243261! 2381213 2460364 2082801 

(lOOkg/Ha) 63 75 78 79 75 69 

(Ha) 415831 410663 474519 414211 507249 506445 

(Ton) 290104 307166 379683 341088 408950 445812 

(100kg/Ha) 6.98 7.48 8.00 8.23 8.06 8 80 

同ィ~ 」こ

(Ha) 

(Ton) 

(lOOkg/Ha) 

743657 

541040 

7.28 

768027 751689 646336 646121 733142 

589239 589831 521777 522821 616599 

7.67 7.86 8.07 8.09 8.41 

iU 収穫面積は実収入面積

稲生産量は籾生産鼠を示す

バ推定値

Statistical Yearbook of Indonesia 1977,1978. Biro Pusat Statistik, Jakamtoaより a 以下生産関係の

統叶表はすべて同じ
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囁

洛
釦
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泣

図4 「ood 及び EstateCropsの試験研究機関の配置図

表 2 中央作物研究所の資格別研究者数

Educatiぃfl

Ph.D 

* MS 

Drs./Ir. 

BS 

SLA{High 

QI TOTAL 

Number 

19 

29 

312 

65 

680 

1103 

1980年現在

1) Lembang支場

有名な避暑地 Bandung市より 23km, レンバンの町から6kmの所にあり，年平均気温20℃,

, 608mm。標高2,064m v) Burangrang山の東南の高原に位置している。標高が1,200m 

高いので，気温が低く，熱帯とは思えないような快適な気候条件ドにある。

しており，

>マメ')ゞレイショ

トマト，インゲ

ど

--tいにヽ' -C, 

／、‘レ『シ：ョはオランダ，西ドイツの直占種を導人し， バレイショ

されておらず，この国自体の育成品種もないので，毎年相当量の種いもを輸入

している。我が国の暖地バレイショの技術が，この国のバレイショ作にどの程度適用できるか，

大¥,)しこ興味0)もたれると::.ろである。

2) Kuningan試験地

r、ゴ｀ールから約300km,

高は550m, 年平均気温23°C,

のCiremay山の南東側のすそ野に広がる台地上にある。標

, 800mm。用地は28haてあるが，すべて我が国に良く見
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4 り.'Z心）。

さ

I) しヽ , 

"' 桐l査菟青貝さを し ってし'

.:)"' ) Sukamand, 支場

ャゞ ‘ンドン 斗Iァ ルタぇぶ ミ/:' ¥}『 ・'7 - 7 心

4ヽ
~4 

って(,l 

4
9
 

ぐし
又
}

r、
9

万し）
 

-

l

 

，
 

よ
~r 

Education 

D.r. 3 

M.S 1 4 

1() 乙心i 

6 12 

4::i 114 

_, l , 
汀 L/fこ

表3 Sukamand, 支場の資格別研究者数

]97:1 1980 

Total 62 160 
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＇
も
ろ

き
i

な戸，心•
ージ文＂ぃ，

さいっ口あり，こtiら

であり，:::れ；こ1干つ

ずるなりば，研究成果も大いこしび

, , 「I し
t) ,, ノ'~

ャッサノゞ

l. 概況

の

ゞ

f
,
-

;

，

し

そ

サ

育

)

-

令ッヽヤキ した根を

では

にしたり，澱粉原料とし

ぎなし八しかし，

てぎる

l' ,.,.' 

]''"一
V C. 

この

などし ,iこる

にしだ nすi目

はこれよりも多し入ものと

された時期につし:,ては明らかではな¥)

と

゜
スャ｝

されている。しかし，我々

,. 
ぃ→-

ヽ

「つ

もかなり広し｝よ

ジャワでは， まだそ
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表 4 イン におけるキャッサバの州別収穫面積

．＇ 
名＼

 

9
,
9
,
 

ヽ

1
し

~' 

ゲ
八

‘̀ヽ
ヒ

1976 

I)]島アチェ特別区

位. :il スマトラ •i叶

り3. : 玉スマト巧り-r-:

04. i)アウ・j卜i

05. ジャンビ州

06. 南スマトラ附

07. ベングルが卜［

08. ランポン小l・I

スマト
~
 

―-Ei
 

3,093 

21. 489 

5.834 

6, 釘）名

3444 

2.619 

l、9,16&

,41[ 

7 ,fi80 

4.100 

21. 905 20. ,lOfi 

1.500 1. 

6:i .188 ;i3. 013 

129. 411 113. 783 

3.190 

21780 

.882 

.056 

.039 

20 991 

で
よ

60.623 

124.012 

3.414 

25.7b0 

3.933 

も.589

420 

21.410 

152(〕

61、494

12妙.530

24 737 

i、54;,

200 

, 22] 

18, 7: こ6

l.50S 

71.487 

137,003 

27AOO 

4<786 

10彎 794

2<570 

2(L 816 

1<056 

74 111 

J4'.UJ3l 

09. ジャカルタ特別由

10 西シャワ州

l1ー＂中央ジャワ州

12. ヨクヤカルタ特別区

13. 東ジャワ＇］・ l・I

ジャワ・スマトラ計

936 562 so1 I s3s 30s 299 

216. 422 248. 484 211 922 ! 199. 399 204 026 196. 071 

359.758 345ぐ990 326 450 : 301. 764 310. 071 313 188 

58. 178 67. 809 69. 630 68. 660 63. 703 68、187

420. :i29 495. 283 456. 236 43Ll36 416 888 431. 487 

l.055.823 1.158。128 ].()64. 739 1. 004. 4 97 994. 996 l . 009. 238 

14. /ゞ］）小i'I

応．西ヌサトゥンカラ＇）廿

16. 東ヌサトゥンガラHI ! 
,, 1)' ヌサトゥンカ，•ラ叶

17. 西カリマンタン小卜I [ 
I 

訊中央カリマンタン）+I I 
19. 南カリマスタン小l・I

20. 東カリマンタン小卜1

カリマンタン 9
 r, 

-
9
 

五

24ム 703

16.130 

66.223 

107. 056 

21.170 

6.094 

3.265 

3.100 

33.629 

28.743 

16 838 

62ら869

108. 450 

21. 126 

6、289

2 .:394 

2.943 

32.752 

21. 北スラウ．とン！、卜i I 14.680 
． 

22 中央スラウェン ・， I 11.430 

23. 南スラウェン
I 
I 
I 40 .462 

24. 東南スラウェン州 [ 18.244 
； 

スラウェン 酎-・I 84.816 

＇ 

2;'; マルク州
I 
i 13 702 
！ 

26. イリアンジ vヤ
I 

I 4.376 
l 

マルク・イリアン 計 18.078 

ャツ・マト占ラ以外計 r---372.990

14.036 

G.098 

38.413 

19.987 

78.534 

13.976 

3.8]7 

17.793 

勺
'i

i
「

J
t
s
J
 

ワ
J

ゥ
J

12. 921 
I 

6~,. 098 I 
！ 

101.511 I 
I 

19.663 I 
I 

； 

5,854 i 
！ 

2 .624 I 

2.739 

30.880 

13.06:3 

5.676 

35.752 

16.593 

71.()84 

14 .186 

3.5:)3 

17.739 

25.348 

9.618 

61. 4 70 

96.436 

19.571 

5.938 

2.989 

2751 

31.249 

13.574 

5.300 

31303 

20.884 

71. 061 

17.737 

3.818 

只
Jud 

に
Jー！

勺
'
]

19. 7] 3 18 .138 

9 4:.19 11. 732 

849 64.010 

102. 021 93. 880 

20.120 20.310 

6. 078 6. 836 

2.261 4.131 

3.725 3 765 

3:2 .184 35。037

13.396 

6.230 

37.19G 

20. 447 

77. 269 

16 :l93 

3.68t3 

20.079 

ll. 251 

6.658 

38.955 

23.522 

80.386 

16.838 

3.593 

20.43] 

351,312 :J,15、286I 348,831 368,556 :m,665 

インドオン,-;? 1. 42s. s13 1. 509 .140 1.410. 025 I 1. 353. 318 1. 363. ss2 1. 382. 902 

--83 -



に増加している。

これら生産概況を地域別に，がi'I別に示しだのが，表 4, 5であるが，収穫面積の70%強が，ジャ

ワ及びマドウラ地区に集中しており，ついでスマトラ地区に多いことがわかる。そして，近年の

では多く であるの しスマトラ地区は明らかな増加をホしている。州別

表 5 インドネシアにおけるキャッサパの州別生産量(1973~1978)
名

~~ ヽS1 

(M.Ton) 

年 次

I I (41 (s) l I I (6)_ニI ー (7)

43. 703 47 113 36. 895 24. 939 

215.622 252.350 257.265 287.700 

64 931 44. 836 49 540 50 732 

61. 387 54 030 61. 200 89. 590 

37 159 40.664 47.511 23 387 

193 117 203 395 172 279 203. 997 

11. 753 12. 008 11.890 8 448 

654. 728 694. 882 786. 357 807. 810 

1.282 400 1 349 278 1,422 937 1.496.603 

3 869 4 347 2 913 2.615 

2 207 242 2.006 056 2.069.926 1 990.150 

2.694.129 2 596 365 2.895 410 2.944.490 

466 141 473 046 515.109 599.965 

9 309 449 8 845 678 9 085 051 9 484. 820 

14 Bali 231.240 342.042 242.586 288.967 214.872 194.077 

159 961 98 200 88. 486 87 023 107 934 

490 378 527 294 485.613 568.222 505.679 

992. 381 868 080 863. 066 870 117 807. 690 

211 360 180 900 172 225 171. 020 172 635 

59 117 50.930 54.036 54 094 54.688 

19.870 23 616 20.624 17.410 32.635 

36 199 22 734 23. 934 :31. 662 30. 456 

326 446 278 180 270 819 274.186 290 414 

126 324 121 486 128 953 119 224 91 133 

45.735 46 543 43 990 49.840 56.593 

318 828 321. 768 297. 378 360 801 331 118 

189 876 162、611 202 575 132. 906 157. 597 

680 763 652 408 672.896 662. 771 636 441 

129.977 130 511 163 029 147 537 163.329 

25 .192 24. 516 25. 962 25. 065 22 714 

155 169 155 027 188 991 172 602 186. 043 

INDONESIA 11.185 592 13 030. 67 4 12 545 544 12 190 728 12 487 664 12 902 Oll 

注）小卜1名等は第 4表参照
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てふジャワの東部，同じく中部，西部の3:州が最も多く，これに同じジャワのヨクヤカルタ特別

スマトラのランポンが卜I,セレベスの南部及び中央の各州が主産地で， これら各ヽ州の合計で

表 6 インドネシアにおけるキャッサパの州別単位面積当り収量1973~1978 (lOOkg/Ha) 

年 次
朴I 名

limTi,,, 1975 .1976 1~ 1,ii "函.,
(1) 

ー~1419673 2 (3) (4) 15) 
01. Daerah lstimewa Aceh 144 137 138 103 104 

02. Sumatera Utara 105 99 98 104 105 

03. Sumatera Barat 158 133 114 109 106 

04 Riau 75 92 87 82 85 83 

05. Jambi 99 96 92 92 91 91 

06. Sumatera Sela tan 69 87 92 95 92 98 

07. Bengkulu 82 77 81 79 79 80 

08. Lampung 113 114 108 113 110 109 

SUMATERA 102 108 103 105 104 104 

09. D.K.I. Jakarta 72 74 77 81 95 87 

10. J awa Barat s::1 98 104 101 101 101 

11. Jawa Tengah 76 83 83 86 93 94 

12. DふYogyakarta 78 65 67 69 81 88 

13. Jawa Timur 74 79 86 87 86 91 

JAWA & MADURA 77 83 87 'ss 91 94 

14. Bali 94 119 103 114 109 107 

15. N usa Tenggara Barar 73 95 76 92 92 92 

16. Nusa Tenggara Timur 47 78 81 79 78 79 

BALI & NUSA TENGGARA 62 92 85 89 85 86 

17. Kalimantan Barat 87 100 92 88 85 85 

18. Kalimantan Tengah 74 94 87 91 89 80 

19. Kalimantan Selatan 66 83 90 69 77 79 

20. Kalimantan Timur 109 123 83 87 85 81 

KALIMANTAN 84 100 90 87 85 83 

21. Sulawesi Utara 71 90 93 95 89 81 

22 Sulawesi Tengah 86 75 82 83 80 85 

23. Sulawesi Sela tan 73 83 90 95 97 85 

24. Sulawesi Tenggara 87 95 98 97 65 67 

SULAWESI 77 87 92 95 86 79 

25. Maluku 91 93 92 92 90 97 

26. lrian J aya 65 66 69 68 68 63 

MALUKU & !RIAN JAYA 84 87 87 88 86 91 

LUAR JAWA & MADURA/ 83 96 94 96 92 91 

OUTER JAVA & MADURA 

INDONESIA 78 86 89 90 92 93 

注）小卜1名等は第 4表参照
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、
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¥ lる(,

平 Lt:ゾ〗が

9キ irf'
'"、昆包''

そぅ

ぱ，前 だようにそ（］）多くは食用 1 • ぐデ

l、.' Svveet 

ドネシアのキャッサJ

占める し'cし力↓

．） 
,t‘ 

←アミ、

＇ ‘’ 

もあり，特にスマトラ

x- そ

はチップやペレソ rなど

;_ I -r'万←
'- sJ L Dltter られてし＼るの

表7 キャッサバ主要生産国の作付面積と 10アール当り収量

国 名 瑣 にに: , I 1975 1976 1978 19,9 

フラ ジ ル，作付面積(IOOOhal 2,147 2 .112 2,202 2.105 

10アールり (kg) 1,267 1.270 1,151 1,184 

ドネシア 1 (lOOOha) 1,500 1,500 1,356 1,:398 

861 833 921 937 

ナイジェリア i (lOOOha) 1,000 1,080 1,115 1.150 

(kg) 1,0lJO 1,000 972 1,000 

イ シ！I (lOOOha) 1, ()り0 l, 100 1,792 l. ,800 

874 894 698 667 

タンザーア 1 746 1,000 848 895 

478 510 481 480 
介， ン 384 384 388 361 

1,647 1,644 1,674 1,675 

夕 429 441 709 1.000 

10アー jレ督り l、482 1,782 1,833 1,250 

世界合 11,551 11,617 13,132 13,397 

10アール胄り 911 904 909 874 

備考 農奎園芸局畑作振興課の資料より作成

2. 品種

キャッサバは，その植物体中に

)・-、 -r
コプヽ j '- し,Sweet種と，

舟般的こ Sweet種はや

こそあ 存
j

ど：（こ大別されることは

嗚
~

/\~ 

はそう多収でなく，

そ 多少に

ね
9
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~
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、4,
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りC 、＼,ふ'- ' ,I ,_" -ご" てpる。 Bitter これと -('ヽ..' 

/;:jヤ` ,1 3 

この 葉

いる。

/ j ドネシ 冬く キャッサ`

g Co ,.e;ava品種の特性概要 PAGOの成積より

' . ..  ヽ

No. Name of Sweet or Starch Disease Yield Remarks 
variety Bitter content 

・-・--・-←ら←----- .'一--―----·•—---·--·~・·- ---・・ ・------ --・-. ・・・-・--・--・-- • • . ―---- - • ··-—--·. • -・ →一—.. ---・--

l すJミ'J• 0、::ire;i4 H s 日

2 No. 524 !! M /! M 

No. 802 JI H R L Adira I 十，1-..f * 

4 547 ）］ M 聞 Iv1 

SI ii H R M 千<+

S2 , p ； ./) . L 

7 i,' jl il lv1 +++ * 

8 丁ahum ii L ， Ketan merah り M ）／ // 

10 Ketan puty ！！ ii ｝＇ Ji 

11 Black twin ！！ L M M 

12 No. 、i) M s ii 

13 X 396 M? L If 

14 X 981 ｝｝ M ’,’ , Ii 

応 W 236 ｝｝ ’II ’ // /! Adirn II ＋ ＊ 

16 Basiorao M ｝｝ s JI 

1L'7 L Kretek ' !) ” R M Ranbai 

18 R--13 JI Ji り ］］ 

19 No, .528 B L M H 令十+ * 

20 No. 397 Ji り R M 

21 No. ,123 /j M M H 

'-)'乙ヽ W 1517 ｝｝ L I/ ” 23 W 1510 /I II ,,, , ii 

24 W 1166 ）｝ ］］ R ii 

25 W 1207 /J // II )J 

26 W 1705 ）／ /} 
,, Ii 

27 W 1135 ！］ /1 M /I 

28 W「1548 I/ II R ii 

29 X ,12 I/ Ii II M 

30 SPP ／］ /} s ｝｝ 

汁1 澱粉含量はHを:10%以i.,25、<JO%を1¥1, L は25%以下と］一タ~

2, 収量は無肥で24~25t/ha以しを H, 20t/ha以下を L:::した。
3 ―"は現在まてに実際栽焙に利用されだ品種+,,「）名l'f呈広〈作ぃれてしる(、*;;、試験の結果合後夷

際栽培に移す事を若へ'(,,,る古一占穂

4. lVPは中間刑と思ぱわ人ものQ
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を10%,No.802 

Bitter種
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そ

を示

に比べるとはるか

表 9--I Cassava有望品種の特性表

Yield vVate1、 Protein Starch HCN Flesh Growth 
％ ％ ％ color duration 

month 

丁aste
·-• ー--- -- -----. -・---- ----—-·-··-- ----•• --------・----,------→ -・--• - -- • • ------一

No. l 16 54.50 。.48 37.70 13.60 ¥Vhite 10-12 sweet 

No. 2 Ambon 20 57.40 0.6包 37.0() 46.00 Yellow 7 -8 sweet 

No. 3 Adira I 22 52.80 0.50 4E,. 24 27.50 Yellow 7 -8 

No. 4 Adira Ill 25 57.60 0 66 40.82 123.70 White 9 -10 bitter 

No 5 Gadin臼 19 59.20 0.58 36.10 20.60 white 7 8 good 

Notes. Adiral・ ….. Mangi (Brazil, 1980) x Ambon (Maluku, 19,18) 
AdiraII .. ・Mangi x Ambon 
Gading…Variety local Bogor. 194,・ 

表 9--2 

Yield 
t/ha Water Starch Prot, Carotinc Taste 

- ----・ ~-· ―.. ー-・--- ---・ —---··. ← ., -- --一- .. ~-- ・--→ --・~ ' ・- . ・心令一

No l Putri 認 65.4 27,3 1. 26 good 

No. 2 14 67 1 27.2 1. 24 good 

No. 3 27 77 60 :28 0 0.80 2,797 no good 

No. 4 PhillpineII 15 72.30 1.16 11,742 medium 

No. 5 No. 3--6 25 71.40 28.0 0.60 12,264 medium 

No. 6 No. 6--2 28 75 20 28 0 0 64 6,143 ？ 

No. 7 Gedang 20 72.90 0.60 8,105 ？ 

Notes. Gedang. local variety, Bogor 1960 
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3 栽培技術
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ー」ふ
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I)月又・:)

」へ

であるこし＼うことであっ，ピ。

苗こして用いるときは，株元を5cm

0)入を20cm り揃えご用いる。

まとめて切断する。

を用いるが， PAGOな

く木直又-): ぅ~ る。

キャソサ／ゞは いので，ほとんどの

けされる。 ｝

）

 'v 
ふ力＼植えつ

ご`

'"~ ぶ-,-'"" {)。

i‘
一

べきことは排水で， るようなことが主れは，

)：） 

くさって欠株を生じ, t ¥もが肥大しておればいももくさる。したがって，

よっては

に

。
る，う

斗
ふ

耕起は， •般的には人力，牛によるり耕で，乾季に草を切っ

良く繁茂した雑草をそのままプラウで鋤きこみ，

作業順序は図 5にぷしたように，植えつ 月ぐら¥)から を

する 3

につとめていだ。

してから植えつ
,.;. ., 
¥} ,_ 

心; 0 

Land preparatwn 

Rll l Plow RH'.! 

:¥lomh { . 'I , , : I : , : I~- 、 l I • ! 
• • I分—- I __ .)_ I 

0 1 , h'  , 1 
， 

Planting : Ridging : _'. — t 
I 

――,  Weeding l• 
, .. .J— 

v¥'ePding 2 
Replahting —• 'I  

Bud remo,・ing 
Fぞrtilizei

μrq,aration period ?・2 l・2 months 

Cassava growing period 10、12months 

g
 。

ー`Q
'
 

Weeding 3 

施

施肥Cり効果は明らかであり，

i
 

ーりーーし 15 6
 

11 

. 
Harvest 

を示して奨励されている

Note: RH  ... Rotary Harrow 

図5 キャッサバ栽培の作業手順 (P.T.PAGOの資料による）

しな

しiO)か屑通て，間作作物の残さ t)が唯一の肥料と言えよう 0 機械力が使える場合ふ畑を2か月

休閉とい場合によっては窒素質肥料を施して雑草を充分繁茂させ，それを鋤きこぢこと

の糸印寺がはかられる。しかし， がないので， くことになり，
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第 4農場
... 
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つズ：し;る時期［こもオ直

ぇ・／）けを控える()[翌16
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。
図 6 月別のキャッサバ植えつけ面積と降水量 (DjokJa地方）

ヽIIHえつける、:::とで /J/f, ,, , ふ

くし，年間 じて植えつけを行ってし＼た。
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は用いる

~✓100cm の畝幡に80cm~40cm

とha当り 10,000本以

によって異なる。 では80cm

になるが，晩生種では100~160cm x 100cm 

は， 150cmぐらしパ［）大畝iこ40、-60cm

-r 
‘‘ 

、'c_,

サバは100cm>〈100cm又は ｝） 
:~ 臼

LE
 

ロー

＇ 
ー，
、
f

｛ま，

トウモロコシ C

(1) 補植

ぇ-,)け後lか月以内に補植

＜訊ると

(2) 除

キャッサバ

ジ
）。

斗
ふI

>
 

良のほか，

ー
7
,
9
 

ャ

け

キ
，
 

せない。
゜
メ
〗

を抑えるので，

その間の雑草防除が決め手となる。主な雑草としてはアランアラン（チガャ），ブラン。ジャラン，

ミモザ（オジギソウ）類などがあげられる。他の作物と混作した場合は，これら

の他の作業で雑草防除が可能である。陸稲は穂刈りとし，ワラはキャッサバの敷草とし

て初期雑草を抑制する。

し

単作の場合は，図5に示しだように，

作業を行なう必要がある。

生育後期になり， し株元

どをかねて，少なくとも2回の除草

るようになると， る。この雑

は収量にも

の除草はあまり行なわれ

(3) 培上

排水の良い畑では，収穫時まで平畝或いは軽く畝立てした状態におかれるが，排水の悪い重粘

中からいも

を にする。しかしながら' ~ 

ノ
、
＼ 9

グ

A
-

f)~ 

あるいは雨季中には畝を作って植えつけ，さらに培土を行なう。この作業は多く

追肥の作業をかねて行なう。

キャッサバの主茎数はいもの着生個数と相関があると

き，隣接株の生育も抑えるので，培土のときまでに，

(6) 病虫害

キャッサバの大栽培地であるアフリカ，

茎数が多いと小いもがたくさん

に分枝の間引ぎを斤なう。

きな問題となりつつあるが，現

在のインドネシアではこれほど病害虫の少ない作物はないと考えられている。

ただ，スマトラのラン訳ンJ州で近年細菌による青枯病 (Pseudomonassp.) が一般の農家圃

場に発生し，その被害がふえつつあった。なお， P.T.PAGOでもこの被害が増加しつつあり，

後の品種構成についてこの病害に対する抵抗性を考慮すべき段階に来ていた。この外，全般的に

注）プランジャラン学名尺ottboelliaexaltata L, f, 英名 Hoh grass 和名 ヅ／アイアシ
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斑点病 (CercosporaSp.)が生育の後期に多発し，落葉をもたらしていた。この病害は，ある種

のAge病のように受けとられ，収量には影響しないと説明された。しかし，落葉による収量減は

とにかく，落葉によって被覆されていた株元に光線が入り，そのために雑草が繁茂し，収穫作業

を困難にしているのは見逃せない影響である。

なお，いずれの病害に対しても農薬の使用は行なわれていない。

(7) 収穫

植えつけから収穫までの期間は品種により，年によって異なる。概括的には Sweet種は10-12月

以内， Bitter種は12か月以上経過して掘りとる。収穫適期の判定は経験的な感覚で，掘りとった

いもを両手で折って判断している。未熟ないもは水分が多く，過熟ないもは木質化が進み，強い

力を加えても折りにくい。さらにいもの内部に空洞を生ずる品種もある。

収穫は，まず茎を地上50cm前後の所で刈りとり，株元を持って人力で引き抜く。抜いたいもは，

2~3畝分を1か所に集め，改めて鎌を用いいもを茎から切りはなす。（写真 4参照）この切断部位

は，いもの木質部とそうでない所との境界部で切りはなすことが必要である。

掘り出したいもは貯蔵することができないので，すぐ澱粉工場へ運ぶか，自家用として処理す

る。

収穫作業の機械化については研究中であったが，地上部の切断については強力なロータリーモ

アーを用い細断する方法で成案が得られつつあった。いもの掘りとりは，掘りおこし用の刃をい

もの下に通す「リフター型式」が検討されていたが，熱帯特有の硬い土壌のために，強度など実

用化についてはまだ時間が必要であろう。

4. 利用，加工

キャッサバは，①いもや新葉を直接食用として，②家畜の飼料として，③いもを乾燥して粉砕

し，あるいは直接澱粉をとり出し，それらの加工した食品として広く利用されている。特にイン

ドネシアでは主食の米が不足しているので，米を補なう食品として重要な地位を占めている。

キャッサバ利用上の最大の欠点は，掘りとり後のいもの腐敗で，このくされは急速で掘りとり

2~3日後には肉眼でも腐敗がわかる程である。このため，澱粉工場でも掘りとり後24時間内のい

もだけを原料として受け入れている程で，利用加工はすべて掘りとり直後に開始されなければな

らない。

(1)ガプレック (Gaplek)

最も一般的で，かつ伝統的な加工品である。掘りとったいもを直ちに剥皮し，縦に3~4つ割に

し天日で3~4日乾燥する。充分乾燥したものは，そのまま，或はさらに細かく砕いて貯蔵し，必

要に応じて米と混ぜて食べたり，さらに加工して利用する。自然乾燥であるから，乾燥中雨にあ

うとすぐ変質するので主に乾季に作られる。（写真5~6参照）

(2)キューブ (Cube)

前述の Gaplekを少し近代化したような感じの製品で，良く水洗いしたいもを Cubingmachine 
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で8~10mmぐらいのサイの目状に細断し天日で水分30~35%ぐらいま こ
~/ 
~. 

らさ
，
 

し

を12~13%までさ

iヽ 「ド
と人 ' , 

する。澱粉価70%,混入し応土．砂3%以下，

るものは，そのまま飼料用とし されるが，

ク
，
＼
｀ く，このようなものはチップとしてペレット

料とし される。

(3)ペレット (Pellets)

ヘレットは乾燥したキャッサバキュープ又はチップをベースに二三の添加物を加え粉砕混合

し，蒸気を吹き込み軟化させた後成型加工したもので，飼料用として主に EC諸国に輸出される。

この場合のチップは倒皮せず水洗いしたいも，あるいは簡単に土を落とした程度のいもを Cubing

machineにかけ細断し，乾燥したもので，品質は前述のキューブより劣る。添加物としては，糠，

いられる。ランポン小卜1には，このペレット工場が5工場あり，周辺の農家から集荷し

たチソ キューブを加工し， EC に輸出している。 1981年3月現在，これら5工場ともフル操

ったが，年間の生産能力は24万t(製品量として）と推定されていた。

なお， このヘレットの最大の輸出国はタイであり，ィンドネシアでも輸出量の増加が希望さ訊

ているも(})の EC諸国の受け人れ枠等の関係から伸びなゃんでいる。

(4)澱粉工業

澱粉原料としての利用は早くから行なわれて来た方法で，現在でも重要な用途である。

工場は，古くから行なわれている家内工業的手法によるものと，殆んど完全に自動化され，ご

く短時間でいもから乾燥した澱粉が得られる近代的な大型合理化工場とがある。

小規模工場はごく小型であるが，その数は非常に多く，次のような方法で澱粉を取っている。

皮むき一水さらし一磨砕一澱粉の洗い出し一沈澱一沈澱した澱粉をとり出し乾燥ー粉砕調製

（写真7~11参照）

剥皮は写真のように包丁を用いて行なう。水さらしは流水の中に2~3時間さらすが，毒抜きの

工程であろう。磨砕は写真のような小型のロール磨砕機で，人力でいもを投入する。動力は小型

のディーゼルエンジンが多い。澱粉の洗い出しは写真のように竹の枠に木綿の布を張り，これに

磨砕乳を入れ，水を加えながら手で攪拌して洗い出す。沈澱は4~6時間程度，水温が高いので長

時間の沈澱は澱粉の品質を悪くするとして行なわれない。

沈澱池からとり出した澱粉は，竹製のざるの上でこねながら，子供の握りこぶし程度の塊にし，

天日で乾燥する。充分乾燥したら粉砕し貯蔵したり，集荷業者に販売したりする。ボゴール固辺

の工場では，農家がこのような加工業者に委託する場合，剥皮したものを工場にもちこみ，加工

費として生いも重の3%を業者に渡すのが慣行とのことであった。なお，このような小規模工場で

は澱粉粕も回収し，風乾して前述のペレット工場に売られる例が多い。澱粉の歩留りは生いも

のおおよそ24%(澱粉は風乾状態）程度であった。

大型工場は通称タイ式と言われるものが多く，その多くはスマトラ南部に集中している。工場

のフローシートは図 7に示したとおりである。図でわかるように，この工場は遠心分離機や Dry-
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図 7 大型澱粉工場のフローシート

日量200tの原料処理能力をもち，ー工場で2~3

系列の設備をもっている

したが，これでわかるように

ラン、”ドン州の大型工場とそ を表11に示

があると推定されている。こ

表11 ランポン地区大型澱粉工場の概要（全自動工場）
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こし ¥I AC)し〉↑こことは

5. キャッサバの今後の課題

(1) 育種

キャソサバは，①不良条件に対する

ることが可能であり，栄養体

りカロリーの

もヽ

＜令食品として

けるなどが考えられる。

今後の育種はこれらの

まれるアミノ この国のキャッサ）

難であろうが璽点的にとり組むべき課題に思えた。

この国のキャッサバの育種はすでに着手され，これまでに育成を終って普及段階に人った品種

のあることはすで

はそのまま河川

いなどすぐれた

‘
y
 

）し

あっ

，
 

タ
く
、

くと言って良いぐらし

されてt'た。しかい粕対策，排水対

は厳しし

してペレット

けられつつあるとのこ

とし るのを

している。

われるべきと思うが，

する作物であるから収穫期の巾が広い。

い。逆に欠点としては，①掘りとった生いも

り，②いもは殆んど澱粉質のみで，特に蛋白

に問題があり，③植物体全体に有毒成分を含み，利用上制約を

しかし，その規模は小さく，育種材料として収集した

ら考えて，因

された，

を必要とする り，その開始に当っては~，充分な検討を経た育種目

定が必要なことは言うまでもない。これらの点について，充分な調査はできなかったが，育種目

標の確立に必要な地帯区分，予想される作型等に対する深みのある検討はなされていな¥¥ように

じた。このため，当面各地から集められた品種の生態を明らかにすることが必要であり，つい

を整理し，それぞれの地域に合致した育種目標を設定することから着手ずる必

゜
ぶ
ノろあ

育種の大きな課題としては一般的な良質多収のほ 耐病性の強化があげられよう。

一般にキャッサバは生育期間が長く，晩生のも (J_)はその期間が15か月

ている。しかし，品種の生育経過を明らかにした成積は少なく，また

ものもあるとされ

することで効率的な
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えられるので，現状のよう

に対し緩衝機能をもっていると

につながる

もあ，)' しなけ らなp。

については前述のように現在のところ

African mosaic, Supere longationなどのよう

な

が盛んてあれば，検疫等の手段による病害伝染の防止には限界があること

い。耐病性の育種に を必要とするので，現在広がりつつある巨翌叫QI:n旦凹旦sp.の抵抗性

ヽ
~

?1 
し

て

その他

てし)る限り

しかし，焼き畑式の移動耕作から f
t

し

~r 
~
 

どそ

はな¥j。しかし．他の大産地には

あり，

を急ぐ

あげられる。

をねらっており，土地が豊富にあって自

あり，キャッサパの収菫も低い所で安定している。

り，限られた土地

なければならな

゜
広
}

うためには，

地力維持に対する配慮が必要になってくる。投入できる有機物としては，短期間に繁茂する

が考えられるが，これには機械力が必要であり，一般農家では折角の雑草が焼きはらわれている。

施肥の問題はすでに多くの試験があり，表12に示すようにキャソサバの連作は明らかに上壌条

件を悪化させ，表13に示すように施肥は純益を増加させるという報告もある。

一般農家がこれまでの焼畑型式の農業から完全に脱却し，同一畑で継続して多収を得るために，

施肥を含めた地力維持対策を実行するためには，キャッサバの価格が上昇し，投資に見合うだけ

の報酬が必要で，それまでは現在の慣行栽培が継続されるだろう。

表12 キャッサバ無肥料連作畑の理化学性の変化（インドネシア，

ランポン）一土壌研究所一

初年度 1年目 3年目 4年目

pH(H心） ::i-.;:i r 5.7 5.2 5.4 

Extr. Al me/lOOg 0.09 0.11 0.15 0.39 
(1 N KC!) 

Ex. Ca me/lOOg 3.1 1.6 1.5 L3 

Mg 1.1 0.8 0.3 0.4 

K 0.5 0.5 0.5 0.2 

CEC 19.l 12.2 9.2 10.8 

% Base Sat. 25 25 26 19 

C % 4.37 2.92 2.23 2.80 

N % 0.31 0.19 0.18 0.21 

Bray Il-P ppm 51 16 12 18 

(McIntosh et at. 1978) 
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表13 作付け方式試験の収量と収益（ランポン，バンダルジャヤ，

祖ごよ
コーン 薩稲 ピーナソ うノマヒーン キャ寸， 尺

.. :. 純血

ルピア/ha

無 処 埋 467 690 161 12.7 的，oou
石［た:・NPK・マルチ 1, 165 1,358 356 248 28 .:3 132,000 

R Istercro辺迎g
佃"" 処, ・,ょふ，田寸 455 769 222 93 14.6 91,000 

石灰•NPK・マ チ 1,350 2,724 567 O｛` ぐC::,n/ 23.2 265,000 

C. 

餌処理 606 850 153 (--6,000) 

｛］［火・NPK・マルf 2,935 :3 536 723 71,000 

(Mclntosh et al, 1978) 

僅考 表12, 13は熱蜀農研集報No.40三宅0）報告による

は， P.T.PAGO したキャッサノ ある。 かるように，

中している 0 このうち，除草作業は除草剤が有効に使用できるが

られるので人）Jが使われているだけであり，収穫作業が機械化省力化上の

難点である。このうち地上部の処理は，強力なロータリーモアーの使用で解決できる見通しが得

カの多くは レ）

られていた。困難なのはいも掘りで，熱帯特有の重粘土中から視棒状に肥大したいもを傷つけず

り出すことは非常に困難である。畝をたて，いもの下部に掘りおこし用の刃を通過させ，人

力によるいもの引き抜きを容易にする程度の省力化はすぐ実行できよう。しかし，次の段階であ

る茎からのいも C')切りはなしは機械に殆んどなじまない作業と思われ，機械化一貫作業体系によ

る収穫作業の省力化には，なお多くの時間が必要であろ,;,） 0 

その他の作業については，キャッサバ固有の問題はなく，現行でも機械力が良く利用されてい

る。

(3) 加工利用について

刀D―［利用上の最大の難点は，前にも述へたよごiに｀いもの腐敗”であろう。この腐敗は掘りと

り後「ぐから始まるが，これには多くの薗が関係していると共に，生理的な原因もあると報告さ

れていろ。これに対し，各種の貯蔵法が提案されているが，いずれも有効な方法とは言えず， 一

般的にも は全く われていない。

腐敗が始ったいもは，澱粉原料としても好ましくないと言われているので，短期間でも貯蔵可

能な簡易な貯蔵法が開発されれば，キャッサバ利用ヒ大変有効であろう，）このことは単に貯蔵条

件の解明だけでなく，腐敗しにくい品種という形で育穂の果たす役割の大きいことは言うまでも

なし'0

キャッサバは，程度の差こそあれ若干の有毒物質を含み， )利用の歴史の中で有毒種，比較

的に い無毒種のそれぞれの利用法が確立されている。この有毒物の消去法については多
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表14 キャ サパ栽培における作業の種類と必要労カ

Kind of job 
Man 

Number 

T 
』 nd

Rome harrow I 

Plow 

Rome harmv II 

- - ---一

Hour Kind 
- --— 

で

i

l

Bull D7 

Tract0r Ford 6り叩

Bull D5 

Bull I応

A
+
1
”
J
q
,
3
 

Hf '『ractor

Iム 丁ractor

4
p
r
2
 Ridging 

Weeding I 

fertilizer 

Bud removing 

Weeding II 

Ill 

り
う Tractor 

Harvest 

Leles 

25 

IO 

4 

25 

20 

32 

6 

Total 139 3
 

Bull 

Tractor 

くの方法がある 完全に無毒化さいたかどうかについては疑問があろ。そして，

を長期間にわたって摂取し

抜き法の確立が望ましい。

＞
 

カン

1. 概 況

カンショは我が国でも良く知られている

となどからもわかるように，

たが，

ふノ一

もともと熱帯性の作物である。世界における

ジャガイモがヨーロッペ中心に作付けされて＼＼るのに

この地域の比重

について間題

ヨ

るが，

に高い。しかし，

そ

アジア

しノ

し，

もあり，

レ｝

より

れているこ

を表151こ示し

カンショはそ 0)90%がアジア

められ，

，
 

9
く
、

ついでベトナム， インドネシアの順に多く作られているが，面積的にはそれほど広くな

この国におけるカンショ 0)地位は， 前にも述べたようにそ くなし'o

ょ
~, r L 

インドネシ
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表15 世界 おけるかんし の生産概況

単位面積
面積(1,000ha) 生辛試 (l,OOOt) 

当り

1977 1978 1979 1977 1978 1979 1977 1978 1979 

世 界 吾ロ"「' " 13,242 13,190 13,638 769 835 836 101,810 110,181 113,954 

→ ＇ ｝ フ リ 力 749 768 782 626 638 646 4,688 4,905 5,053 

北アメリカ 153 175 178 756 740 725 1,154 1, 認91 ] 0 293 

南 アメ 1,J 1 +, ’‘’ 205 218 225 883 980 1,007 1,813 2,133 :z ,263 

ア ジ ア 12,013 11,908 12,330 779 849 849 93,436 101,132 Hl4, 617 

ヨ ロッノぐ 13 13 13 1,060 1,066 J. 038 139 135 135 

オ セアニア 108 109 110 535 536 538 580 586 593 

中 国 10,579 10,425 10,860 777 8国6 853 82, 19E, 89,463 92,600 

イン ドネシア 326 301 309 755 693 761 2,460 2,083 2,]50 

ブ ラ ジ ）レ 117 130 136 918 1,077 1,116 1,074 1,400 1,516 

のミ 卜 ナ ム 321 360 380 473 574 632 1,520 2,067 2,400 

イ ン ド 234 238 225 664 667 688 1,555 1,589 1,545 

韓 国 77 74 70 2,019 2,208 1,981 l ,tS60 1,627 1,387 

日 本 64 70 70 2,236 2,000 2,000 1,431 1,400 1,400 

ブ リンディ 90 95 99 978 964 951 880 912 943 

フィリッピン 222 228 228 400 456 456 888 1,037 1,037 

バングラデシュ 71 72 7:3 1,070 1,090 1,090 756 783 795 

）レ ワ ン ダ 92 106 106 765 791 791 702 842 842 
~ ｝ メ リ ヵ 46 49 51 1,355 1,329 1,287 617 649 655 

ウ ガ ン ダ 137 139 140 ,182 487 491 660 674 689 

452 454 456 425 430 436 

農林水産省農蚕園芸局の資料より作成

ア国内では，畑地帯はもちろん，水田地帯でもキャッサバが栽培されていたの し，カンショ

はある地域に集中して作ら それほど普遍的な作物のようには見受けられなかっ

これは，カンショが短期作物で約4か月で収穫でき，単位面積当だりのカロリ ) "';= , ' 

どすぐれた点も多いが，その反面いもには甘味があって として利用し くく，調理法も限ら

れ，同じ澱粉質食品としては味が淡白 してし;,るキャッサバがあるな し＇ギ＇ 

られよう。

この国のカンショの用途は食用に限られていると言っても良いくらいで，カンショを原料とす

る澱粉工業はなく，又宗教の関係で豚が飼育されないので，飼料用としての用途もない。食用と

しての調理法もキャッサバに比べると非常に少なく，焼く して単独で食べるか，他の野

菜などと煮るなどの方法しかとられていないようであった。

生産の概況は表16~18に示した。カンショも年ャッサバと同様ジャワとマドウラ地区が最も多

く，これにスマトラ島，バリ島をはじめとする小スンダ列島地域を加えると，全面積の78%近く
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表16 インドネシアにおけるカンショの州別収穫面積

(1973~1978 Ha) 

年 •h

州名
1人

- ......... ・,;i ---... -口□ロ;,''—□—□+:;; 砂

1. アチェ特別区

2. 北スマトラ］，卜1

3. 西 JI

L ')アウ小卜1

J. ジャンビ~朴I

6. 南スマ iラ州

7. ベ，;,•t,,J,H 

8. i >ポ；，＇）廿

ス、'!、ラ叶

9. シャカルタ特別市

10. 西ジャワ1-1、1

11. 中央シャワ小廿

12. ヨクヤカルタ特別区

13、東ジャワ小H

ャワ・マドゥラ 計

14. J リゞ小Ii

15. 内` ヌサトウンガラ小卜！

16. 東ヌサトウンガラ小卜1

9ゞリ・ヌサトウンガラ 社

2,121 1,964 2,575 1,679 

26,810 23,734 21,185 24,775 

3,144 3,732 2,654 2,226 

1,868 1,720 1,620 1,617 

1,509 1,906 2,024 1,971 

4,890 5,272 4. 325 4,318 

992 748 704 1,338 

3,202 2,632 2,531 2,555 

44,536 41,708 37,618 40,479 

156 182 130 230 

86,448 67,238 52,466 48,276 

52,377 40,534 40,027 37,978 

3,040 1,867 1,970 2,384 

60,570 55,545 62,994 51,776 

202,591 165,366 157,587 140,044 

19,621 20,846 18,195 17,155 

20,901 10,225 8,136 11,543 

20,278 23,748 25,888 22,328 

60,800 54,819 52,219 51.026 

17. 西カリマンタン小卜1

18. 中央カリマンタン］小l

19, 南カリマンタン4什

20. 東カリマンタン小M

カリマンタン 計

21.」¥;7、ラウエン州

22. 中央スラウエン小H

23. 南スラウエン州

24. 東南スラウエシ・HI

スラウェシ 計

25. マルク小卜1

26. イリアンジャヤ

マルク・イリア：、 訂

ジャワ・マドゥラ以外計

インドネシア

7

6

2

I

2

i

/

7

1

0

9

7

4

8

2

1

5

"

 

6

6

7

7

7

1

7

5

J

1

8

2

0

9

0

1

5

 

6

0

4

8

0

5

6

2

0

5

1

]

3

4

0

 

1ヽ

1

1

5

3

8

3

9

6

7

0

6

6

0

1

 

?〕

1

2

3

6

01

3

 

[

1

9

7

1

9

2

2

0

0

6

8

6

7

3

0

7

 

2

3

1

7

8

1

0

7

6

9

5

5

3

3

1

 

，
 

8
 

4

1

8

8

2

4

6

3

1

5

0

5

6

3

 

,

.

 

1

1

1

5

8

3

8

4

4

8

5

3

3

0

 

2

2

3

5

1

 
1

3

 

0

9

4

9

2

6

3

3

9

1

8

6

4

4

0

 

8

9

9

6

4

0

3

2

1

8

9

3

3

8

5

 

e

3

]

1

8

8

0

8

9

5

2

0

1

2

8

2

 

,
•
9

會

1

1

1

4

9

3

0

4

8

8

7

5

4

0

 

1

2

2

3

6

3

 

1

3

 

0
 
0
 00 
8

6

4

7

1

5

4

0

9

7

6

8

9

 

0

0

3

8

2

5

3

1

8

2

8

6

1

8

2

1

 

6

2

7

9

5

8

4

3

6

2

8

1

9

1

7

ー

,

`

'

,

 

l

1

1

5

9

2

1

5

9

7

8

5

6

8

 

1

2

2

3

7

7

 

1

3

 

1977 ! 1978x) 

16) I 1,J 

2,180 1.180 

22,352 21.884 

2,404 2,338 

1. 817 l, 507 

1. 737 i ,001 

3,964 5,993 

1. 242 1. 437 

2,800 2,341 

38,496 37,681 

201 204 

53,098 50,242 

39,160 33. 750 

3,518 1,648 

55,684 45,646 

151,661 131,400 

15, 776 17,860 

17,782 9,280 

29. 944 19, 733 

63,502 46,893 

1,578 1,854 

1,114 1,220 

1,688 5.046 

846 926 

5,226 9,046 

9. 206 8. 666 

3.876 2,724 

13.155 12,474 

5,968 6,510 

:J2,205 30,374 

8.852 8,855 

26,297 36.221 

35,149 45,076 

174,578 169,050 

326,239 300,540 

を占めているが，その集中度はキャッサバほどではない。収穫面積の近年の推移をみるとやや減

少傾向にあり，特に最大の面積をもっているジャワとマドウラ地区の減少が大きい。単位面積当

りの収量は漸増の傾向がみられているが， 700~800kg/10アールと我が国の収量水準に比べると

t程しかなく，まだかなりの増収の可能性があると考えられる。
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表17 インドネシアにおけるカンショの州別生産量

1973--1978 (M. Tom) 

,f、I! 名
1973 1974 

1.1) (2i (3) 

OJ. Daerah lst1mewa Aceh 19,931 26,318 26,522 14.943 18. 094 9,912 

112. Surnateraじtara 169、291 201,739 175,836 227.930 183. 286 183,826 

O:J, Sumatera Barat 29,229 :l8. 440 24、151 21,147 22,117 19,172 

叫. Riau 10,783 ]4,964 l:l,770 13,259 !4,899 11,302 

05. Jarnbi 9,9Zl 16,963 11, 53, 13. 403 12,333 6,807 

06. Sumatera Selatan 24,269 32,868 32,005 23,749 31,316 47,345 

07, Bengkulu 5. 981 5,909 4,224 8,429 8,321 10,059 

fl~. Lampung 23,232 24. 741 2:3.791 22 229 23,520 17,792 

Sl1:¥1ATERA 292,637 361,760 311, s:J6 345,089 313,886 306,215 

09. DK  l Jakarta 780 950 9認 1,600 1,414 1,386 

l(J, Jawa Barat 492,753 470,772 416,364 420.189 434,066 393,335 

11. Jawa Tengah 282,836 282,952 303. 049 274. 163 267,292 225,987 

12. DI Yogyakarta 18,544 11,423 14,326 l'i, 779 24,396 13, 755 

13. Jawa Timur 375,534 414,928 501,194 407,867 407,367 287,307 

JAWA & MADじRA 1,170,447 1,181,025 1,266,151 1,121,598 1,134,535 921,770 

1,1. Bali 173,037 160,514 138,282 1,17. 533 126,208 148,238 

lS. Nusa Tenggara Baral 122,481 65,440 50 .443 86,S72 131,587 70,528 

Hi. Nusa Tenggara Timur 78,498 144,863 157,917 133,968 173,675 110,505 

BALI & NUSA TENGGARA 374,016 370,817 346,642 368,073 431,470 329,271 

17. Kalimantan Barat 7,651 9,796 9,071 10,502 9,784 11,495 

18. Kalimantan Tengah 7 .200 9,112 8、468 7,782 8,021 8,662 

19. Kahmantan Selatan 7,247 6,925 9.001 8,538 9,284 27. 248 

20. Kahmantan Timur 6,778 6,865 6,388 6,627 6,260 5,649 

KALEvIANTAS 28,876 32,698 32,928 33. 449 33.349 53,054 

21. Sulawesi Utara 48,727 61,241 56,829 59 .181 52.601 49,396 

22. Sulawese Tengah 11,663 26,448 24,548 26,652 27. 132 15,799 

2:l. Sulawesi Selatan 58,872 71,000 58,100 55,260 98.662 84,823 

24. Sulawesi Tenggara 35,628 27,508 34. 243 38,970 38.195 38,409 

SULAWESI 154,890 196,197 173,720 180,063 226,590 188,427 

25. JV!aluku 49,826 52,637 53. 434 68.341 60,194 60,214 

26, Irian J aya 316.072 274,074 247,903 264.600 260. 340 223,850 

MALUKU & !RIAN JAY A 36~. 898 326,711 301,337 332,941 320. 534 284,064 

LじARJAWA & MADURAI 
1,216,317 1,288,183 1,166,463 i,259、6151,325,829 1,161,031 

OUTER JAVA & MADURA 

IMDONESIA 12,386,764 2.469,208 2,432,614 2,381,213 2,460.364 2,082,801 

汀）州名等は第16表参者照
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表18 インドネシアにおけるカンショの州別単位面積当り収量

1973~1978 (lOOkg/Ha) 

合ド― 次
州 名 ~. 

1973 1 1974 I I197□5 1 i 1976 1977 I 1978, 1 

(1) (6) 「
~I :: [a)l41 

01. Daerah lstimewa Aceh 134 103 89 83 84 

02. Sumatera Utara 85 83 92 82 84 

03. Sumatera Barat 103 91 95 92 182 

04. Riau 58 87 85 82 82 75 

05, Jambi 66 89 """ ' 68 71 68 

06, Sumatera Selatan 51 62 74 ;-1;, - 79 79 

07, Bengkulu 60 79 60 63 67 70 

08. Lampung 73 94 94 87 84 76 

SUMATERA 66 87 83 83 82 81 

09. DK.I Jakarta 50 :Jア、c、 71 70 70 68 

HJ. Jawa Barat 57 70 85 87 81 78 

11. Jawa Tengah 54 70 76 72 68 67 

12. D.I Y ogyakarta 61 6[ 73 76 69 83 

13. Jawa Timur 62 75 80 79 73 63 

JAWA & MADURA 58 71 80 80 75 70 

14. Bali 88 77 76 86 80 83 

lS. Nura Tenggara Barat 59 64 62 75 74 76 

16. Nusa Tenggara Timur 39 61 61 60 5:l 56 

BALI & NUSA TENGGARA 62 68 66 72 68 70 

17. Kahmantan Baral 48 62 61 63 62 62 

18. Kalimantan Tengah 68 76 75 73 72 71 

19. Kalimantan Selatan 42 58 49 58 55 54 

20. Kalimantan Timur 69 79 78 76 74 61 

KALIMANTAN 52 68 62 66 64 59 

21. Sulawesi Utara 49 68 67 69 68 57 

22. Sulawesi Tengah 48 69 68 73 70 58 

23. Sulawesi Se!atan 52 65 70 60 75 68 

24. Sulawesi Tenggara 63 83 82 64 64 59 

SULAWESI 53 69 71 65 70 62 

25, Maluku 68 65 66 68 68 68 

26. lrian J aya 112 101 97 101 99 62 

MALUKU & !RIAN JA YA 102 93 90 92 91 63 

LじARJAWA & MADURA/ 
69 78 OUTER JAVA & MADURA 76 79 76 69 

INDONESIA 63 75 73 79 75 69 

汀） ，ill名等は第16表参照
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表19 州におけるかんしょ品種比較試験成績

種
i

F
 

タ
i
~

備 芸r、3

肯
成
系
統

Nn380 

No.17-1 

No.128 

No.157 

No.20--9 

No.3--6 

No.l 

Nn31--l 

No.17-5 

No.395 

No.22~2 

625 

905 

775 

633 

625 

525 

448 

455 

465 

375 

582 

700 

750 

850 

420 

900 

1,240 

:100 

440 

590 

320 

410 

1,325 

1,655 

1,625 

1,053 

1,525 

lぐ765

748 

895 

1,055 

695 

992 

聞

14 

58 

39 

:16 

45 

25 

51 

24 

56 

18 

40 

-1() 

70 

70 

65 

80 

70 

(j() 

85 

75 

80 

19.0 

28.8 

24.7 

20.2 

19,9 

16,7 

14.3 

1-1.5 

14.8 

11.1 

18.6 

20.8 

30.8 

32.8 

22.0 

20,5 

24.0 

23.0 

31. 2 

21. 6 

21. 2 

20.5 

植えご）：-卜

1980曇 1. 29 

掘りとり

1980.10. l 

80cm><30cm 

無肥料

PR-1 

在
系
系
総

I
I
n
 

。

う

1
?
J
4
5
6
7
1
8
9
1

350 

200 

700 

700 

600 

600 

200 

500 

575 

440 

220 

360 

235 

265 

260 

210 

155 

270 

335 

310 

570 

560 

935 

965 

860 
810 

355 

770 

910 

750 

50 

50 

39 

50 

20 

33 

50 

60 

71 

40 

85 

40 

60 

75 

85 
70 

75 

80 

85 

70 

11. l 

6.4 

22.4 

22.4 

19.2 
19.2 

6.4 

16.0 

18.4 

14.l 

22.7 

14. 0 

16.2 

20.7 

21.6 
23.7 

15.l 

17.8 

15.3 

15.0 

植えつけ

1980. 5 .15 

掘りとり

1980.11.12 

その他上に

同じ

備考 l.Ha当り収菫＝株当り平均重 X植付株数x活着年x生育率

2.P, T. PAGOの試験結果による。

3. 栽培技術

1) 育苗及び採苗

一般栽培では特別な育苗は行なわれず，畑0)つる先を切りとって とする。採苗時の特別の注

意事項はないようで，無病で建全なもののつる

床を作って育苗する例もあるが，特別な資材等

る。

を15--20cm程度に切りとって用いる。なお，苗

く，簡単な露地育苗方式がとられてい

）
 

9
J
 

耕起．整地

' 7 ,, ショ 多くが水稲の跡作とし われる 耕起，整地は牛によるり耕，人力によ

る われ，農業機械は使用されていない。

水稲跡の場合は，巾lm,高さ30cm以上の大畝にし，畝間は底巾50cm程度の溝を作り排水路と

する。
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ぐらし入 る
゜
ス｝

3) 施

---r-・; おり ―. 
ヽ.".、, 9 

方で，

ある。しかし，

{ •. 芦ノ
:) rsJ', 匁

を施肥する例もあったが，

示しだ J::うに，

ってし，だ。ヨクヤカルタ

は殆んど無肥料栽培と

叫らか

っナっ, ~o 

施肥する 1よ， として条肥し，その上に畝をだてる とられていたが3 の除

して土寄せする も とられていた。

表20 かんしょの肥料試験成績

試験区
i N1 

--・-・--・i 

無肥和区

標準区

倍量区

餌窒 素 区

無燐酸区

陣加 里 区

窒素 2倍区！
I 

窒素 3倍区 l

燐酸 2倍区，I 
I 

燐酸 3倍区！
I 

叩里 2倍区＇
I 

加甲 3倍区

・O 

0
 
0
 
C
 
0
 
0
 

1

2

2

2

 

l' 
'ヽ,4

ィ

i

30 

10 

10 

10 

10 

施 肥 量
~; 

! P20, I 
＇ I : 

I 
() i 

30 i 
60 I 
30 I 
。I

30 ! 
! 

30 I 

60 
I 

90 , I 
30 I 

I 
30 i 

I 

30 

l 

k ―i茎葉車 g
｛ 

0
 
-;:;, 

0

0

0

0

0

 

勺

}

J

6

3

3

3

りr
,:,d 

30 

30 

60 

90 

198 

417 

422 

276 

214 

281 

311 

353 

345 

2
 

L
3
 

C
・
J
 

236 

184 

1 株晋り
I ! 

' 
し¥、重 gl 計 g

I し）も重し万l
, I I 

---「―___j__ -
指数％
' I  I I : 
； 

， 

250 I 448 I 73 3 I 
; I i 

17s I 100 I 
I '  

191 I 10s.2 I 
I I 

641 r 107. o I 
I 

74.4 ! 
I 

97.7 I 
' 

95.9 

94.4 1 
I 
｛ 

,15 10s. s I 

756 118. 5 i 
I 

538 88. 6 / 7il. l 
! 

525 100.0 i 
， 

341 

369 

36ti 

254 

333 

327 

322 

370 

404 

302 

341 

468 

ー1ャ6
 
638 

675 

T/R年 ii 
I '''、L.

% i し．し数
＇ I 
I 

,9.2 I 2.9 
！ 

128.2 t 3.7 
， 

1144 i 3.5 
！ 

75.6 I 34 
！ 

84'J 
I 

_._, I 
！ 

3.5 
， 

SU  : 2.6 

ーL
3
 

Q
u
 

109.6 

93.2 

87.1 

ー
4

0

,

.

 

3
3
d
 に

J

’ヽ~J 

8

6

 

．

．

 

3

3

 

。
4
 

＇ 

。
4
 

U.3 

備考 1. 植えつけ1980,6 .30 掘りとり 1980.11. 2,1 

2. l区5mX2.4m=l2m巧） 2区制

3軋士：ll Xf朱且月 80cmx 20cm 

4肥料は尿幸，重過石，塩化加甲を使用，謡肥

う.P.T. PAGOの成禎による。

4) 植えつけ

楢えつけ方法は斜め植，直立ざし，水平植など色々の方法がとられているが，斜め植，釣り

植，水平植，直立植，など植えつけ方法と収量との間に有意差は得られていない。

水田跡に植えつける場合は，水の制約がないので，一年中何時でも植えつけが可能であり，ア

1)モドキゾウムシの被害も畑ほど問題にならなし氾ヨクヤカソルタ地方では主に水棺跡に植えら

れるが，図8 に年間の植えつけ面積の比率（り推移としてぷしたように，乾季co7~-9月でもかなりの

面積が植えつけられている。
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表21 け方法と収量との関1系
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図8 カンショの植えつけ面積の推移と降水量

地方）

ただ，

と7!)モドキゾウム

そ
．，
 

)
ヽ
、

にあると言っても ではない。

したもり）を示した

も畑より少ない。

の33%を占め畑栽培

では除草に多くの としてし'ることがわかる。

によって著しく減収する,:とは言うまでもな＼~）。カンショ

+-
＇ど

早く

れば，

し，
-;~ 

て）、

生育を抑えること

PAGOにおけるカンショ

こ［）国し')カンシ に大切である。なお，図9は P.T.

を示したものである。

と並行し ，く、‘

をさけるだめにも

にあ

/
‘
 

る
L

よ
}

]

 

~
~
 

わ肛~るc,

を防ぎ，アリモドキゾウムシ

も， をかねて
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表22 かんしょ栽培における作業の種類と必要労力（人/ha)

(P. T. PAGOの資料による）

Kind of job 
Man 

Number 
Machinary 

Hour Kind 

Land preparaticn 

Rome harrow I 

Plow I 

Plow II 

Harrow II 

Ridging -

Cutting vine 

Selection+ Boundling 

Transporting seed 

Apply fertilizer 

Planting 

Replanting 

Ridging 

Weeding I 

Weeding II 

Cutting vine 

Harvesting 

Leles 

1

3

3

1

1

 

Bull D 7 

Tractor Ford 6600 

Tractor Ford 6600 

Bull D 5 

Bull D 5 

6
 

6

3

0

3

 
1

1

 

ー

1

1

 ー Tractor 

3
 

Tractor 

6
 ゚

6
 

5

5

 

2

2

4

 

Total 151 3
 10 

Bull 

Tractor 

％ 

80 

x
,
I
I
X
ー

?
I
I
I
I
I
I
I
I
f
J
l
l
'
 

／ー、

• --- 9月24f1掘り

X---- JQ月3[]掘り

o---II月12日掘り

ーー一つる

-—いも

＇ヽ ヽq ,P 
. ぷ

被 60

0

0

 

4

2

 

害

率

9
,
＇
？
 

ー

ー

/
J
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ー
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ー
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ー
し
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ー
！
！
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/
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ー
！
ー
、

ー
？
 

/） 
x
 

?

I

I

I

I

I

-

I
I
X
ー

x

ー
ー
、
／
、 x

/
 

ー

9

1

1

1

 

ー／

x
/
 

j
げ
け
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|
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I
 

ー、

？

ー

ー

1
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ー

ー

ー

l

|
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ー
／
ー
、

x
/

．

•~ 

4
口

m

5

種

6
 

8
 

図 9 品種と掘りとり期とアリモドキゾウムシの被害
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6) 病虫害

主な病虫害としては，縮芽病 (Scab) とアリモドキゾウ虫 (SweetPotato Weevil) があげら

れるが，特にアリモドキゾウムシはこの国のカンショ作に致命的な被害を与えている。この虫は，

幼虫がいも又は茎に侵入して加害するが，体長5~,6mm ぐらいの小さな成虫が茎あるい

ヒビ割れ等から土中に入り，直接いもに産卵し，ふ化した幼虫が植物体内部に侵入する。

被害を受けたいもは，多数の食害孔が発生し，悪臭と苦味を生じ，食用に適さなくなるほか，

地上部への加害もあって，いもの肥大もさまたげられる。

カンショが一年中生育し，気温も高いので，成虫は年間を通じて産卵でき，その発生経過は複

雑であるが，被害は乾季に多く，水田より畑での被害が大きい。表23に示したように，生育の後

期に被害が増加するので，慣行栽培では植えつけ4か月後には収穫される。図9は，品種別の被害

状況の推移を示したものであるが，在圃期間が長くなるにつれて，被害が著るしくふえているこ

とがわかる。なお，被害率に品種間差が見られているが， この差は虫の選好性によるものか，い

もの着生位置の深浅など品種生態に起因するものか明らかでない。

表23 かんしょの生育期間とアリモドキゾウ虫の加害との関係。 (P.

T. PAGOの成績より）

二植え ,つけ,,＇I ， I 掘,11り:とり 11共試 1戸 株当り 被害率

n 品種 耀 g いも重g 戸467681...□8s 6I I 'エ263267竺..3o 3 ← 
l I/ 6 580 
3 11 I 2ロ81 I 465 

10 }} 2 603 I I 

9 24 10 2 210 I 28.o 18.5 

5 15 10 3'II 484 373 46.l 27.4 

11 12 II 262 486 72.5 46.3 

備考 1. 畦巾x株間 80cmX30cm 
2. 被害率は被害を受けた茎，いもの割合で示す。

Land proparation 

RH I Plow I Plow ll Harrow Ridging 

(Land preparation period 2-2 ;,, months) 

(Plant growing period 4-5 months) 

Month 1 
I I 

3 I 1 4: 
I I I 
, I I 

Fertilizer+ Planting ―← Weeding I 
Replanting 

s: 
I 

: 8 
I I 

Weeding II Harvest 

Note. RH ... Rotaty Harrow 

図10 カンショ栽培における作業手順 (P.T.PAGDの資料による）

防除薬剤については検討され，農薬の施用で被害の抑制も可能であるが，施用例はみられなかっ

た。

一般の防除法としては充分な土寄せを行なっていもへの産卵を防止するほか，水田地帯では生

育の中期以降時折畝の肩のところまで数時間湛水して被害を防止している。
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1) 育種
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写真 4 キャッサバのいも切り作業

写真 5 畑でのガプレックスの調製

写真 6 日干されているガプレックス
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写真 7 キャッサパの皮むき

写真 8 皮をむいたいもの水さらし

写真 9 小型のロール麿砕機
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写真且 でん粉の乾燥

写真12 カ
" ;•1 -. 

A
ふ
4

i
 1{ 

9,i 



写真13 水田の中のカンショ畑
(、 r:

稲）

写真14 東部ジャワで一般的なカマとクワ

写真15 市場で売られているカンショ
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写真16 カンショはこのように｀つる、、で束ねて売られる
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ィンドネシアの外領の

利用」に

F

-

キ
'
,
9
~

し

ィンドネシアにおける

ある。

t 

中心的な作物として

は，昭和55年度から

るプロジェクト研究の

を

レ
]

らみれば，

口 は；いずか29人！こすきな

インドネシア な芸｝

てノ
‘ー、こ

さいて.l'ぞ。

をももつキャッサ｝ゞは，

ている C

ンターで開始されだ「熱帯における地下作物の有効

として， 1981年 3月10日から 3月31日にかけて行なった

よび機関， ならびに 日(ま

に関する

自

ィンドネシア

をとりまとめたもの

りである。

-- -- .. 

＊なかにし だごお：熱帯農業研究センター沖縄文同rlー^ 任研究官
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'、ン ボゴー｝レ しJ) をはじめこする

をした。スマトラ島ではラン沢ン］叶

ジャヮ

キャッサバ

キャソサノゞ，カンショ ヽ
り

コ
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}
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＼
~
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~
 し

9
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tし
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'' ぷ r

注 1 PAGO農場 (Padangratu)
2 ミッコロ第 4農場 (Bergen¥
3 ミツゴロ第 3農場 (Jabung)

図 1 ジャワ島とランポン州（調査地）

II 地下作物の利用状況

インドネンアは東南アジ り今その経済的利益 (81年度の国家歳入予算

J)61. 7%) はきわめて大きい。しかし第 2次産業の発達程度は未だ低水準の段階にあり，農業は

として国民経済の中心的な地位を占めている。

イントネシア農業の中心ピなる作物は水稲であり，その収穫面積は720万ha(1977)に及び，

要な食用作物の収穫面積1、377万 haの52%を占めている。

畑作物は，収穫面積順にみると， トゥモロコン (257万 ha), キャッサバ (136万 ha), 陸稲 (116

万 ha)、大豆 (65万 ha),落花生 (51万 ha), カンショ (33万 ha)となり，キャッサバは畑作物の

2位，カンショは第 6位に位置してし＼る。

を除く食用作物の栽培は，ジャワ，マドウラ地区に し， も顕著なジャワ中心の

うかがえる。

キャッサバのインドネシアにおける栽培の歴史は比較的浅く，その全国的な普及は1910年代以
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表 l 主要食用作物の収穫面積 (1977)

i 収穫面 積 ！ j (ha) 
I ...... ――. —-·......... .. 

: 7)¥ 稲! 7. 202. :36o I り23% 

i i埃 柏 1 1. 15 7. 20s I s. 4 

｝ トウモロコシ ！ 2.566.059 i 18.6 

キャッサ'' I 1,363.552 1 , 10,7 

ど、ヨ 1 326, 239 I 2 .4 

溶ィ'E 生! 507,249 ¥ 3.7 

i)~ 旦! 646, 121 I 4 . 7 
I・-・・・- ! -・-・-・・・ ・---- ........ .. 

t十 l 13. 169,23s t 

ム

ししー
し
よ

‘‘j 

率

％(‘ 

ll<YE 12o・E 

+---. -~--~~, ャ---。＂
!30'E 

fl 500 I . 000km 
• I ・

!OS 

キャッサ，ゞ

• lOOOha 
● l万ha
oh ha 

．．．． 
00 
●●●● ..  

カンショ
.ヽ、JOOOha
Cl万ha
•― 5 万 ha

図2 キャッサバとカンショの州別収穫面積 (1977)

降とされている。 しかし， 1979年の生産量は1,310万トンと，世界の生産量 (1億1,270万トン）

の11%を占め， ブラジルに次いで世界第 2位の生産国となっている。

インドネシアの栽培の中心地は， ジャワ， マドウラ地区であり，当地区のキャッサバ収穫面積

は全体しり73%(1977) 

i州での栽培が多い。

キャッサバはデンプン

している。次いでスマトラ

い塊根をつけるが，

し)が (10%),

その利用々

その中でもランポン

大きく 3つにわけられる。

---:~)は塊根を直接食用とするもので，煮たり，焼いたり，油であ
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表 2 キャッサバの主要生産国

：
 
！
 

1979 

此/lOa

公
じ
r
 象

1]~ 舛
ゴ 産 量 13,397 874 

プラジル

インドネシア

タ イ

ザ J --1 ル

ナイジェリア

2,105 

1,398 

1,000 

1,800 

1,150 

l, 184 

937 

1,250 

667 

1,000 

トン）

117,201 

24,935 

13,100 

12,500 

12,000 

11,500 

FAQ資材より

し， キャッサバは塊根中に有毒な青酸配糖体が存在することと，塊根の腐敗が早いことから，青

酸解毒，保存のための処理が加えられ，食用とされることが多い。インドネシアでの処理法とし

ては， Opek(浸潰処理→乾燥→粉）， Gaplek(細切り→乾燥→粉），

ある。

Tape (蒸す→発酵）などが

二番目はデンプンの製造で，加工されたデンプンは大部分が食用として利用されるが， 一部は

デキストロ グルコース製造，

三番目は家畜の飼料としての利用であり，塊根を切断，乾燥しペレット，

ス， アルコール製造や糊科として利用される。

キューブにして配合

飼料に利用される。

なおその他，葉も野菜として利用される。葉中の蛋白含量は乾物重ベースで約30%と高く，熱

帯地方の副食物として重要な役割を果している。

カンショのインドネシアでの収穫面積はキャッサバの約1/4である。 1979年の生産量は， 235万

トンであり，世界の生産量 (2億3,638万トン）の約 2%を占めているにすぎないが，生産国とし

ては，中国， ベトナムに次ぎ第 3位である。

表 3 カンショの主要生産国

ー

，
 

7
 ，
 

作付面積（千ha) kg/lOa 生産量（千トン）

公
心条 生 産 量 13,638 836 113,954 

国

ム

ア

ド

ル

シ

ナ

ジ

ン

ネ

ラ

ド

卜

ン

中

ベ

イ

イ

ブ

10,860 

380 

309 

225 

136 

853 

632 

761 

688 

1,116 

92,600 

2,400 

2,350 

1,545 

1,516 

FAO資材より
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インドネシアでの栽培はキャッサバと同じく，ジャワ，マドウラ地区が中心となっている。し

かしその収穫面積は全体の48%であり，ジャワ，マドウラ地区への集中化は，キャッサバより小

さい。次いで栽培の多い地区は，バリ・テンガラ地区とスマトラ地区で，それぞれ19%と12%で

ある。

カンショは一部の地域，特に山岳地帯では非常に重要な作物となっており，西イリアンの山岳

地帯では，主食として栽培されるといわれている。

一般に，カンショの利用形態はキャッサバに類似している。しかし，ィンドネシアでの用途は

大部分生食用であるが，生食としての利用形態はキャッサバよりも単純であり，食糧としてキャッ

サバほど利用されていない。薬もキャッサバと同じく野菜に利用される。

他の地下作物として，タロイモ類，ヤムイモ類およびバレイショが栽培されている。

これらの作物は，市場でよくみかけたが，今回は調査を行なわなかった。

III 試験研究の現況と問題点

インドネシアの食用作物の研究機関は，ボゴールにある中央農研を頂点として，各地に支所，

試験地がおかれている。

今回の調査はボゴールの中央農研およびムアラ (Muara)試験地を起点とし，レンバン

(Lem bang)支所，クニンガン (Kuningan)試験地，スカマンジィ (Sukamandi)支所と西部

ジャワの研究機関を歴訪した。

キャッサバの研究は，中央農研の作物部とムアラ試験地を中心として各地の支所，試験地で行

なわれている。

キャッサバは外国品種の導入も多く，ムアラ試験地には，現在261系統が収集，栽培され，系統

比較試験，交配育種に利用されている。

交配採種は高地で栽培すると開花期が早く，着花，結実性とも良好なことから，西部ジャワの

パチェット試験地 (Pacet,標高1.138m)で行なわれている。

交配実生は，ボゴールで実生養成，選扱が行なわれる。

世代の進んだ育成系統は，中央農研の試験設計の下に各地の支所，試験地に送られ，地域適応

性が調査される。

今回訪問した研究機関では，スカマンディ支所で，小規模な地域適応性試験が行なわれていた。

交配育種の成果として， 1978年に MangiX Ambonの交配組合せから，甘味種の AdiraIが育

成され，同じ1978年に苦味種の AdiraIIが育成されている。

他の育種研究では， 25系統を用いた redspider miteの品種抵抗性に関する試験， 50系統を用

いた耐湿性に関する試験などが行なわれている。

栽培関係の研究では， AdiraIを用いて， N.P.Kの肥料試験が実施されている。
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作付体系に関して

，陸稲，キャッサバ，落花生の relayedcropping 

カンショの育種事業，

れる。

に，スマトラの／ゞンダラジャヤ

もキャッサバと類似した体制で進めらオしてし lる。

れてし:るそうである。

スカマンディ支所で，地域適応性の試験が行なわれていた。クニン

ガン試験地でも，この試験を分担していたが，
-r， 、よ一 ， 
しの＇）， ー＇

た時期に は実施されていなかった。

カンショの交配育種の成果としては， 1978年に Dayaが育成されている。

には，日本品種も導入されていた。しかし，得られた

アでは日本品種の収量性は，インドネシアの優良品種におよばない。

をみると，インドネシ

表4 インドネシアにおける（中央農研）

日本品種の収量，デンプン含有率

品 稲 名
1株イモ重 Iデ

(g) 

ミ・ナミこL タカ 569 

高系 14 号 212 

沖蠅 100 号 385 

農林 2 号 359 

タマュタカ 262 

ベニコマチ 252 

コガネセンガン 411 

インドネシア品種 730 

日本エネルギー経済研究所資料．

栽植密度 100cmX50cm 
肥料 60-50-20/ha
栽培期間 5.5ヶ月

27.2 

26.1 

16、1

17.9 

32.6 

31.5 

28.8 

不明

栽培試験では，稲ワラ被覆試験が行なわれている。水田裏作の場合の稲ワラの有効利用を目的と

したもので，以前の稲ワラの鋤きこみ試験に続くものである。

このように，キャッサバとカンショの全ての試験研究は，ボゴールの中央農研が総括しており，

支所，試験地の試験は中央農研の設計指導下に置かれている。

このような研究体制は，育種研究の面からみると，検定系統が同一の試験設計下に，多くの地

方で調査できるため，極めて効率的と云える。しかし，地下作物の研究者が少なく，栽培担当者

が他部門の研究者の副務あるいは研究者なしで行なわれる現況では，研究が停滞する危険性も高

い。従って，こうした体制の下で，研究の効率を図るには，企画力，指導力のすぐれた研究者や，

試験遂行能力の高い研究者の養成が必要と考えられた。

バレイショの研究では，ョーロッパからの輸入に頼っている種イモの国産化を図る種イモ増殖

試験がレンバン支所で行なわれている。この他，レンバン支所では品種比較試験も行なっており，
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ら育成されだもし丁）である。

L ランポン州の農業と地下作物の概況

ンぷン』州の食用畑作物は， 1976) 火）

万ha), (3. 5万ha), トゥモロコシ (2.7万

され・cし)る。

も多く

(5. 

っし)でキャッサノゞ (6

，カンショ (2.6千ha)

表 5 ランポン州の主要畑作物の収穫面積の推移(ha)

1968 1 
I , I ,,, i I I 

1'69 I 70 , ,1 1'72 :'73''74 ¥'75 i'76 i'Ti 
I 下一 ,.. I I I 

： し

砕稲 170.417 I 138'9081139'7681144'673 I 143. 138 j 128 .414 i 111,831 / 103,740 f 107. 332 l 118, 37'1* 

トウモロコシ 62,2141 57,730 63,839, 76,3861 59,4251 93,541! 71,7221 28,5fi2 27,3141 35,768* 

キャ y サ／ゞ 26,442 34,696'.H.7371 36,0681 43,507j 65.188j 53,01:31 60,()23 61,494¥ 7U87 

カンショ 5,256 4,uo c1.1s9f 4,,1221 :i,341i :uo21 2.6321 2,531 2,555, 2.soo 

溶./[生[ 4,223 3,525 :2,930j 3,863: 4,617! 5,140/ 4.708! 6,942 6,546 5,272* 

大旦I21,904 14,749 n,845/ 15.6101 2s,:nsl 42,:no! 52,:mi 36,573 34,8621 34.476* 

1290,456 253,738 256,918'281,472,282,436:337,855!296,2831238,961 239.1031 

collected by R. Soenanjo 注）＊推定面積

シ

ランポン i州のキャッサバは，

それらと

される

る。しかし，

崎 そ

シのぺと

}

}

 ，
 

トゥモロコ

よびペレット工場の操業により，従来そしり大部分が自

キャッサバが換金作物となったため，ランポン＇州のキャッ

カンショの収穫面積はキャッサバのL/25以下で，そ

由としては，カンショの栽培がキャッサバ栽培より

サバより少なく，食物としての利用法に乏しいことな

とデンプン

されてきた

を続けてしヽ る。

とはなっていなv,。こ［）理

としての利用法かキャッ

ると考えられる。

2. 大農場のキャッサバ栽培

ランポン小卜！にふ日本企業とインドネシア企業との合弁で，パゴ(PAGO), ミッコロ (MITSじ

GORO), DAY AITOの 3社の農場が設立されている。

今匝），パゴ農場とミツコロの第 3'第 4農場で調査を行なったが，こv)3農場はいすれもキャッ

サバ栽培を中心とし，大型機賊を利用した農場経営を行なっでし又八

パコ農場は，ランポン州の Padangratuにあり，ニ

された。

とP.T.lntrada として

-123-



1万 ha ） ,_,., 又ノ 111 , ,,, どを除くと ,100 

haであ，＂

年と

。
る＼

べ
i
f
し` 三~）

国

こり

PAGO 

ミツ

゜
ノ'’

1981 

キャッサバが2,lOOhaで

ぷ
ハ も1980

され, 20%はキャー

しふる◇ このふりわけ

となる。従って，

るQ 旦符］トゥ

中

マトラに

訊た

キュー

されている。

とコズゴロの

シ、い,-,.. n ' .. cf ,_ ,,_ d・, ,. , 

であ

てはオャッ牙

でしさる

+6 

‘~k 

さ』してし.,る。なお＄笥 1

｛こあり，

Bergenにあい， えつ

したキャッサバはキェープとして， EC

f.｝
 

"
／
]
 

され

マク → 
l. JJなう。

である。

れ、る。

A. 

ヘ‘‘.
‘~ b‘ ポド

T
 

。
ス
~
勺

しヽ

B 作付1本系

ゴ0
¥
 

ー

全体的にみて，

ロセラ

し.)

されている

収穫から次期の植えつけまでの休耕期間は，パコ農場が約 3ヶ月， ミツゴロ第 3農場は約 4ヶ月

てあり， ミツニロ第 4農場は約 8ヶ月と最も長い。しかし，この休耕期間は地方，労働力，降雨

などにより変更されることかある。

は原則として 3回とし，

3 -~5 位］とのこと

C. 

耕起から収穫に至る

植えつけは一．｛ドを通し行なわれる。しかし

ミツゴロ られてし)な Clぐ

＜吟植えつ

ぎな間題とな-:,てしaる。

ミツゴロ第 3農場はラトソルである。

，土壌硬度はパゴ農場を除き硬い。

、）
、
t‘レJ

よりは良し i。 Pは

ぱキャッ

し

る。

るが，現実の連作回数は

に雨の多い時期 (l. 2月）は，農業機械

日数の低下が，

耕起・整地： ディスクプラウ C' 耕起の深さは16~20cm る。ハローは

ディスク I¥ロー
c
 

ス3し,1 
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PAGO農場
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図3 大農場におけるキャッサバ栽培の作業体系

図3付表 施肥量（大農場）

注） Flは，地力により， 3種類にわけられる。

―・125 ---



-: Iタダ｀‘

しに_v.) っ，よ
。

る)
 

l
>
 

がなされており，他の作業はほ

を占め，の レ｝ を

し 0

9

 

る

て
‘: 

＼
 し

一
．＂疋

f
f
`
9
9
 

キャソサノゞ 2,100 

ha, ロゼラを160ha しているパ る日

ある cしかしこの他に年間を通し800~1,400人の平均すると 1日当り

る。

)を す

E
 

虫

ランポン州

である。

9

、‘／
 

こ

にの

る

はランポン州北部に多く，徐々に南下して¥)るとし＼われる。

0

、、
J
 

゜
る

f

し,1 
ふノ

9
:
J
 

大きいものは， キャッ

その回避策として，

(Bacterial wilt) 
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中では，

抵抗性品種としている。

他の病害は Cercosporaleaf spotがよくみられた

らわれると収量が低下する

はカイガラムシ

Fo 
品 種

=, 
［ 
ヽ 9

（ミツゴロ

されだ

3農場）

N o.802 (Adira I , 甘味種）が栽培面積の60%,

とのこと

パゴ農場では試験栽培を含め， 29品種が栽培されている。

。
、ふ しかし g

、>,

つ 1~0

被害はほとんどないとのことであ

多

戸ヽ0

にまであ

れるのは 4

No.528 (苦味種）が20%,Genjah (甘味種）

が10%,Basiorao (中間種）が10%の割合で栽培されている。 AdiraIはインドネンア

種による始めてし）育成品種であるが，パゴ農場では強健性に欠 このため，

1981年からは， AdiraIをGenjahに切替える予定がたてられている、）しかし， Genjah

不足するため， 1981年は甘味種として， Adira I , S l , S 2も えつけられる c

ミツゴロ 3'第 4農場の栽培品種はほぼ100%が苫味種である。主な栽培品種として No. 

528, ランバ工， SPP(Sao Pedro Preto)などがある。

3
 

大農場でのキャッサバ栽培の問題点

大農場のキャッサバ栽培が農家の栽培と異なるのは， キャッサバのみ とした

あるという点である。 このため，

①

②

③

 

地力の急激な消粍

病虫害の多発

雑草の繁茂と土壌侵蝕

が，農家栽培より強くあらわれる
。
ヽ
~

地力の維持：パゴ農場の開墾後のキャッサバ収量は， 30t→30t以下→20t/ha内外 し，｝

急速に低下する。各農場とも経済的視点から畑は酷使され，地力はますます低下すると予想でき

る。最大面積をもつパゴ農場は連作を原則として 3回としているが，現実には 3~5回となって
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は少なし'o

しかし，キャッサバは栽培期間が長く，

ため，耕種的な防除は困難である。

農薬の利用は経済的見地から不利益であり，さら

は好ましv,姿ではない。

・)て，最良の方法は優良な抵抗性品種の利用であろう。パゴ

t体に経済栽培を行なっている。又，各農場とも複数の品種を栽培している。このため，栽培品

種は分散され病虫害のリスクは少ないと考えられる。しかし大面積のパゴ農場で，今後の予定で

はある

）
 

9
¥
 

ス3

える

左｝ し，そ且らとキャッサ）ゞと

から，キャッサバの連作が避けられなし〉とするピ，施肥法を今後さらに

ベを栽培している国により施肥法の異なる面があり， K

どかある。現在， 3農場で方世肥法令施肥量が異なり各農場独自のエ

よび栽培法に適した各要素の効果を検討し，施肥法

えつけ面積の70%を占めることこは少し危険がかんじられる。

雑草の繁茂と土壌侵蝕：雑草と

るごとは重要な課題であり，さらにそ

に強く，インドネシア

裸地期間が長くなり，

・' ＼， 

：こかわる緑肥作物を目的と

している~、しかい緑肥作物として何を導入ず

って，より多く

勝つには，

り， を図って t>る。

し，スマトラで

も望ま

，
 

\~, i‘ とこるす

てし'

現在まで

われる

ょ，＇ 

青枯れ病抵抗性品種を

となる。特に単

しくなる。 ミツゴロ第 3

法は

防除，上壌保全などを総合的に許価した栽培体系の確立が課題となる。その一つとして，初期生

育時の雑草の繁茂を抑制し，緑肥にも利用でき，さらに土壌保全効果の高い CoverCropの検討

まれる 3 休閑期間に栽培される緑肥作物も，雑草駆除効果の見地からも選定されるのが望ま

回数を多くして雑草量の減少を図り効果をあげている。この方

の低下が早くなると考えられる。従って，地力維持，雑草

しい。

としてはこの他に， に多雨時にも きる農業機械と掘とり機の開
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は縦横 2
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応、も
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キャッサバ ヘ）
9

,

 

ト
ふ を生じやすし となるでこの

ため畦立栽培が望ましいが，間作栽培で いられる。

間作の場合，作物の植えつけは陸稲が最も早くり陸稲の発芽後トゥモロコシを植え，キャッサ

バば第 1回除華の後の陸稲播種約 1ヶ月後に植えつけられる。間作の形態はいろしろあるが，最

も一般的には陸稲を畦間30cmで播種する。陸栢 4列ごとにキャ Jサバを畦間120cm,株間

80~100cm える。キャッ は年々密植になっているとのことである 3 トゥモロ

.,、:,
-1 / ある。

施肥はキャッサ／ われなし：＼。 トゥモロコシなどとの間作の場合に

のみ行なわれろ。施肥量は陸稲に基肥として尿素80kg/ha,TSPlOOkg/haを与え，陸稲収穫後に

尿素20kg/haを方両肥する。しかし施肥は必ずしもごの基準では行なわれす，無肥科の場合もある。

で，陸稲植えつけ1り~20日後に 1回，その20日後に 1回を基本として行なう。

その後の除草も必要で，耕起を除くと全労力の70%内外となり，作業の中心となる。

収穫は人を雇う場合が多く，

支払い）が36%,近所の人の助力

（金額は不明）が45%,歩合制（収穫物の約25%の

う場合が10%で，耕作農家だけで行なうのはわずか 9%

とのことであった。

栽培品種は甘味種が多く，明確ではないが

Basioraoがデンプン用とし

なる。

されている。

Kening 

はデンプン

用として， Putih maus, 

され，残りが食用と

5 農家のキャッサバ栽培の問題点

無肥料の疎枚栽培が大部分のだめ， ha当りの収鼠は約10ト／と低い。収量性の

題である。しかし，農家栽培は大農場と異なり，間作栽培が一般的である。

従って，地力の維持，向上および病虫害回避に最も効果のある Croppingsystemにより，

性の向上を図る必要がある。

ぎな問

-130--



ンドネシアて（／〕

を用いて

tiぁI)'

ツ刃'j.: い〕 [
i
 

モ
マ
~さ，’ー、，

1

¥, ¥ 
C 

ぎな間題となる。

systemこよる

，
 

レ｝ さ九

，
 

も
'

9
¥
 

1 社と］〗.:: どである。

プ‘/ 

!t21でg

4
 

A
J
 

r
fメ窪心ス3

ら夕，,f

式全自 の1 を除き， 自 0) 
る

表 7 ランホン州の全自動デンプン工場

上場名 テ

~
 

／
 

ヽ

i

；
 ラ

数

ーs
 

t
 

r
‘
4
 

ーa
 

，
 

vi 
,
l
 

ーi
 

ーー、しB
 n

/
i
 

ーi
 ＇ 

へa
ー,

I
 

budi 

Bumi Lampung 

Dhamala 

Humas jaya 

Multi agro 

2 90~100 

2 90ヽ，~］（｝（）

3 I20~1AO 

90~100 

3 120 

2 80~90 
') 80~90 

2 80 

·••"••·--—-· 一~土―-·•--------•"••·・-・・---
40りへ~、450

40りへ・450

540~630 

405~450 

540 

360~405 

,160へ40;)

360 

540 Sumber iava i 
~ 

. - 1 o i 120 
―--------------------------7-―--- i -

訂― 1 21 I 870-.,940 
l 

3. 915~-4. 230 

PAGO資料

，
 

1日当り 3,700~3, 900トンのj三イ

る，ン

をもち， 820~880トンのデンプン

この他に？ ローカル式（半，非戸動）テンプン工場が約20あり，あわせて 1日‘りり 1,000トンの

イモ処理舵力をもち，約200トンのデンプンを生産する 0

テンプン モ 日によって

イモ価格が高い。

テンプン工場の稼動期間は 8月末~11月が多い

て，そのまま川にすてられ，呵/11

ンプンカスを再回収し

キャッサバ加工工場は，デンプ

I 
V 勺

をt.-
信「．1

ふ

にペレット

と

J
 

i‘ 
F

}

 
，
 

は価格差があり，日

もある。

排水［］の近くには何人も

って l¥る。

ある 0 ランポン］しりのペレット［場
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は，あわせて トンのペレット生産能力をもっている。これは生イ ると約72

万トンに相当する。

ランボン州のキャッサバ生産は1977年の政府統計では79万トンとされている。デンプン工場，

J 卜工場の操業能力，操業率さらに食用としての重要性を考えると，ランポン 1州では統計数

より多くのキャッサバが生産されると考えられる。

ペレット，キューブは輸出される。パゴ農場の滝上氏によると，ィンドネシアの EC諸国への輸

出ぱ， 1979年が52万トン， 1980年は60万トンとのことである。デンプンも輸出され，これも滝上

氏によると， 1979年度は 4万トンが輸出され，日本への輸出は1979年が 3万トンで1980年が2.5万

トンとのことである。

7 パゴ農場のカンショ試験

キャッサバの ha当りの生産量は世界平均で8.7トン (1979, インドネシアは9.4トン），一方カ

ンショは8.4トン (1979, インドネシアは7.6トン）と単位面積当りの収量はキャッサバがわずか

にすぐれてし入る。しかし栽培期間はキャッサバが 8~12ヶ月，カンショは熱帯地方では 4~5ヶ

月である。

って，栽培条件を考慮せずに考えると，カンショで年 2~3回の栽培が可能であれば， 1年

間の単位面積当りのデンプン生産量はキャッサバよりカンショが多くなると計算できる。

この観点から，パゴ農場では日本エネルギー経済研究所の委託をうけ，カンショの栽培，品種

比較試験が行なわれている。

A. 品種比較試験

地方品種を10品種，ボゴール品種を11品種用い，栽培期間 4ヶ月から約 6ヶ月までの，栽培期

間別の塊根重，つる重，アリモドキゾウムシの被害程度が調査された。栽植密度は80cmX30cmの

無肥料，畦立て栽培である。

この結果，収量性，アリモドキゾウムシ抵抗性を 2つの品種群で比較すると，収量性はボゴー

ル品種群がよく，多収品種は 4ヶ月栽培で ha当り 19トンの収量がある。一方，アリモドキゾウム

シ抵抗性は地方品種群がまさっている。しかし 4ヶ月の栽培期間でも，全系統にアリモドキゾウ

ムシの被害が認められ，品種群平均では，地方品種群の生イモ被害率が18.5%,地上部被害率は

28%であり，ボゴール品種群はそれぞれ22.3%と42%である。アリモドキゾウムシの被害は栽培

期間とともに急増し， 6ヶ月栽培では地方品種群平均で46%の塊根に被害が認められた。

B. 廂肥試験

尿素， TSP,塩化加里を用い， 10-30-30kg/haの施肥を標準区とした 3要素の肥料試験が，

地方品種を用い，栽培期間 4ヶ月，栽植密度80cmX20cmで行なわれた。

この結果， 3要素では Pが最もイモ収量に関与し， Kは殆んどイモ収量に関与していない傾向

られている。なお．多肥の効果はあまり認められない。

この他の試験として，挿苗時間と活着率の関係，栽培時期を変えたボゴール品種群と地方品種
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9 カンショ栽培の問題点
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J

ぃ一部として，インドネシアにおける地下作物の研究状況およ

びランポン小卜1を対象にして調査し，以下の結果

により，

を用
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7,r 

リ王ドキゾウム

における地下作物の有効利用ゴのフ~ロジェクト研究

国部ジャワおよ

1. インドネシアの主要地下作物はキャッサバとカンショであり，

haと31Jjha (1979) である。

キャッサバはカンショの約4.5倍の収穫面積をもち，畑作物ではトゥモロコシに次ぐ

それぞれ140万

われて t'る。

キャッサバの利用々途は食用，デンプン用，家畜飼料用と多岐にわだり，地下作物では最も

を占めている c

2. 地ド作物の研究はボゴールにある中央農研に統括され，中央農研の支所，試験地は研究の

一部を分担しているにすぎない。又，支所，試験地は中央農研にくらべ，研究施設，研究スタッ

フなどの研究環境の整備が劣っている。

研究の主眼となってし lる作物はキャッサバとカンショであり，他の地下作物はバレィショ

き，研究対象となっていない。

育種研究は交配育種，導入育種に加え，品種0)病虫害抵抗性， どCのつ

栽培研究は廊肥試験が主体で，一部作付体系に関する試験が行なわれていた。
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